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序章




「俺を脱がして」

　甘いキスのあとに、結ゆ愛あは耳元で囁かれた。

　ホテルのベッドの上で結愛の細い指は、冴さえ島じまのワイシャツのボタンを一つ一つ丁寧に外していく。開いたシャツの隙間から見えてくる彼のたくましい身体に、心臓が早鐘を打つ。今まで聞いたことのない速さで、呼吸が浅く荒くなった。

「結愛、緊張してる？」

「だって」

（初めてだから）

　男性の服を脱がすのも、誰かに脱がされるのも未経験だ。

　ジーっとワンピースのファスナーがゆっくりと降りていく。冴島が背中に手を回していると、彼との距離が近すぎて、結愛はボタンが外せなくなった。一度手を止めて顔を見ると、冴島の顔もほんのりと赤くなっているように見えた。

　ホテルの部屋にはベッド脇にあるスタンドライトだけ。もしかしたらライトが暖色系だったから、緊張しているような顔色に見えたのかもしれない。

　冴島が脱がそうとしているタイミングに合わせて、ワンピースの袖から腕を抜く。ビリジアンのワンピースの下から、桜の花のような薄いピンクのレースが入った下着が顔を出した。

『もしかしたら』があるかもしれないんだから、と妹の結ゆ奈なに言われるがままに、下着までかえた甲斐があった……というべきだろうか。妹の身代わりになったお見合いで、職場の上司に下着姿を晒すとは。

「恥ずかしい？　耳まで真っ赤だ。可愛いよ、結愛」

　足元からワンピースが出ていくと、冴島が床に落とした。結愛は右手で胸を、左手で股を隠してみる。小さな手では下着以上の隠し効果は全くなく、ただの気休め程度でしかない。

　それでもワンピースを脱がされてしまったという羞恥心を手で隠すことで少しでも静めようとしていた。

「結愛、ほら……途中だろ？」

　ワイシャツを脱がせてよ、と言わんばかりに冴島が厚い胸を突き出してきた。残りのボタンを二つほど外してから、結愛がワイシャツを掴んで脱がした。上半身裸の彼を見て、さらに胸の鼓動が速くなる。

　恰好良すぎる。

　細身に見えるのに、脱いだら筋肉質だ。腕の筋肉もしっかりしているし、腹筋も割れている。

　一方の結愛は、三十歳になり、代謝が落ちて前よりも肉がついたなと思っていた。目の前の引き締まった身体が神々しく見えてしまう。

　エリートでイケメンの年下上司と、バイトで日々ぎりぎりの生活をしている三十路女の結愛との差が浮き彫りになっているような気さえしてしまう。

「横になって」

「……あっ。ちょ……んぅ」

　枕に頭をつけようとすると、素早く背中に手を入れてきた冴島にブラホックを外された。ブラジャーを上に押しやると、彼の指が小さいピンク色の実を摘まんだ。

　ゾクッと背中に初めての感覚が走っていく。

（やだ、変な声が……）

　指で弄られていないもう一つの実が、冴島の口の中に入る。舌先で突かれたり、口腔内で吸い上げられたりする。

「んんっ、ん、んぅ……んぁ」

「声、出して。結愛の可愛い声を俺に聞かせて」

「だ、め……こんな声、しらなっ……あんっ」

「俺だけが知る声だから。結愛、出して……声を。我慢しないで」

　強く指先で摘ままれて、結愛は「ああ」と大きな声をあげた。満足そうに彼が笑い、大きく立ち上がった実から口が離れた。

「気持ちいい？」

「……あ、わからなっ……んあっ」

「初めて？」

「う、ん……やっ……冴島、課長、おかしくなりそうで……怖い」

「まだ胸の先っちょしか触ってないのに。俺を煽るなって」

「え？　なに？」

　なんでもない、と答えた冴島が、身体を軽くあげると今度は唇に噛みついてきた。手は胸を弄ったままだ。

　くぐもった嬌声がキスの合間に漏れ出てしまう。

（ああ、下腹部がおかしい）

　お腹の奥がやけに疼いてくる。股の部分からも何かが出て、下着を濡らしているのがわかると太腿を擦り合わせた。

　唇を離した彼がフッと優しく笑った。

「俺もキツイけど、結愛も我慢できない？」

「我慢、ですか？」

「お腹に手をあてて、太腿を擦り合わせてる。中が疼くんだろ？」

「……なっ！」

　何かがお腹の中で欲しているように感じる。痒いような、寂しいような……。結愛にはしっくりくる表現が見当たらない。

　三十路女とはいえ、男女の関係に疎い結愛。セックスの知識は一般常識として知られていることさえもわかっていない。いまどきの女子高校生よりも無知だ。日々、バイトに明け暮れ、節約にばかり目を向けてぎりぎりの生活を送ってきた結愛には、知識を得る機会がなかった。

「下着を脱がすぞ」

　指を布に引っかけると、するっとあっという間に脱がされてしまった。膝を掴んで足を開かされるなり、結愛は両手で繁みを隠した。

「隠すの？　何もできないけど？」

「だって……見ないで、ほしい」

「見ないでどう触るの？　それとも、手が離れるように俺が奉仕すればいい？」

「……え？」

（奉仕って？）

　どういうこと、と問う前に、冴島が太腿に噛みついてきた。

「ああっん」

　ビクビクっと全身が快感で震えた。

「へえ、結愛は太腿が弱いんだ」

「や……だめ、それ……くすぐったい」

　舌先が太腿の上を滑っていく。体中に何度も流れる快感の電流で、頭がおかしくなりそうだ。声も我慢する間もなく、出続けてしまう。

（やだ、やめてほし……むり）

　さらに出そうになる声に結愛の手が動いた。繁みを隠していた手が口元へと動くと、ぐっと足を限界まで開かされて、彼の頭が入ってきた。中に隠れている真珠を舌先で探られ、チュッと吸い上げられる。

「え……ちょ……だめぇ、汚いから」

「やだ」

「だって……お風呂に入ってない」

「甘い香りがするよ。蜜も甘い。溢れてくるし……美味しい」

「美味しいはず、あっ……ん、ない」

　強く吸われるたびに、身体が勝手に震えてしまう。

（だめ……どうしよう。何か……きそう）

「指、入れるよ？」

　ぬるっと中に指が入り、身体の中を支配してきた。指が動くたびに、溢れ出て蜜口にたまっている愛液がぐちゅっと音をたてた。

　膣筒を撫でるように動く指は、結愛の感覚をおかしくしてくる。世界がチカチカして、向こう側の世界が見えてきそうなそんな感じだ。

「や……、か、ちょう……なにか……おかしく、なりそう」

「いいよ、おかしくなれよ。俺の指で、乱れろ」

「んぅ……あっ……やっ……あああああ！」

　一本しか入ってない冴島の指をぎゅっと締め付けてから、身体中が痙攣した。

「イッたな」

　精悍な顔が、ふんわりと微笑んで見てくるから結愛の胸がきゅんと締め付けられた。

「イッた……？」

「気持ち良かっただろ？」

「身体に力が入りません」

「可愛いなあ。そんなんじゃ、明日には歩けなくなってんじゃないか？」

「え？　何を言って……？」

「これからだろ、セックスってのは」

「もう、無理です」

「駄目。俺のがまだ入ってないだろうが。俺も気持ちよくさせろよ？」

（え？　気持ちよくさせるって？）

　結愛は茫然としながら、中学のころに勉強した保健体育を思い出してみる。記憶は霞がかっていてはっきりと思い出せない。

　高校生のころの友人たちの会話でそのような話題があったかどうか記憶を探ってみるが……やっぱり思い出せない。

　生きていくのに必死すぎて、男女の情報が皆無だ。

（どうしよう。普通は何をするの？　ここで……）

「動揺してる？　結愛は何もしなくていいよ。俺が勝手にやるから。結愛は足を広げて受け入れてくれるだけでいい。痛いから……それだけ我慢して」

「痛い……んですか？」

「え？　知らないの？　初めては痛いって聞くけど……まあ、いいや。我慢できない痛みだったら言えよ」

　ガチャガチャとベルトを外す音がして、チャックを下ろして中から大きくて太いものを出してきた。

「悪いな。まさか見合い当日にセックスするとは思ってなかったからゴムがないんだ。今日は中に出さないから。次からは用意しておくな」

「え？　妊娠……」

「そういう知識はあるんだな。大丈夫、妊娠したら責任取るから」

　冴島に膝を掴まれると、グッと膣口が押し広げられるのがわかった。小さな口が、今までにないほど大きく開いている。溢れている愛液のおかげか、痛いのは少しだけで中に入っていく。

「だい、じょうぶか？」

「はい」

　返事をして気が緩んだのか、一気に奥まで押し込まれた。ビリっと裂けるような熱い痛みが一瞬だけした。

「ああ……いっ……破けたみたいな感じが……」

「処女膜だな。俺にもわかった。やばい……結愛の初めてが俺かって思ったら……止められそうにないかも」

　冴島は苦しそうな声を出しつつも優しい表情で笑い、結愛の手を握りしめてきた。指を絡めて手を強く握ってくる。
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　最初はゆっくりと抽挿が始まる。だが、優しく動いていたのは最初だけ……。だんだんと腰の動きが速くなっていき、結愛の中を攻め立ててくる。

「あ……ああっ、や……それ……ああ」

「悪い……ヤダって言われても止められないから」

　水音と互いの肌が当たる音が、室内に響く。

「また……くる。波が……課長、一緒に……」

「無理だろ、一緒にイッたら、中に出しちまう。先に、結愛だけイケ……」

　さらに膣中を擦られるリズムが速くなる。下腹部の奥で、ジンジンする個所を的確に突かれた結愛はまた痙攣を起こした。視界が真っ白になる。ぎゅうっと冴島の太い男根に噛みついた。

「あ……くっ……ヤバいから」

　熱い吐息とともに漏れでた言葉が終わる前に、冴島が動き出した。

「や……だめっ！　まだ……中が」

（痙攣している途中だから）

「わかってる。俺も限界だから。このままじゃ、マジで中に……」

　今までにないくらいの速さで奥まで突かれてから、急に引き抜かれた。膣内が寂しくヒクついた。

「……ん、くぅ」

　と冴島が声を漏らしながら、結愛の下腹部に白い熱を吐き出していた──。





第一章




　山やま崎ざき結愛は台車に入荷したばかりのミシン四台をのせて、店のバックヤードに足を踏み入れた。

「やる気がねえんだったら、さっさと辞めろ！　迷惑だっ」

　薄暗いコンクリートむき出しのバックヤードから低い怒鳴り声が響いて、結愛は思わず己が怒られたかのように心臓が跳ね上がり、身を縮めて声の主を探した。

　棚の隙間から見えるのは、三階の売り場責任者であり、営業担当である冴島奏そう太た課長だった。大手スーパーであるイトオン社内において、最年少で課長になったと言われている期待のエリート社員だ。本人にその気があるのかどうか別として、将来本部役員にまでなれるであろうと、周りから大いに期待されている人物だ。冴島が行う店内改革は必ず成功するとさえ言われている。

　栗色で癖の強い猫っ毛をワックスで落ち着かせて、軽く後ろに流していた。高身長のわりに身体のラインは細く、スラックスに白ワイシャツを入れているウエストは引き締まっている。家電と家庭用品を取り扱うエリアを担当している彼は紺色のエプロンを身に着けて、鬼のような形相で棚の向こう側に立っていた。

（ひぃ、今日もご立腹なようで……）

　結愛は冴島が怒っている相手の子をちらっと確認してから、台車をゴロゴロと押して手芸店の在庫を置いているスペースへと小走りで向かった。

　入って半年は過ぎたであろうバイトの男の子に怒っているみたいだった。結愛と同じ手芸店で働くスタッフ曰く、遅刻常習犯で指示された仕事もせずに帰るバイト君がいるという話を耳にしていたが……もしかしたらさっき怒られていた子がそうなのかもしれない。

　冴島ははっきりと言葉にして相手に伝えるタイプだ。忖度を嫌う。言わなければいけないことなら、部下だろうが上司だろうがきっちりと言葉にする。良いことも悪いことも躊躇せずに言う。悪い人ではないが、きつい物言いをするせいか、陰で「鬼上司」というあだ名がついているくらいだ。

　結愛よりも二歳ほど年下らしいが、尊敬している。己の気持ちをはっきりと口にできない結愛からしてみれば、『悪いことは悪い』、『納得できないことは納得できない』と意思表明できる彼が素直に、素晴らしい男性に見えていた。

「ああ……どうしよう」

　心の声が言葉になって漏れ出てしまうくらいミシンの在庫の多さに結愛が軽い頭痛を起こす。売れないのに、なぜか支部から勝手に送り付けられてくるミシンたち。バックヤードで使える棚のスペースは決まっている。他の売り場に迷惑がかからないように、どうにか上手く棚に収めないといけないようだ。

（数学とかパズルは苦手なのに）

　ミシン四台を置けるスペースは今のままでは到底ない……が、なんとか作り出さなければいけない。全ての棚の段にある在庫を入れ替える必要がありそうだ。

　平均より少し低い身長の結愛だ。一番上の段は指先が届くものの、荷物は取れない。これは一度、売り場に戻って脚立を持ってくるしかなさそう、と結愛は答えを出すと台車をそのままに身体を半回転させた。

「……えっ？　冴島課長っ？」

「山崎さん、手伝うよ」

　いつの間にか結愛の真後ろに立っていた冴島が顎に手をあてて、台車と棚を交互に見やっていた。

「あれ……さっき……」

（棚の向こうで怒っていたはずじゃ）

「ああ。言いたいことは言い終えたから、売り場に戻ってもらった。彼の持ち場だけ、商品の入れ替えが終わってない」

「そう……なんですか。ご苦労様です」

「これが俺の仕事だ。気にしないで。それより、ミシンをこの棚に入れればいいのか？」

「あ、はい！」

「わかった。やっておく」

「……ええ？」

　結愛は目を丸くした。申し出はありがたいが、手芸店は冴島の担当とする売り場ではない。同じ三階というよしみで色々と面倒を見てくれているが、組織図を見れば彼は直接の上司ではないのだ。

「いえ、大丈夫です。脚立を持ってきて……なんとかすれば……きっと」

（できる、はず！）

　というか、できなければいけないのだが。結愛は乾いた笑い声をあげて、苦笑した。

　半年前は、手芸店には正社員の売り場責任者がいたのだが、売り上げ低迷という現実に店内異動となってしまった。上司がいなくなり、売り場でアドバイザーの資格を唯一持っていた結愛が、パート勤務なのに今の手芸店のトップとなり、引っ張っている。

　性格的に荷が重いポストだと思っているが……長時間勤務のパートは結愛しかいない。あとは旦那の扶養範囲内で仕事をしたいという人たちばかりの集まりなのだ。仕方がない位置なのだろうが、慣れない仕事の連続でストレスは溜まる一方だ。

「こういう力仕事は男性職員の仕事。山崎さんは売り場に戻って。アドバイザーの資格を持っている貴方が売り場にいたほうがいい」

「では……お言葉に甘えて。ありがとうございます」

　結愛はお辞儀を丁寧にすると、その場を冴島に任せて売り場に戻った。

　冴島は『鬼上司』と言われているが、怖いだけじゃないと結愛は思っている。大変なときは、口に出さなくても、雰囲気を察して手伝ってくれる人だ。結愛は何度も売り場で助けてもらっている。だからなのか、冴島を『鬼上司』とはあまり口にしたくない。

（それだけ……じゃ、ないかな）

　恰好良くて、結愛が大変なときにいつも優しく助けてくれる彼に、恋をしている。エリートコースまっしぐらな冴島と、世の中の底辺で暮らす結愛とでは不釣り合いなのはわかっている。この想いは淡い恋心として静かに秘めておくつもりだ。

「ねえねえ、結愛ちゃん！　今日も冴島課長……キレッキレにキレてるみたい」

「ああ、さっきバックで怒ってましたねえ」

　手芸店のパートの木き村むらがレジから顔を出しながら、戻ってきた結愛に楽しそうに話しかけてきた。

（噂って、流れるのが早い）

「それだけじゃなくて！　事務所でも高たか木ぎ総務課長とドンパチしたみたい。席を立って、二人で睨み合ってたってさ。両者一歩も引かずって感じで、店長が間に入って宥なだめてたみたいだよ」

「それは、それは」

　返答に困り、言葉が続かない。

（事務所で言い合いはちょっと嫌だな。事務作業しているときに怒鳴り声とか聞いたら、怖いもんなあ）

「若い男には甘々な総務課長でも、冴島課長には甘くなれないみたいだねえ。そもそも犬猿の仲だし？　店長の右腕を巡って争ってるとかって聞くし。できる人間同士、衝突が多いのはわかるけど……下っ端のこっちは冷や冷やするよ。ねっ？」

「そう……ですねえ」

　再度、返答に困った結愛は苦笑した。こういう会話はどうも苦手だ。さらっと返事ができなくて、頷くしか解決策がない。恰好良く言葉を返したいものだが、何も思い浮かばない。

「あら……！　もうこんな時間っ。帰るわね。お疲れ様」

　と、パートの木村さんは時計を見ると慌ててバックヤードへと引っ込んでいった。イトオンはパートの勤務時間には厳しい。あらかじめ決められたシフトの時間以外で残ることは禁止されている。どうしても……というときは直属の上司の許可を得なければ残業はできない。タイムカードはコンピュータでしっかりと管理されているため、一秒でも遅れれば、総務課長直々に呼び出されて怒られる。

　木村が帰ったあとに、結愛は小さくため息をついた。

（休憩……行けなかった、な）

　腕時計を見つめる。閉店まで残り四時間。売り場は結愛一人となったため、長時間、レジを空けるわけにはいかない。休憩なしで頑張るしかないようだ。

（よし、頑張ろう！）

　心の中で気合いを入れて、結愛はレジの中に入る。支部からの売り場指示を、布を切るカット台の上に広げると、脳内になかなか入り込んできてくれない文字の羅列に目を凝らした。

　読んでいる……はずなのに、記憶に留まらないで消えていく指示の数々にげんなりする。赤いボールペンを制服の上から着ているエプロンのポケットから出すと、クリアした仕事にチェックをして、「済」という文字を書き加えた。
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　書類と売り場の棚と、結愛が睨めっこをしていると店専用のスマホが着信を知らせる。相手を確認すれば、総務課長の高木凜りん花かからだった。

「お疲れ様です。山崎です」

『主任から話を聞いたわ。すぐ事務所に来てもらえるかしら？』

「えっと……今、売り場に一人で」

『私は今しか時間がとれないの。すぐに来て』

「……はい」

　電話を切ると、レジに不在の札を出して売り場を後にした。二階にある事務所に行けば、にこにこと若いバイトの男の子と話している高木が総務課のデスクに座っていた。隣の島にあたるデスクの列では営業課長の冴島がパソコンと向かい合っていた。

　高木の話はすぐには終わらなそうだ。後ろで「待ってます」アピールするのはあまり好きじゃない結愛は、さきほどの御礼を述べに冴島のデスクに近づいた。

「あの、冴島課長……さきほどはありがとうございました」

「ん？　ああ、ミシンね。売れるように何か策を考えないとだな。売り場で使えそうなポップがあったら探してプリントしておいてくれ。商品の魅せ方を一緒に考えよう」

「え？　いえ……そこまでご迷惑は……」

「在庫過多は店長に怒られるぞ？　いいから気にするな」

（担当が違うのに……冴島課長は優しい）

「重ね重ね、ありがとうございます」

　お辞儀をしていると、「山崎さんっ！」と甲高い高木の声が聞こえてきた。

「は、はい」

「今しか時間がとれないって言ってあったわよね？」

「す、すみませんっ。お話をなさっていたので……」

　冴島のデスクから離れて、隣の列の総務課長のデスクに結愛は小走りで駆け寄った。

「時間がないからはっきりと言うわ。主任から新しい人を雇ってほしいとお願いされていると言われたけど、雇う気はないから！　むしろ手芸店の人員削減をしたいくらいなの」

「でも、今の人数でもぎりぎりで。シフトの調整が難しいんです」

「貴方が頑張ればいいでしょ？　それとも頑張れないの？」

「そんな……頑張ります」

（というか、頑張っています！）

「そうして頂戴。最近の若い子は頑張りが足りないのよ……ほんと、困る」

　ぼそっと吐き出す高木の何気ない言葉に、胸に痛みが走った。頑張ってないわけじゃない。結愛なりに頑張っている。他のパートさんの予定を最優先にして、シフトを組んでいるし、休みの日だって売り場に来て時給の発生しない仕事をしている。

　社員にもなれず、パートだけの給料のやり繰りをして必死になんとか生きているのに──。

　売り場に戻ると、書類を片手に重苦しい気持ちのやり場に困った。

『頑張りが足りない』と高木に言われてしまった。何をどう頑張ればいいのだろうか。結愛なりの努力では、まわりが認める頑張りには達していないようだ。

　結愛は高校卒業後、大学進学を諦めて就職しようと決めた。四歳のとき両親が離婚をし、九歳で新しい母が出来た。十歳で妹が出来たが、それ以来結愛は、家族に馴染めなくなっていった。継は母はは妹を可愛がり、結愛には冷たかった。愛されたいのに、愛され方がわからない。

　大学進学も継母が嫌がるため、諦めた。就職先を探していれば、「働こうって人が実家暮らしはおかしい」と追い出されて、早急にお金を稼がなければ……と求人広告で見つけたイトオンの手芸店で長時間勤務のパートを始めた。

　月百六十時間労働、保険制度ありで、給料は約十四万。アパートの家賃、光熱費と携帯代……食費で毎月綺麗になくなっていく。貯金はゼロだ。毎日、必死に生きて気が付けば、結愛は今年三十歳になった。独身、彼氏なしの寂しい人生と言えよう。

「こんにちは。いらっしゃいませ」

　バックヤードから表に出てきた冴島の感情のこもっていない低い声が、結愛の耳に入って顔をあげた。

　ちらっと結愛に目を合わせた冴島が、店内を見渡してから腕時計を見る。

「もう、こんな時間か。山崎さん、休憩……行ってないよな？」

「……え？　ああ、でも……」

（木村さん、帰っちゃったし）

「レジ番してるから。行ってこい」

「でも……そしたら冴島課長の仕事が……」

「これも俺の仕事のうち。気にするな。何か品だししておく商品があるなら出しておくけど？」

「いえ、大丈夫です。ご飯だけ食べたらすぐに戻りますので」

「きっちり一時間とってこい。そういう契約なんだから。早く帰ってきたら、休憩室に叩き戻すぞ」

「あ、ありがとうございます」

　結愛をレジから追い出すように、冴島が入ってきた。レジを一度、休止にしてから自分の職番とパスワードを入力していた。

　彼の背中に向かって、頭を下げてから結愛は休憩室に向かうため、バックヤードに入った。

（冴島課長はやっぱり怖いだけじゃない。優しい面もある）





第二章




『お姉ちゃん、助けて！　大至急、うちに来てっ』

　久しぶりの休日だと朝寝坊を決め込んでいた早朝に妹から不穏なラインが届いた。どういうことかと問う返事をしたのに、「はやく来て」の一点張り。結愛は眠い身体を無理やり起こすと、クローゼットを開けた。カラフルなワンピースがずらっと並んでいる……が、どれも結愛が買ったものではない。妹が買って飽きた服が結愛のクローゼットにおさまっていくのだ。

　衣装ケースの抽斗ひきだしを開けると、古びたジーパンとＴシャツを引き出した。

（結奈の服は着ていけない）

　継母の機嫌を損ねてしまう。大学には行かずに勝手に就職しておいて、お金がないからと妹から服を掠め取っていく最低な姉──と言われ続けている。

　掠め取っているつもりは毛頭ない。部屋着として愛用している中学高校のジャージ姿を見かねて、結奈が着なくなった服を、それこそ勝手にクローゼットに入れていくのだ。世話焼きタイプの妹は、父親にそっくりだ。

　父親もよく「食事はちゃんと食べてるのか？」と出先で買った食材を仕事帰りに届けてくれる。継母と上手くいかずに大学進学を諦め、早々に家を出ていった……と父は思っているらしい。

　できるなら大学に進学したかった。幼稚園の教諭になるのが夢だったから。でも継母の進学を反対する鬼のような形相を見てしまったら、諦める道しか選べなかった。

　ジーパンとＴシャツを着て、ベッドに脱いだジャージを置くと、ユニットバスにある鏡で顔を見つめた。

　黒縁の眼鏡をかけると、棚に置いてある黒ゴムを取って口で咥えた。ストレートの黒髪を手ぐしでささっとポニーテールを作ると、ゴムで結い上げた。眼鏡をはずして、顔を軽く洗うとメンソールのリップをつけた。化粧はしない……というかメイク道具を買う余裕がない。

　眼鏡をかけて、スマホを手にすると「今から家を出るね」と結奈にラインを送った。
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　実家に帰れば、ダイニングで継母と妹が睨み合うように座っていた。珍しく険悪ムードが漂っている。

（一体、なにが……？）

「結奈、朝からどうしたの？」

「お姉ちゃん、聞いてよ。勝手に見合いをセッティングされたんだけど！　良縁だとか言って、あたしまだ大学生なんだけど？　あり得なくない？」

　結奈が席を立つと、結愛の着ているパーカーの裾を掴んできた。

「え？　お見合い？　結奈が？」

（え？　結奈には彼氏がいたはず）

「お父さんの同僚の人で、いい息子さんがいるって。なに、「いい息子さん」って。やだあ、行きたくなぁい」

　甘えた声を出しながら、結奈は抱き着いてきた。十センチ近く背の差がある妹に、耳元で「彼氏のことは黙っててね」と囁かれた。

　同級生の彼氏がいる。たぶん二年か三年は付き合っていたはずだ。

「結奈、社会の厳しさを知らない貴方のために言ってるの」

「そもそも社会に出たことがないんだから、知らなくて当たり前じゃない」

「男が仕切る社会の厳しさなんて知る必要はないのよ」

「いつの時代の話？　今は男女平等だから！　大学卒業したら、院生にでもならない限り働くのが普通でしょ？」

「結奈は男の恐ろしさを知らないから……。女は世の中の荒波に揉まれるより、すでに安定した職についた男性と結婚しておくほうが幸せなのよ？」

「それを言うなら、お姉ちゃんが先に結婚しておくべきじゃない？」

「……え？」

「……はあ？」

　結愛が驚きの声をあげると同時に、継母の顔が醜く歪んだ。

「だって今現在、世の中の荒波に揉まれて苦しんでいるのはお姉ちゃんのほうでしょ？　だったらあたしより先にお姉ちゃんが、安定した職の男性と結婚して幸せを掴むべきじゃないの？」

「結奈、何を言っているの？」

　妹の発言に、結愛は目を大きく見開いた。

（もしかして見合いの矛先を私に向けるために呼んだの？）

　彼氏もいない。彼氏になりそうな男の影もない結愛の現状を知っていて、見合いの話を結愛へと切り替えようとしているのだ。

「お姉ちゃんはちょっと黙ってて。納得できないから！　私に見合いをさせたいなら、まずはお姉ちゃんから。じゃなきゃ、あたしは見合いなんてしない。就職する。お姉ちゃんがお見合いをして、幸せな出会いがあって、結婚して……そういう結果を目にしない限りは納得しないから」

「……結奈、何を言って……だって先方には」

「あたしは行かない！　まずはお姉ちゃんから。今日のお見合いをお断りして、お父さんに恥をかかせるか。お姉ちゃんにあたしのフリをさせてお見合いさせるかしか、道はないから」

　ツンっと結奈がそっぽを向いた。

（ちょ……ちょっと）

「お姉ちゃん、行こう」

　結奈が腕を掴んで、二階への階段を駆けあがっていく。結奈の可愛らしいピンク色の部屋に入るとドアをしっかりと閉めた。

「結奈……あんなこと言って。お継母さんが」

「あたし、間違ったこと言ったつもりないよ？　社会の荒波に揉まれて苦しいのはお姉ちゃんじゃん。服を買うお金もない。実家にだって、こうしてあたしが呼び出さなきゃ絶対に帰ってきてくれないし。大学に行きたかったのに、お母さんのせいで行けなかったの知ってるからね、あたし。お父さんの前の奥さんの子どもだったからって、お母さんはちょっとお姉ちゃんに厳しすぎる」

　返答に困り結愛は「ははは」と乾いた笑いをあげた。『厳しい』というより、『嫌われている』と言ったほうがより正確だろう。

　結奈もはっきりと自分の意思を相手に伝えるタイプだ。羨ましいと思う。納得しない限りは折れないからすごい。

「でね、でね……お姉ちゃんにこれを用意しておいたの！」

　ぱあっと明るい笑みを浮かべた妹が、クローゼットの中からビリジアンのドレスワンピースを出してきた。襟ぐりはレースになっており、胸の下にリボンがついている比較的、丈が短めのスカートだ。

「他に白のストールも用意したから、肌寒いときはこれで調節して」

「えっと……これは……」

（嫌な予感しかしない。これは見合いの準備だろうか？）

「お見合いの準備に決まってるでしょう？」

（やっぱり）

　ハンガーを前に突き出して、結奈が身体に合わせてきて、うっとりとした目になった。

「だって……結奈が行かないなら断るんじゃ……」

「お母さんが断るわけないじゃん。あたしが駄目なら、お姉ちゃんを連れていくに決まってる。穴をあけて、お父さんの顔に泥を塗るくらいなら、お姉ちゃんをあたしの代わりにして連れて行くほうを選ぶに決まってる。プライドの塊だよ、あの人……」

（そうだとしても……日を改める可能性もあるし）

「やっぱりさ、ベロア生地は高級に見えるよねえ。お姉ちゃんは緑色が似合うよ」

　結奈は結愛を着せ替え人形のごとくコーディネイトするのが好きだ。もともと彼女はおしゃれをするのが好きで、仕事はアパレル系に進みたいと話している。だからこそ、見合いをして結婚まっしぐらな生活は、全力で拒否をしたいのだろう。

　流行りやおしゃれに疎い結愛は、結奈のいいオモチャだ。服を着て、メイクして……と好き勝手に弄られる。楽しそうにやってくれる彼女の笑顔を見ると、何も言えなくなるし、仕上がりが素晴らしいからやってもらいたいと思う心もある。

　コンコンと部屋のドアが鳴ると、継母の少しばかり焦りの滲む声が聞こえてきた。

「ねえ、結奈……少し考えてみてよ」

「いやよ」

「結愛の恰好を見たでしょ？　あれでは見合いには行けないから」

「行けるから。あたしに任せて。三十分、時間を頂戴！」

　ほらね、と言わんばかりの表情をして、結奈が見てきた。

「お姉ちゃん、しっかりと幸せを掴んできて！」

（どう……だろう？　相手の意思もあるし……）

　結愛は笑顔が引きつった。一度も付き合ったことがない自分が、たった一回のお見合いで運命の男性に会えるとは思えなかった。

「結奈……これって計画的に？」

「うん、当たり前じゃない。いきなり親が『今日はお見合いよ』なんて言うわけないでしょ？　前々から知っていたから、準備万端で用意しておいたの。お姉ちゃんのを……。これで男を転がして、貧乏を脱出してよね」

　ほら、着替えて……とワンピースを渡される。受け取った結愛は、今一度ワンピースのシルエットを眺めた。

「これ、胸元が開きすぎじゃない？　レースでなんとなく誤魔化されているようにも見えるけど。谷間が……」

「見合いなんだから、普通でしょ？」

「ええ？　普通って？」

「お姉ちゃんのおしとやかさと、このワンピースからチラ見えする谷間で、相手の男なんてコロっていくから。あとは適当に『恰好いい』と『すごい』を連呼しておけば平気！」

（……そうだろうか？）

　そううまくいくとは思えない。世の中は厳しいし、甘くない。谷間を見せて、人生の伴侶ができるなら……結愛だって三十歳になる前に結婚できていたはず。

　今日のお見合いは父親の顔に泥を塗らないためのもの……期待は禁物。結奈の手によって、着実に綺麗にしてもらっている自分に膨らむ期待を、結愛は抑え込んだ──。
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（……見えない）

　眼鏡を取られてしまった結愛はすべての世界が霞んで見えた。白くモヤがかかっているような感じだ。眼鏡がないほうが、より結奈っぽく見える……とか。

　継母の強い希望により、結愛が結奈のフリをして見合いに参加するために、できるだけ普段の結奈に近いメイクに仕上げてもらった。

　ホテルの中華レストランの個室で、母と二人きりで座っている。結愛は緊張で心拍数が跳ね上がっていた。手汗もひどい。

「絶対に結奈じゃないとバレないでよ。見合いが終わったら、すぐにお断りのお電話を入れますから！　いい？」

「……はい」

「ちゃんとわかっているの？」

「大丈夫です」

　結愛は下を向いたまま、返答をした。もし自分にとっていい出会いがあったとしても……今日のこの見合いは駄目になる。結奈として見合いをしている以上、絶対に相手の男性には断りを入れる、と継母が決めてしまっている。

　もしかしたらいい出会いがあるかもしれないと、高揚した気持ちは捨てなければならない。何がなんでもこのお見合いは、破談になるのだから。

「申し訳ありません。少し遅れてしまいました」

　どこかで聞いたことのあるような低い声がした。男の人はみんな似たような低い声なのだろう、と結愛は思うとさらに身を縮めて、身体をこわばらせた。

　眼鏡をしてなくて良かったのかもしれない。はっきりと相手の男性の顔が見えてしまっていたら、お見合いが駄目になるのが嫌になっていたかもしれないから。

「いいえ。大丈夫ですのよ。私たちも来たばかりですから」

（もう三十分も前からここにいたのに）

　さも待っていません、と言わんばかりに継母は嘘を吐く。テーブルにある水の入ったグラスを見れば、長時間いたことなどすぐにわかってしまうのに。水滴のついた手をつけていないグラスは、テーブルクロスをじんわりと濡らしている。

　結愛の対面に、二人の人間が座る気配を感じた。

「この度は急でしたのに……娘のためにお見合いを受けていただきありがとうございます」

「いえ。急になったのはこちらの都合ですから。仕事の関係で今日しか予定が空いてなかったので」

「お仕事、お忙しいのでしょう？　お若いのに……素晴らしいことだわ」

　継母と見合い相手らしき男性との会話が淡々と続いていく。

（やっぱり聞き覚えのある声な気がする）

　そう思ってみても、顔をあげる勇気が結愛にはない。下手に顔をあげて、目でも合った日には、何をどうしたらいいのかわからなくなりそうだ。

「改めまして。冴島奏太です」

（……ん？）

　今しがた耳に入ってきた名前と声が、脳内でリピートされると反射的に顔が上がった。相手の男性と目が合うなり、結愛は視線を彷徨わせながらすぐに下を向いた。

（この声……名前……冴島課長だ！）

　目の前には冴島が座っている。継母の前には、落ち着いた雰囲気の男性がにっこりと笑っているのが見えた。

「や……やま、ざき……ゆ、なです」

　声が非常に震えた。妹の名前を名乗らないといけないのと同時に、絶対に冴島に知られてはいけないと思うのとで妙な緊張に支配された。

「あら、この子ったら。あまりに恰好いい人だからって緊張してるのかしら」

　おほほほ、と継母がわざとらしい笑い声をあげながら、結愛の足をヒールで踏んできた。

（いたっ）

　心の中で声にしてはいけない悲鳴をあげて、痛みを堪えながら身体を丸めた。

「写真でお互いの顔を見ていたとしても、初対面ですから。緊張もすると思いますよ」

「まあ、温かいお言葉を。なんて出来た男性なのでしょう。良かったわね、結奈」

「……は、はい」

（冴島課長とお見合い……でも、断らなきゃ……なんだ）

　霞んでしか見えないが、彼はスーツに身を包んでいて恰好良かった。仕事のときとは違う雰囲気で、ますます魅力的だった──が、断らなくてはいけないお見合いなのだと思うと、心が重くなった。

　片思いをしている相手を騙し、さらにはお付き合いできません、と今夜にでも断るとわかっている。冴島は、結愛が騙しているとも知らないで今夜には見合いが駄目になってしまうのだ。

（騙したくないのに）

「どこかで会ったこと……ありますか？　見たことがある気がするのですが」

「……いえ、よくある顔なので」

（昨日も会ってました！　仕事で……）

　冴島の言葉に、結愛はビクついてしまう。バレてしまうのではないかと、どっと汗が吹き出した。

「世界には似た人間が七人いると申しますから」

　と、継母が優雅な笑みを浮かべつつ、また結愛の足をヒールで踏んだ。

　どうにかしなさい、と言いたいのだろう。ヒールの踵でぐりぐりと足の甲に当てられた箇所から継母の感情が流れてくるような気がした。

「お……お仕事は、なにを？」

「イトオン浦賀店に勤めています」

「……なら、姉がそこの三階で働いています。顔が似ているので、見たような気がするのはそのせいかもしれません」

　継母の表情が一気に暗くなり、『え？　教師じゃないの？』と相手に聞こえない程度の小さな声ではあるが、心の声が漏れ出ていた。

　もしかして聞こえてしまったかも……と、恐る恐る顔をあげてみれば、「三階？　山崎？」と首を傾けている彼がいた。

　どうやら継母の声は届いていないようで安心したが、同時に覚えられていないのだと判明し、胸が痛くなった。

（たくさん……従業員いるし……仕方ないの、かな）
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　冴島が教師じゃないとわかった途端に気分が削がれたのか……継母は相手にもわかるように素っ気ない態度になった。うまくやれば、まだ結奈と──と期待している部分があったのかもしれないが、彼女が興味あるのは『教師』であることのようだ。結愛の父親も教師だし、継母もかつて教師をしていた。

　食事を終えて、冴島の父親の計らいで、二人でホテルの庭園を歩くことになった。チャペルで誓いを終えた二人が写真撮影で使うであろう大きな鐘の近くで冴島は足を止め、あからさまに重苦しいため息を吐き出した。

「あんたのお母さんはどうやら、教師がお望みだったらしいな？」

　スーツのポケットに手を突っ込み、低くて感情の感じられない声で、さらに軽蔑のまなざしを結愛に向けていた。食事中に見せていた優しい口調が一転、まるで仕事中に誰かを怒っているときのようなトーンと同じになった。

「あ……父が教師、だからですかねえ」

　たぶん、教師も好きだが……一番は相手が公務員であるのが重要なのだろうと思う。結奈には安定した職の男性を、と継母は思っているはずだから。

　きちんと定期的に給料が入ってくる職業が、継母が選ぶ娘の旦那の第一条件だ。

　かっちりとワックスで整えられた髪を、ぐしゃっと掻きむしった冴島が「で？」と面倒くさそうに腰に手を当てた。

「いつまで俺は、あんたを妹だと勘違いしている馬鹿な男を演じていればいい？」

（え？　バレてる？）

　結愛は目を大きく見開いた。

「どうなの？　手芸店の山崎結愛さん」

「あ……えっと、あのぉ……できれば、最後まで勘違いしていていただけると、大変ありがたいのですが……」

「無理だな」

　自分の顔に影ができた……と思ったら、冴島の顔が降りてきた。チュッとリップ音がすると、眼前に、にやりとあくどい笑みを浮かべている彼の顔が視界いっぱいに広がっていた。

「え……キス……？」

（なんで？）

「三十歳が二十歳の大学生を演じる時点でバレるだろ。メイクで隠しても、肌の質が違う」

「……で、ですよねえ」

（さすが、モテる男は見ているところが違う）

　今までたくさんの女性の肌を見てきているのだろう。

「母親の失言と身分を偽った落とし前をつけてもらおうか？」

「失言……ですか？」

「『教師じゃないの？』って言ったろ？」

「あ、やっぱり、聞こえ……て？」

「聞こえるだろ。あんなでかい声で。空気を読んで、聞こえないふりをしてやったんだよ」

「ありがとうございます」

「別に礼を言ってもらいたくてやったわけじゃない」

　少しの間が空いて、冴島の表情が少し和らいだように見えた。さらにぐっと互いのスペースを詰めると、「落とし前は？」と耳元で囁かれた。

「あ……謝ればいいですか？」

「……馬鹿か？」

（謝って済むなら、こんなに詰め寄られてないよね。でも、どうしたらいいのか……わからない）

「どうしましょう？」

　目尻を下げて冴島を見上げた。思った以上に、彼の顔は近い。

　心臓の心拍が今までにないくらい速いリズムを刻んでいる。異性とこんな間近で話した経験なんて結愛にはない。視線は宙を彷徨い、身体中から変な汗が噴き出すのを感じた。

「その言葉って、こういう状況で一番、言っちゃいけない言葉だって知ってた？」

「……え？」

「悪いやつにすぐに騙されそうだな」

　フッと笑われて、結愛の頭に冴島の大きな手の平がのった。

「まあ……いいけど。俺的にはありがたい状況だし。そうやって困った顔で見上げられて、意見を求められるのは嫌いじゃない。あんたのお母さんは、さっきからこっちをジッと睨むように見てて、正直、この状況は窮屈だ。そろそろ打破したい」

「打破、とは？」

「できればＷＩＮ・ＷＩＮで終われば最高だが……もしかしたら山崎さんのほうが少しばかり妥協する部分があるかもしれない」

「だから、どういうことでしょうか？」

「俺はもう二度とこんなクソつまらない見合いなんてしたくない」

「面白いお見合いがしたいと？」

「違う……てか、面白い見合いってなんだよ。見合い自体がクソ面白くねえの。母親の顔を潰さないでくれっていう親父の言葉があったから来ただけ。追い打ちをかけるように『教師じゃないの？』発言。マジでキレそうだった……。しかも山崎さんが妹のふりをしてここにいるっていうのは、妹がドタキャンしたってことだろ？　興味がねえ見合いだったとしても、当の本人が来ねえってのは腹が立つ」

「……すみません。いろいろ事情がありまして」

「事情ねえ」

「はい。妹は大学生で、就きたい仕事もあるし彼氏もいて……だからお継母さんの言う社会の荒波に揉まれる前に結婚して主婦になるっていう人生が嫌で……」

「ちょっと待て」

「なんでしょう？」

　冴島の眉間に皺が寄った。先ほどより少し距離をあけて立つ彼は首をかしげて、腕を組んだ。

「じゃあ、お前はなんだ？」

「はい？」

「あんたのお母さんの言う社会の荒波に揉まれまくってるんじゃないのか？　まだ未婚だろ？　それとも結婚生活の経験ありってこと？」

「ええっ？　違います！　私はまだ誰とも付き合ったことはありません！」

「妹だけが見合い？　なんで？」

「私とお継母さんは血が繋がってないから。父が再婚して──。今回のお見合いは、妹がセッティング……というか、身を引いてくれたっていうか」

「ふうん。よくできた妹だな」

「すっごくいい子なんです。可愛いし、センスあるし、頭も良くて！」

「はいはい」

　興味なさそうに返事をした冴島の視線がちらっと動いた。ホテルの建物内にいる結愛の継母に視線を向けたようだ。

「じゃあ、俺から一つ提案していい？　正式に付き合ってほしい」

（……えっ？　付き合う？）

　結愛の頭が真っ白になった。

　好きな人から言われたから……嬉しい。でも継母との約束もある手前、唾をごくっと飲んだきり、結愛は言葉が何も出てこなくなった。

　嬉しいのに、喜んではいけない。「はい」と言いたいのに、言ってはいけない。継母と約束をしている。今夜、お見合いのお断りの電話を入れる……と。

「あの……、ごめんなさい。できま、せん」

　喉の奥に何かが詰まったかのように、言葉が滑らかに出てこない。言いたくないことを言うとき、喉に何かが詰まるようになるのだと知った。

　腕を強く掴まれて、引き寄せられた。またお互いの距離が縮まって彼の顔が間近に迫ってきた。

「手荒な真似はしたくないんだが……どうしてできないんだ？」

「継は母はに言われているんです」

「何を？」

「あの……察していただけると。ありがたいんですが」

「俺がそういうのが嫌いだって知ってるはずだが？」

「そう、ですけど。言いにくいことってあるじゃないですか！」

「言えよ」

　顎をぐいっと掴まれると、結愛は口づけをされた。唇を噛まれてから、吸い上げられる。吐息が漏れ、薄い唇が開くと遠慮なく、冴島の熱く甘い熱が入ってきた。歯列を舐めてから、口腔に舌が滑り込んでくる。

（なに、これ……熱い）

　身体の奥からジンジンと結愛には表現しがたい熱が湧き上がってくるのがわかった。冴島のスーツの袖にそっと手を添えると、二の腕を掴んだ。

　頭の中から、何かがトロリと溶けていくようだ。口の中にある熱に翻弄されて、何も考えられなくなる。
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「で、何で駄目なんだ？」

「継母が……見合いを断るって……だから、あっ、んっ」

　ようやく唇が離れたのに、後頭部に冴島の手が回ると、今度は耳朶を甘噛みされる。ぴちゃっと水音がダイレクトに聞こえてきて、恥ずかしさがこみ上げてくる。

「断る？　俺との……見合いを？」

「……はい。だって私は……結奈じゃないから」

「知ってる。結愛となら付き合っていいんだろ？」

　低くて甘い色気のある声が耳に直接入ってくる。

「継母は完璧に騙せていると思っているし、できればそのまま……」

「騙し通せたと思わせておきたい、と」

　はい、と小さく頷いた結愛は、甘噛みを終えて真っすぐに身体を起こした冴島を見つめた。

「自分よりも妹の幸せばかりを願う母親なのに？」

「そりゃ……寂しいって思うときもありましたが、私はもう三十歳ですから」

「三十歳だから、なに？」

「お……大人ですっ！」

「へえ」

　流し目で結愛を見て、フンと鼻を鳴らされた。まるで小馬鹿にされた気分だ。

「断るつもりでいるなら……今のこの時点でアウトだろ？」

「どう、して？」

「俺は二回、結愛にキスをした。二回とも君のお母さんは見ている。俺のキスを受け入れた君を、ね。嫌がらずに、抵抗もしないで。二回目なんて濃厚だった。噂が立ったらどうする？　君の妹は見合い相手とすぐにキスするのに、断る女だって」

「ちょ……！　それはずるいです」

「だから言っただろ？　手荒な真似はしたくないって」

「妹の悪い噂を流すのは許せません」

「……と、からかうのもここまでにしておくか」

　脳内で冴島の言葉をもう一度リピートさせてから、目を大きく開けて「はい？」と間抜けな声を結愛はあげた。

「妹のドタキャン、母親のプライド……で、断れずに見合いをしていたとしても、結愛も結局は相手の男を騙そうとしていたんだって思ったら、ちょっとイラっとしたから。妹の厚意をうまく利用して、母を裏切る気で俺の前に立っているのならまた……違ったかも、な」

　どうなんだ？　と言わんばかりに片眉を引き上げて、結愛を見つめてきた。

「すみません。そう……なったら、いいな程度は思ってました……が、期待はしていませんでした」

「どうして期待しない？　可能性がゼロじゃない限り、期待はするべきじゃないか？」

「期待して駄目だったらって思うと、期待はしたくない、です」

「もったいないな、その考え方」

「『もったいない』？　なぜ？　期待した分、思った通りにいかなかったときの自分の支え方がわかりません。心はあまり折りたくない」

「思った通りにいかないのは普通だろ。期待した通りの答えがくるほうが、滅多にない」

「冴島課長はメンタルが強いからそう言えるんです」

「気の持ちようだと思うが？　まあ、いいさ。落とし前の落としどころを決めようか？　俺の要望としては、散歩しているうちにお互いに気が合い、結婚を前提に付き合いたいと思っている……ということにしてもらいたい」

「えっ？　結婚を前提に？」

「嫌なら、フリだけでいい。とりあえず俺は、もう見合いなんてこりごりなんだ。親にいちいち干渉されたくねえから、付き合っていると思わせていたい。だから……先にお互いの親たちには帰ってもらおう。監視されてるのは居心地が悪い」

「帰って……ってそう簡単に帰るとは……」

「まあ、見てろって」

　冴島の手が結愛の腰に回ると、にやりと勝ち誇ったような自信に満ちた笑みを浮かべた。ただでさえイケメンな顔立ちなのに、より恰好良さが際立つ笑顔だった。キラキラと輝いて見えてしまうのは、好きだからってだけじゃないと思う。

　唇が近づいてきたと思ったら、上唇を吸い上げられた。

（あ……また……キス）

　チュクっと音がすると、舌が結愛の中を犯してきた。今までの人生で三度目のキスは最初から濃厚で、熱烈な欲望をぶつけられる。初めてキスを経験してから大して時間もあけずに行われる、海外ドラマで見るような熱い重なりに、結愛は腰が抜けて足から崩れ落ちそうになった。

　ぐっと冴島の腕に力が入って、その場に座り込みそうになる結愛を支えてくれた。

「さあ、行こうか」

「こんな……状態で」

（足に力が……）

「『こんな状態』だから行くんだ。見せつけてやらないと意味がないだろ」

　冴島は結愛の手を握りしめると、ホテルの建物に向かって歩き出した──。
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「どういうこと？　話が違うじゃないの！」

　ちょっといいかしら、と冴島の腕の中から、結愛が引き摺り出されて、継母にホテルの隅の壁際に追い詰められた。

　鬼のような形相で、睨みつけてくる。家で話していたとおりに事が運ばずに苛ついているのがわかる。

　継母の逆鱗にこれ以上、触れないように話したいのだが……うまく説明できそうにない。感情的になっている彼女に、今まで何を言っても怒りの炎に油を注ぐだけだった。今日もきっと同じだろう。

　結愛の言葉は全て、継母からしたらよく燃える油なのだ。

「えっと……その、庭で散歩している間に、親しくなり、ました」

「だから！　言ってあったでしょう！　この見合いに意味はないの。そもそも結奈じゃないんだから──それともなに？　結奈の代わりがお見合いして、結婚相手でも探そうと思ったの？　卑しい女ね。母親そっくりよ、あなた！」

「ちがっ……」

　慌てて結愛は首を振った。

　違う。『もしかしたら』という期待が全くなかったわけじゃないが、最初から伴侶となる男性を捕まえるんだという気持ちでお見合いに臨んだわけじゃない。

「結奈のフリをしてここにいるってわかっているの？　貴方の考えなしの行動で結奈が汚されたのよ。お見合いの席でキスをするってどんだけ淫乱なわけ？」

「……そんな、つもりは」

「キスは俺からしたので、彼女には全く非がないですよ、お義母さん。妹の結奈さんの代わりにお見合いに参加したと結愛から聞き、謝ってくれました。妹の急なドタキャン、母親のプライドのために振り回された側の結愛が頭を下げるってどうなんでしょうかね？　謝るべき人間は、さらに結愛を責めてる。俺からしたら、あんたがしている行為にこそ腸が煮えくり返るが？」

　冴島が結愛と継母の間に入ると、ひどく冷たく憎しみがこもった瞳で継母を捉えて、薄く軽蔑の笑いを浮かべた。整った端正な顔立ちの中の賢さを物語る切れ長の目が、刃の切っ先のように鋭く光っている。

　恰好いいからこその迫力のある表情で睨まれた継母は、身体を震え上がらせていた。一歩後ろにさがって、壁に背中をぶつけていた。

「私はただ……お約束をしていたから。主人の顔に泥を塗るわけにもいかないから」

「で？　相手側への礼儀を無視して、騙したと言いたいわけ？」

「別にそんなつもりは。だって……ほら、結果、あんたたちは……」

「まるでいいことしたみたいに言うが──。騙そうとした事実は棚にあげて、謝る気はない、ということでいいんだな？」

　冴島の手が伸びて、バンっと壁に手をつけた。継母はビクッと肩を跳ね上がらせると、目を強くつぶった。

（いつもよりも……キレ具合いが怖い気がする）

「教師でもないくせに。偉そうに」

　ぼそっと継母が悪態をつくと、ぷいっと顔を背けた。

「あんたの本性が見えたな。そんなに教師が偉いと？　馬鹿馬鹿しい。俺は教師の免許は持っている、があえて教師にはならなかった。あんたの旦那がどういう生活しているか知らないが、プライベートまで仕事にしたくないからな。結愛、行くぞ」

「え？　あ……はい」

　手首を掴まれて冴島に引っ張られた。

「……ったく。胸糞が悪い」

　彼がムスッと不機嫌な言葉を吐き出した。冴島と歩調が合わずに、転びそうになりながらも結愛は「ごめんなさい」と謝った。

「なんで謝るの？」

「だって。気分が悪いって言うから。悪くしたのは私たちだから」

「『たち』？　違うだろ。あの人だけ。旦那にだけ、いい顔をしたいっていう結果がコレだ。旦那以外の人間全てを傷つけたんだ。だから結愛が謝ることじゃない」

　優しい笑みを見せてくれる冴島が足を止めると、結愛の頭を撫でた。大きい手の平は温かくて、心が落ち着いていくのを感じられた。

「まったく。相変わらず喧嘩っ早い。相手の親に喧嘩を売る馬鹿がいるか？　誰に似たんだか」

　先ほど冴島の隣にいた男性──彼の父が追い付いてきた。困ったような顔をしながらも、その雰囲気は明るい。

「親父に似た。親父と違って、手は出してない」

「出てただろ！　殴ってないだけで、壁を叩いていた。はあ、もう……仕方ないから、母さんには俺から説明しておく」

「サンキュ。俺はまだ彼女と一緒に居たいから。先に帰ってて」

「すぐにキレる子だが、好きな子にはとことん甘いから。大丈夫だよ？」

　冴島の父が、ふんわりした笑みで結愛を見てきた。

（好きな子には……甘い？）

「……っ！　そういうのいらねえから！　さっさと帰れよ、親父」

　慌てる彼を見上げれば、顔がにわかに赤い気がした。

（動揺している？）

　普段の冴島らしからぬ姿だった。いつも堂々と仕事をして、自信に満ち溢れている彼とは違う一面を見られて、結愛は嬉しくなった。
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『おい！　結愛、飲み過ぎだ。これ以上は……』

『冴島課長、これ……ジュースみたいに美味しいですね。こんなオシャレなところで、可愛いお酒を飲んだのは初めてです』

『わかったから……もう、飲むなよ』

『美味しいのに、駄目なんですか？』

『……くっ。あと一杯だけ、な』

　そんな会話をしていたのは覚えている。ホテルの最上階にあるバーで酒を嗜んだ。安売りしている缶のカクテルとは大違いで、まろやかで美味しい。喉を通り過ぎていくアルコールがあっさりしていて、何杯でもいける。

　もっと飲みたいのに、冴島に何度も終わりにしろ、と止められた。ふわふわして良い気分なのに、どうして止めるのだろうか？

「ちゃんと……歩け、馬鹿っ！」

「ヒールが……慣れないものを履いちゃダメですねえ。脱いじゃいましょう」

「あ、おい！」

　結愛はホテルのふかふかの絨毯にヒールが引っ掛かって歩きづらかった。足首のストラップを外すと、裸足で歩き出す。

　絨毯の柔らかい感触が優しい。

「結愛、足の甲にある痣はなに？」

「ああ、これですかあ？　継母に踏まれた痕です。見合いの最中に何度か踏まれて、痛かったなあとは思ったんですけど、痣になってますねえ」

「はあ？　いつ？」

「最初の中華のお店で。私の返答が下手だったみたいです。あ、でも課長が『教師』ではなくてイトオンの社員だって継母が知ってからは踏まれてませんよ」

「そういう問題じゃねえだろ……てか、そこに座ってろ。動くなよ、いいな！」

　ホテルのロビーにある豪華な革のソファに座らされた結愛は、冴島に念を押された。足元には脱いで放置してきたヒールが、そっと置かれる。

「大丈夫ですよお。動けませんから」

「はあ──、部屋をとってくるから」

「え？　私、帰れますよ？」

「どの口が言ってんだよ！　まともに一人で歩けねえくせに。俺も酒を飲んだから、家まで送れねえんだよ」

「歩いて帰れますからあ」

「裸足女がどうやって帰るんだよ。ったく。大人しくしてろ」

（ええ？　一人でも帰れるのにぃ）

　今はとてもいい気分なのだ。雲の上にいるみたいで、心地が良い。お酒が美味しいと初めてわかった。今まで飲んでもあまりよくわからなかったから。

（冴島課長は心配性だなあ）

　フロントで部屋をとろうとしている彼の大きな背中を眺めながら、結愛はふふっと一人で笑みを浮かべた。

　仕事をしているときの冴島とは違う。仕事中の彼は無表情で周りをよく見ていて、完璧に仕事をこなしていく。お客様には丁寧に接して、優しい口調で対応して。従業員には厳しくも愛のある対応をする。今の冴島は、結愛の一挙手一投足におろおろして悪態をついてもなお、手放さずに面倒を見てくれている。

「ほら、部屋をとったからいくぞ」

「酔っぱらってすみませぇん」

「……わかってんなら、立て。一人で歩け！」

「はあい」

　と、結愛はスッと立ったはいいものの、膝に力が入らずにぐちゃっとその場に座り込んだ。

（おかしいな。一人で歩けるはずなのに……）

　まったくもって一人で歩けそうにない。絨毯に腰抜け状態で座っている結愛は、両手をついて立ち上がる姿勢を作ってみても力が入らず、座ったままを維持し続けていた。

「……で？　どうすんだ？」

「ひ、一人で歩けそうにありません」

「だろうな」

「手伝ってもらってもいいですか？」

「一つ約束をしろ。俺のいないところで、酒を飲むな」

「はい、飲みません」

　よし、とホッとした笑みを浮かべた冴島が手を差し伸べてきた。結愛は手をとると、「よいっしょ」と言いながら立ち上がった。スッと彼の手が腰に回ると、腕の中におさまった。そのままエレベータホールに向かって二人で歩き出す。

　温かい体温が感じられると、途端に顔が上気し始めた。

「これで冴島課長はお見合いから解放されましたかね？」

「さあな。結愛が恋人になってくれれば、完全に解放されるけど」

「……まさかあ。課長が私と付き合うわけないじゃないですかあ。またまた、課長、酔ってるでしょう？」

「酔ってんのは結愛だろうが」

「イトオン社内でこーんな高い位置にいるエリートでイケメンな冴島課長と、世の中の底辺で必死にもがいてどうにか毎日を生きている私が付き合えるわけないでしょう。酔っぱらっている課長は面白いことを言いますねえ」

「だから。酔っぱらってるのは結愛だっての」

　上の階へのボタンを押すと、チンっと音が鳴ってエレベータの扉が開いた。
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「わあ。高級ホテルの、高級ベッドだあ。課長、知ってます？　私……家族旅行したことないんですよ？　だからホテルに泊まったことがないんです。ありがとうございます、課長」

「知るかよ！　ってもう寝てやがる」

　ベッドにダイビングした結愛が、うつ伏せのまま、スヤスヤと寝息を立て始めた。

（この酔っ払いが！）

　心の中で悪態をつきつつも、奏太の顔は嬉しくて緩んでしまう。この状況は、美味い以外のなにものでもないのだが……爆睡をキメられたら何もできない。

「ってか、足を広げて寝るな！　布団をかけろよ、頼むから」

　奏太はスーツの上着を脱ぐと、彼女の太腿あたりに掛けた。そうでもしないと、襲ってしまいそうで自分自身が怖い。男の下半身とは恐ろしいものだ。

　好きな女が無防備に寝ていると思うだけで、理性で必死に抑えている本能があっという間に目覚めてしまうのだから。酔っぱらっていようが、爆睡をキメていようが……関係なく勃起はする。

「ホテルに初めて泊まるって……俺が知るかっての」

　ベッドの端に腰をかけると、結愛の黒い髪に触れた。規則正しく上下する背中を目にするだけで愛おしくてたまらない。

（契約書に書いておけ！）

　結愛の従業員ファイルなら穴のあくほど見ている。履歴書から、業務成績から何から何まで把握済みだ。未婚であるのは知っていた。彼氏の有無までは知らなかった、が……どうやらいなさそうだ。

「見合いの席に結愛がいたのは驚いたが」

　結果、良かった。相手が結愛で。

　でなければ、食事だけ適当にしてさっさと帰るつもりだった。どうせ最初から付き合う気もなかったし、時間の無駄だったから。家に帰って、さっさと自分の時間を楽しみたい──と、思っていた。

　ずっと想いを寄せていた女性が、目の前にいて……。どうしても手放したくなかった。

「だからって、アレはないだろう、アレは……」

　己の行動に思わず突っ込みを入れてしまう。

　クソ面白くないから見合いはしたくない、だから付き合え……という恰好のつかない縛り方。それをなんとなく受け入れてしまう結愛がまた可愛くてたまらない自分がいるのに呆れる。

　親を欺くための仮交際なんて、長くは続かない。早ければ今回限りでおしまいだ。なんとなく奏太が引き延ばせば、結愛は気づかずに騙されて付き合ってくれるだろう。そんな曖昧でいつ壊れてもいい関係なんて嫌だ。ちゃんと結愛の心を、縛っておきたい。

　他の男に目がいかないように。奏太だけを見てもらうために──。

「好きだ、結愛……だから、俺だけを見て」





　　　　　◇◇◇






『好きだ、結愛……だから、俺だけを見て』

　都合のいい幸せ過ぎる夢を見ていた気がする。ふわふわして、温かくて、好きな人に好きと言われる夢。

　まだ眠っていたい重い瞼を開けると、薄暗い室内が目に入る。広いベッド……シーツがパリッとしていて手の平で撫でると冷たかった。

（え？　ここどこ？　私のモフモフシーツじゃない！）

　うつ伏せで寝ている身体を両手で押し上げると、顔を上げた。きょろきょろと周りを見回すと大きな窓が見える。窓の近くの一人掛け用の椅子に冴島が座って寝ているようだった。

「えっと……どうしたんだっけ、かな？」

　結愛は独り言を零して、こめかみを掻いた。

　冴島と飲んでカクテルがジュースみたいに甘くて美味しかったのは覚えている。飲んでも酔わないのは、高級な店で飲んでいるからだ……と思って、調子にのって何杯か飲んだ気がする……が。記憶が曖昧な点を加味しても、何杯かという可愛らしい表現の量ではなかったのだろうと考察できる。

　ところどころで思い出せるのは、冴島に絡み、迷惑をかけたことばかり。さあっと血の気が引いていく。

（女として痛いことしかしていないような……）

　さらには部屋までとって、広いベッドで寝かせてもらったとは最低の極みなのではないかと冷や汗が噴き出した。ばさっと結愛の上にかかっていたものが落ちる音がして、足元に目を向けると、冴島のスーツの上着がくしゃっと丸まっていた。

「……結愛？　起きた？」

「え、あ……はい。すみません、冴島課長……！」

　ベッドに正座をした結愛は、ベッドの羽毛布団に額をつけて謝った。

「その調子なら、アルコールは抜けたな」

「その節はほんとにご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「大人しいと思っていた結愛に襲われるとは」

「……えっ？　まさか、そんなこと……」

（処女の私ができるわけがない！）

　いや、酔った勢いで自分がやらかしてしまったかもしれない。完全否定はできないが……男を襲う知識のない結愛が成功するとは思えない。

　顔をあげて、足元に丸まっている冴島の上着を手に取ると、綺麗とまではいかないが、軽く畳んだ。

「冗談だ。部屋に入るなり、高級ベッドだと嬉しそうにダイビングして、即寝してた」

　くくくっと喉奥で笑った冴島が、立ち上がった。ベッドの脇にあるライトをつけると、結愛の顔を覗き込んできた。

「課長、何時だかわかりますか？」

「ん？　今は深夜一時過ぎだ」

　腕時計を確認して教えてくれる。

（夜中……？　寝すぎだから、私！）

「すみません。課長の貴重なお休みを……無駄にしてしまって」

　しゅんっと身を縮めると結愛は頭をがくっと落とした。

「無駄にしない方法もまだあ……」

「あっ！　お金。支払います。バーとホテル代を私に払わせてください」

「いらない」

「駄目です。そもそも私が酔いすぎたのがいけないんですから。酔ってなければ、無駄な出費がなかったんですし」

「別に、無駄とは思ってない」

「ああっ！」

「今度はなに？」

　ベッドの端に腰をかけた冴島が、呆れた声をあげた。

「お金、持ってません、私……。食事してすぐに帰るんだとばっかり思っていて、実家に全て置いてきてしまって。だからって大金がお財布の中に入ってるわけでもないですが……どうしましょう？」

「『どうしましょう』って、さっきから俺は金はいらねえって言ってるだろ」

「お金の切れ目が縁の切れ目です」

「……？　使い方違くね？　まあ、いいけど。結愛に金がなくても、縁は切れない。切るつもりもねえし。証明してやろうか？　繋がりをより強くしてやる」

　結愛が小首を傾げて「……ん？」と呟くと、冴島の手が正座している太腿に触れた。スッとスカートの下に潜り込んできた手は、奥へと侵入していく。

「ちょ……、え？　なんで？」

「よく言うだろ？　お金がないなら身体で払えって。だから、頂くよ、結愛の身体を──」
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「……あ、ゆあ……結愛？」

　優しく呼ばれる声で瞼をゆっくりと持ち上げた。

（温かい……こんなに優しい声で名前を呼ばれるなんて、いつぶりだろうか？）

　大きな手で頬を包み込まれている。チュっと音がしたと思うなり、唇を強く吸い上げられていると気づいて驚いた。

　薄い唇に舌を割り入れられると、茶葉の甘い香りがした。

「ん……あ、あま、い？」

「さっきアイスティーを飲んだからかな。コーヒーよりも紅茶のほうがカフェインが強いって聞いたことがあって、自販機で買ってきた」

　唇を名残惜しそうに離した冴島が、額に軽いキスを落とした。

「アイスティー……。外が明るくなってる。もう、朝？」

「七時過ぎたところ。結愛は十二時出勤だからゆっくり寝かせてやりたいんだが、俺が早出なんだ。もうチェックアウトして、結愛を家まで送りたいから起きてくれないか？」

　ごめんな、と冴島に優しく微笑まれると、結愛は身体を起こした。彼はもうワイシャツとスーツのズボンを着ていた。手にはネクタイを持っていて、話しながら首にかけて結び始めていた。

（朝方まで起きてたのに……寝てしまって）

　寝た……というよりは、気を失ってしまったに近いかもしれない。初めてセックスを知ったばかりの結愛の身体を、冴島は激しく求めてきた。

（ゴムがないからと、何度も身体にかけられて……）

　ハッと布団に隠れている自分の身体を見やった。

「あれ？　綺麗……になってる」

「軽く拭いといたよ。家に帰ったらシャワー浴びろよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

「俺が勝手に出したんだから、気にするなよ」

　恥ずかしそうに冴島が苦笑していた。

　結愛はベッドから足を出すと床に落ちているワンピースに手を伸ばした。腰と股に違和感があって、動きがぎこちなくなってしまう。痛いというよりも中に何かがいる感じだ。

「辛そうだな。悪い。初めての子に、立て続けに四回も……」

「『子』ってわけでもないので……それに冴島課長より私は年上ですから」

「なら次はもっと求めていいと？」

「え？　そういうわけではなくて」

「どういうわけ？」

「……ん？　あれ？　私たちに次はあるんですか？」

「俺は欲しいけど、結愛はいらないの？」

「えっと……ええ？　難しい質問はやめてください」

　結愛は顔を真っ赤にすると、ワンピースを着たまま、布団の中に顔を隠した。

（私も冴島課長が欲しいと言ったら……ハシタナイかな）

「また布団に戻って。結愛、起きろって」

　クスクスと笑いながら入ってきた冴島が、布団ごと結愛をぎゅっと抱きしめた。顔の部分だけ布団の中から出ると、彼の口づけが降ってくる。甘く濃厚なキスに、結愛の熱い吐息が漏れた。

（ずるい……こんなキス、また……シたくなる）

　頬が火照り、頭がぼーっとしてくると、唇が離れていった。もっと甘い接吻が欲しくて、強ね請だるように冴島へと身体を動かすと、彼が笑って唇に手を置いた。

「結愛、俺が欲しい？」

「……ホシイ、です」

　緊張と羞恥で片言になる。耳まで燃え上がるように真っ赤にさせると、足先をモジモジと動かした。

「なら、俺たちには、次がある……だろ？　お互いに求めてるなら」

「……う、うん」

「ってことで、結愛、早く着替えろよ。時間もさることながら、俺の股間もヤバくなりそうだから」

　困ったように冴島が苦笑した。思わず結愛は視線を落としてしまう。ズボンを押し上げている物質を見て、「あっ」と思わず声をあげてしまう。

「昨日、たくさん……」

（シたのに）

「ああ、たくさんシたけどな。誰かさんが気を失って我慢した熱もあるからな？」

　勝気な目になった彼の笑みに、結愛の心がドキッと跳ね上がった。

（私が途中で寝てしまったから？　冴島課長は我慢した？）

　そのシーンを思い描いた結愛は、少し冷めてきた頬をまた真っ赤にさせた。身体の奥が、ジンっと疼くと繁みの奥がじんわりと湿った気がした。
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　車が静かに結愛のアパート前で止まった。サイドブレーキを引いた冴島の横顔を、結愛は見つめた。

（やっぱり……このまま……ってわけには）

　どう言いだそうか、うまく頭が回らない。不安と焦りで、結愛の指先が落ち着きなく動いていた。

「何を迷ってるの？」

　結愛のほうに顔を動かして、フッとおかしそうに笑う冴島の指が頬に触れた。

「あ、あの……その。時間はかかってしまうんですが、お支払いします」

「なにを？」

「ホテル代を、です。ロビーで金額を見てしまって。私が酔わなければホテル代は発生しなかったはず……なので、課長に全額負担させてしまうのは申し訳なくて」

「それは、身体でもらっただろ？　そういう約束でセックスしたんだから」

「でも……一晩で七万円分とは思えません！」

「結愛の身体には、七万の価値がないと？」

「なっ……あるわけないじゃないですかっ！　私、一般人です！　それも高卒で、貯金無しの毎月ギリギリで生活している人間です。あんな高級ホテルで一泊できるような……」

「俺も一般人だけど？」

「ちがっ……」

（そういう意味じゃなくて、私が言いたいのは）

　ムスッとした冴島の表情を見てしまった結愛は、次の言葉を失ってしまう。どうして彼が怒っているのか、わからない。

「言わんとしている意味はわかる。が、俺からしたら結愛の身体は七万以上の価値がある……っていうと身体と金を天秤にかけてるみたいで嫌だけど。ってかそもそも天秤にかけるようにしたのも俺だけど。なんていうか……結愛には払ってほしくない」

「どういう……こと、ですか？」

「だからっ……！」

　冴島は結愛と目が合うと……珍しく顔を真っ赤にさせた。パッと視線を逸らして、真っすぐ前を見ると、「アレがアレなんだから、いいんだよ」とぶっきらぼうに呟いていた。

「意味が、わからないんですが？」

「いいんだよ。わからなくて……。金はいらない。でも……どうしても何かで返したいって言うなら……」

「言います。少しずつでもいいので返していきたいんです」

「……ってくれ」

「はい？」

　ごにょごにょっと小さすぎて聞こえない言葉に、結愛は耳を冴島に寄せた。

「家のことをやってくれ。料理洗濯、掃除……二時間で三千円。それを七万円分やったら支払い完了でいいだろ？　そうすれば毎月の給料からわざわざ捻出しなくていい」

「……はい。そういうの得意です！」

「弁当を見りゃわかる」

「え？」

「なんでもない。次のお互いの休みが一緒のときに、来てくれると助かる」

　結愛は了承の返事をすると、お礼を告げて車を降りた。

（休みが一緒の日……シフトの確認をしなくちゃ）

　結愛は心が弾み、自然と笑みが零れるのを感じた。





第四章




　冴島の住んでいるアパートのエントランスに着き、ブラウンを基調とした入り口の高級感溢れる雰囲気にのまれそうになる。

　オートロック式のエントランスってだけで、結愛は神々しく見えてしまう。結愛のアパートはむき出しの階段で防犯設備は一切ない。その分、家賃が安くてありがたい部分もある。

　震える指先で、冴島が住む部屋番号を押す。呼び出し音が二回ほど鳴ると「はい」と彼の低い声が聞こえてきた。

「や……山崎です」

「結愛、待ってたよ。どうぞ」

　仕事のときとは全く違う柔らかい口調で言われると、自動ドアが開いた。さらに奥に見えたエレベータに結愛の足が向く。一階で停止していたエレベータに乗り込んで、七階を押した。

　仕事中の冴島は、お見合いが夢か幻だったんじゃないかっていうくらい結愛に対してドライな接し方だった。今まで通り、の対応というか。むしろ今までより若干、冷たいような感じがして不安になっていた。

　呼び方も「山崎さん」だったし、休みの日に掃除しに行っていいのかすらわからなくなっていたが、昨晩ラインで「明日、待ってる」という文字を見て、行く決心がついた。でなければ、結愛には到底、心が決められなかった。一人で悶々と悪いことばかりを考えて終わる一日になっていただろう。

　七階の共同廊下を歩き、表札を一件ずつ見ていく。ワンフロアに五部屋あるうちの四部屋目に「冴島」と書かれている表札があった。

　ドアの前で足を止めて深呼吸をする。呼び鈴を押そうと腕を上げたところで、玄関が開いた。

「今日も可愛いね。待ってたよ、どうぞ」

　冴島の言葉に結愛の顔が熱く火照った。

　可愛いなんて言われ慣れていないから、恥ずかしさで心がソワソワしてしまう。

　結奈のお下がりではあるが、背中にリボンのついている白色の長袖ニットとピンクと黒の格子柄のフレアスカートだった。妹からもらった洋服の中で一番のお気に入りセットだ。

　一方、冴島は仕事でのパリッとした雰囲気からかなりかけ離れていた。ワックスのかかっていないさらっとした髪に、だぼっとした黒色のスウェットパンツと、紺色のＴシャツ姿だ。手には家庭用ゲーム機のコントローラーが握られていた。

「さ……冴島課長……らしくない感じで」

「家で仕事と同じ恰好してるわけないだろ」

　クスクスと笑いながら、大きくドアを開けてくれる。結愛は「お邪魔します」と挨拶をしながら、中に入った。

　靴を脱いで家にあがれば、右側にはキッチンと冷蔵庫、左側にはトイレのドアと洗面所の引き戸があった。一番奥に一部屋ある一Ｋのアパートだ。結愛もほぼ同じ間取りの部屋に住んでいるのだが、雰囲気が全く違う。落ち着いた濃いブラウンの床に白い壁で、高級感に満ちていた。

　奥の部屋では、テレビから何やら音が流れている。キッチンに買ってきた食材を置きながらテレビの方に視線を向けた。コントローラーを手にしていたから、ゲームをしている途中だったのだろうか。

　冴島がゲームをやるとは予想外で、新鮮だ。

「キッチンは適当に漁って、好きなように使って。あまり料理道具はないかもしれない。欲しいのがあれば買うから。次までには用意しておくよ。あと、こっちは洗面所と風呂場な。洗濯機もあるから、適当に。掃除機は部屋に入ってすぐにあるクローゼットの中に突っ込んであるから」

　軽く室内の説明をすると、冴島が手を出してきた。

「なんでしょうか？」

「レシート、ちょうだい」

「はい？」

「キッチンに置いたその材料分、俺が払うから」

「そんな……悪いです」

「悪くない。それも七万のうちに加味するだろ？　ルールは結愛の日々の生活にかかるお金に影響しないように返済をしていく、だから」

　結愛は鞄の中から財布を出すと、さっきイトオンで買ってきた分のレシートを冴島の手の上に置いた。

「二千……、めんどくせえ。三千円な」

　テレビの横にあるラックから財布を取った冴島が、端数を出すのを面倒くさがり、千円札を三枚取ると結愛に渡してきた。

「ならお釣りを」

「いらない」

「だって……」

「気にするな」

「気にします」

「今回は大目に見ろ。食費まで考えてなかった俺の落ち度ってことで。次回からは先に金を渡しておくから、そのお釣りとレシートを俺に返してくれればいい」

　で、いいだろう？　と言わんばかりの顔で結愛は見つめられた。コクンと頷くと、冴島が満足そうに笑って、頭を撫でてくれる。

「思ったより、部屋が綺麗で……」

（私が居なくても平気な気がする）

「奥まで見てないだろ？」

　そう言って、結愛の手首を掴んで部屋に招き入れられる。床は綺麗だが、ベッドの上にあるツッパリ棒にかけられている洗濯物の量に驚いた。

「え？　よく落ちないで……」

（危なすぎる）

「まあ、なんとか。しまうのが面倒くさくて、ベランダに出すのも面倒くせえから、引っかけているうちにいつの間にかこうなってた」

　洗濯物でのれんができている。重みでツッパリ棒が落ちたら、寝ている冴島に直撃して痛いだろうに……。

「ってことで、よろしくお願いします」

「はい。がんばります」

　結愛がぺこりと頭を下げると、冴島はベッドで胡坐あぐらをかいて座った。コントローラーを両手で持ち、真剣な眼差しでゲームを始める姿を見てから、結愛もキッチンに戻った。

　まずは買ってきたものを冷蔵庫にしまってから、洗濯機を回して……それから洗濯物を畳もう、と計画を脳内で組み立てた。
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　ふと結愛が顔をあげると、日が随分と陰っていた。

（あ、洗濯物をしまわなくちゃ）

　鍋の火を止めて、結愛はキッチンから部屋に入る。薄暗い部屋では、日中に干したむき出しのベッドパッドの上で、コントローラーを握りしめたまま、横になって眠っている冴島がいた。シーツも布団カバーも今はベランダで風に揺れている。

　無邪気な顔で眠る冴島に思わず、結愛は微笑んでしまう。まるで子供みたいだ。テレビ画面には「ゲームオーバー」という字が大きく表示されていて、同じ曲がエンドレスで流れている。

（冴島課長……可愛い）

　あまり長時間見つめていると、せっかく乾いた洗濯物が冷たくなってしまう。結愛は視線を外すと、窓をゆっくりと開けた。冷たい風がひやりと室内に入ってくる。日中はまだ暖かいが、夕方が近づいてくると冷えてくる。

　半袖だった冴島の恰好を思い出した結愛は、ベッドで横になっている彼に布団をかけにいった。スヤスヤと寝息を立てて眠る姿は恰好よくもあり、可愛いくもある。柔らかい髪の毛を指でそっと梳とくと、結愛は恥ずかしさと緊張で顔を真っ赤にしてしまった。

（洗濯物……そうっ！　洗濯物をしまわなきゃ）

　火照った頬を冷ますのも兼ねて、結愛はベランダに飛び出した。冷たい風が心地よく、頬を撫でていく。

　寝ている男性の髪を触るなんて……。

　結愛の心拍数が跳ね上がる。それも好きな男性の髪の毛を触ってしまった。さらさらで柔らかくて触り心地が良かった。

　洗濯物を室内に入れながら、内から湧き上がる熱い欲望を必死に抑え込んだ。

　取り込んだ洗濯物をクローゼットにしまい、布団カバーとシーツは畳んでベッドの脇に置いた。キッチンに戻ると、再び料理の続きを始める。

　料理を再開してから三十分もしないうちに、室内にスマホの着信が響いた。ベッドでぐっすりと寝ていた冴島の腕が動くと枕元にあるスマホを握って耳に当てていた。

「……はい？」

　寝起きの掠れた声で冴島が電話に出ると、面倒くさそうに返事をした。

「ああ？　休みだから寝ててもいいだろうが。なに？　前回の会議資料データ？　抽斗の一番上にメモリースティックがあるだろ？　そこに入ってる……ああ、どうぞ。勝手に取れよ。いつも勝手に使ってるくせに。あーー、はいはい。どうぞご自由に」

　不機嫌な声で応対したあとに、スマホを投げるように手から離すと、またうつ伏せでベッドに倒れ込んだ。

「課長……大丈夫ですか？」

「ええ？　あ……うん。平気……って結愛がいるのに寝ちった。ああ……そっか。だからベッドが白いんだ。結愛が干してくれたから、気持ち良くて……つい」

　だんだんと覚醒していきながら、昼寝をする前の記憶が戻ってきたようで恥ずかしそうに冴島は後頭部を掻いて苦笑した。起き上がってベッドに座ると、ゲームオーバーの文字を見て、「やっちまった」と呟いていた。

「お仕事の呼び出しでは？」

「違う、違う。総務課長から。前回の会議資料のデータをもらってないって怒りの電話。休みなのは知ってるんだから、明日でいいのになあ？　こうっと思ったらすぐに！　って人だから、相手の予定ガン無視。結愛もこの前、あっただろ？　新しい人を雇えないってだけの報告をいちいち呼び出して。売り場に一人しかいない時間帯に。仕事ができるっちゃあできる人なんだが、周りの状況と足並みをそろえるのは下手っつうか。迷惑なんだが、課長だから逆らえねえって周りが容認してっから。何度か言ってるんだけど……年下男の言い分は全く耳に入れない。で、資料よこせってうるせえから、勝手に持っていけって言っといた」

「冴島課長……すごいです。よく総務課長と対立して喧嘩ばかりしている犬猿の仲っていう噂があるんですけど、そういうことなんですね」

「……犬猿、たしかに」

　ぷっと冴島が口を押さえて噴き出していた。面白かったみたいで声をあげて笑っている。

　仕事場で絶対に見れない冴島の大爆笑に目を奪われる。笑っている姿でさえも、恰好いいんだからずるい人だ。

「で？　他に俺の噂って何があるの？」

「知らないほうがいいと思います」

「それもそうだな。人の噂でいいもんなんてねえしな」

　ベッドから降りて床にコントローラーを置いた冴島が、綺麗に畳まれたシーツに目をやる。

「これ、ベッドにかければいいの？」

「はい。あ、でもやりますよ？」

「いいよ。これくらいは自分でやるよ」

　シーツを手にして立ち上がると、彼は結愛に背中を向けた。
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「たくさん作ってくれたね。ありがとう」

　結愛の後ろに立った冴島が、耳元で囁くように話しかけてきた。料理に集中していて真後ろに立たれているとは思わず、結愛は驚いて肩を跳ね上げた。

「び、びっくりしたあ」

「ごめん。つい、美味しそうな匂いがしたから」

　後ろから彼の手が伸びてきて、揚げたばかりの唐揚げをつまみ食いされた。結愛のお腹に、冴島の大きな手がある。

「か、カレーは一食分ずつに分けて全部、冷凍しておきますね。肉じゃがは小分けにして冷蔵庫に入れておくので。早めに食べて……ひゃ、んぅ」

　彼の手が唐揚げをつまみ食いするたびに胸のほうへと一度、あがってくるから、結愛は甘い声が我慢できずに漏れてしまう。

「美味いなあ。結愛は天才だな」

「ちがっ……そんなこと、ない……んんぁっ」

（胸……触って……声が、出ちゃう）

『ほんと……あんたは何もできないっ！　邪魔っ！』

　継母に言われていた言葉が脳裏を掠めていく。

「唐揚げ、もっと食べたい。結愛、食べさせて」

　あーん、と声を出して待っている彼に、結愛は菜箸で掴んだ唐揚げを持っていく。口の中に唐揚げが入ると冴島が幸せそうに微笑んでくれた。

「マジ、美味い」

　ごくりと喉仏が上下すると、「もっと」と甘えた声で彼が催促してくる。

「そんなに食べたらストック用の唐揚げまでなくなりますよ？」

「我慢しろ、と？」

「そういうわけじゃないですけど」

「……なら、結愛を食べてもいい？　さっきから可愛い声で鳴いてるから、欲しくなった」

「ちょ……胸を触るから！」

「食べていい？」

　結愛の顔が茹でダコのように真っ赤になった。

　片眉を引き上げて、「どうなの？」と言わんばかりの返事の催促をされる。結愛は、油が入っている鍋の火を止めると、冴島の腕の中で身体を回転させた。

「ずるいです」

「どこが？」

「そうやって……触っておいて。欲しい、とか言われたら……断れなくなります」

「断ってほしくないから、その気にさせてから誘うんだろ？」

「それがずるいんです！」

「人の三大欲求って知ってるだろ？　睡眠欲、食欲、性欲って。昼寝して、唐揚げ食べて……ときたら、あとは性欲だろ？」

「そんな……こじつけです」

「そうでも言わなきゃ、結愛はその気になってくれないだろ？　俺は結愛を抱きたいんだ。今すぐに──駄目か？」

「……駄目、じゃないです」

　良かった、と小さな声でホッとしたように冴島が囁いた。

　彼の柔らかい笑みが近づいてくると、キスを求められた。唇を吸い上げられ、薄く開く隙間を縫うように口腔内に舌が入りこんできた。

「ん……ふっ……」

　キスだけで結愛の脳内が蕩けそうになる。身体の奥から熱いものが湧き上がってきて、下着で隠している繁みのさらに奥が疼き始めた。

「ゆ、あ……ゆあ……結愛」

　唇を何度も重ねながら、合間に熱い吐息で名前を呼ばれる。熱っぽい声で呼ばれる度に、結愛の心がきゅうっと締め付けられる。

「か、課長……あの、ベッドに」

「ん、キスしながら」

　チュ、チュっと音をわざと立てつつ、キスをしてくる冴島に支えられて、少しずつキッチンからベッドに移動していく。部屋の敷居を跨ぐと、彼の手がニットの裾から入り背中を上がっていく。ブラのホックを片手で外された。

（キスしながら、動いて……さらにブラホックまで。器用すぎる！）

　今度は結愛の腰に手がいく。スカートのチャックをキスしながら探し当てると遠慮なく降ろされてしまう。ストンと床に落ちるスカートに結愛の足は引っ掛かって、バランスを崩すと背後にすでに迫っていたベッドに倒れ込んだ。

　バウンドするベッドからは、太陽の匂いがふわっと香ってきた。

「課長、手慣れてる」

「は？　早く結愛を食べたいだけ。少しの障害もいらない。眼鏡も外しておこうな？」

　結愛のかけている黒縁の眼鏡をはずすと、ベッドの隣にあるデスクに置いた。

「なら、課長も」

「ああ、脱ぐよ」

　Ｔシャツを脱いで上半身裸になる。見合い以来の彼の裸は、やっぱり結愛の心拍数をあげていく。引き締まった筋肉が、迫ってくると思わずベッドの上へと逃げてしまう。

「おっと。どこに行く？」

「その身体……反則かと」

（ドキドキで息が苦しくなる）

「結愛の身体のほうが反則だろ？　白くて柔らかくて、ムチムチして」

「ムチムチ？　それって……ただのっ──」

（肉付きがいいっていう……）

　反論しようと口を開くが、タイミングよくニットを脱がされてしまい、言葉を失った。ニットとブラジャーを脱がされて、床に放り出された。結愛の太腿を跨ぎ近づく冴島が、二つの丸い膨らみに手をのせた。

「ほら柔らかい。白くて、ふわふわだ」

「や……んぅ、あっ」

　優しく揉んだのはほんの数秒で、先端を摘まみ上げてきた。

「気持ちいい？　少ししか触ってないのに。もう固くなってる」

「んん、ちがっ……だって触るから」

「顔が赤くなってる。可愛い、結愛」

「んぅ、んぁ」

　首筋に冴島のキスが落ちてくる。キスは鎖骨、胸の谷間とだんだんと下におりてくる。お腹にも三回に分けて下へといきつつキスされて、彼は一度、結愛の上から退いた。

　グッと足を大きく広げられると、膝頭にキスをされる。

「ここは、ムチムチしてるんだ」

「ちょ……！　だめっ」

　繁みを手で覆い隠し、結愛は首を横に振った。

　ニヤッと口元を緩めて笑う彼が、太腿に口づけをしてチュッと吸い上げた。

「やっ、ん……ああっ。それ……ああっ」

「弱いよな、太腿。とくに内腿が」

　楽しいおもちゃを見つけた子供みたいに期待に満ちた目をして、何度も太腿に噛みつくようにキスをされた。

　結愛は、強い刺激に身体がブルブルと震え続けてしまう。お腹の奥が、ジンジンと痺れてくる。肉壁がヒクつき、まるで冴島の熱を欲しているかのようだ。
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「もうっ……やめっ……あ、あっ……」

「すごい気持ちがいいんだな。愛液で染みが出来てる」

「え？」

「ここ、わかる？　濡れてるだろ？」

　繁みを隠している手を掴まれて、シーツに指をのせられる。冷たい感覚が指先に伝わって、結愛は手を引っ込めた。

「こっちもビチョビチョだ。俺が解す必要はないかな」

「解す……？」

「そう。結愛が俺のを受け止めるのに、準備が必要だろ？　お互いが気持ちよくなるために、しておかないと」

　クチュと音がしたと思うと、蜜口が開き、冴島の指を飲み込んだ。恋焦がれていたかのように、肉壁が指に絡み付くのがわかると結愛は恥ずかしくて身を捩った。

「すごいな。ナカは可愛く強請ってくる」

「強請ってなんか……」

「そう？　こことか……俺の指に噛みついて離そうとしないけど？」

　彼の指先がくいっとナカで曲がる。

「ああっ！　そこっ……やあっ！」

　強い快感が身体に走って、結愛は叫ぶように嬌声をあげた。

「可愛い。もっと刺激したくなる」

「だ、め。……そこ……やだ。おかしくなる」

「いいよ。もっと乱れて。何も考えなくていい。俺だけを見て」

「見てる、から」

（嫌なのに）

「もっと。俺を……見てよ、結愛」

　指がナカで曲げられたままで、蜜筒が激しくかき回され始めた。グチュグチュと蜜が溢れてくる音が耳を刺激してくる。

「やっ……やめ、だめ。止めて……課長っ……ああっ、くる……きちゃうからぁ」

（奥が熱い）

「イッて。結愛……我慢しないで」

「あっ……ああ、やだ……んぁ……あ、あああああぁ！」

　頭の中が真っ白になると、結愛は全身を痙攣させた。息が乱れて、汗が一気に噴き出した。

「結愛、可愛い。今日は一緒に……イケるから」

　指を引き抜かれると、結愛の耳元で囁かれた。ぐったりした身体を少し放置されたかと思うと、膝裏を掴まれて、さっきよりも大きく足を開かれる。

「か……ちょう？」

「目がトロンってしてる。可愛すぎだから。セックスが二回目だから、まだキツいかもしれないけど。そこは我慢しろよ」

　蜜口に熱いものが押し当てられた。

　結愛が熱を引くのを待っている間に、冴島は全裸になり、避妊具まで準備していたようだ。

「結愛……『課長』じゃなくて。下の名前で呼んで」

「奏太……さん、ですか？」

「『さん』もいらない」

「そう、た」

「もっと呼んで、結愛」

「奏太……そう、た」

「ん、もっと」

「そう……ああっ！　そ、うた……く、苦しい……あ、ナカが……裂けそう」

「ん……わかってる。ごめん。でも、我慢できないんだ」

　いきなり奥まで突き刺されたような刺激に、結愛の背中が反り返った。少し痛い。でもそれよりも強い快の刺激が支配している。

　冴島の大きい男根に、結愛の蜜口が限界と訴えている刺激さえも心地よくなってしまうくらいだ。自分はおかしくなってしまったのかもしれない、とさえ思う。

「結愛、動くから」

「ん……でもゆっくりで」

「駄目」

「え？　ちょ……ああっ！　あ、あ、あっ。やだ、ゆっくりって……言った！」

「駄目って言っただろ」

「ああっ……や……ナカが……あっ、熱い」

「ああ。結愛のナカがヤバい」

　冴島の大きさに慣れる時間も与えられずに、結愛の蜜筒を激しく行き来される。

　結愛は彼の首に手を回すと、ぎゅっと抱き着いた。指の比じゃない強い熱に身体を支配されて、すぐにでも真っ白に飛んでしまいそうだ。

「か……ちょう、もう……」

「結愛、名前ちがうだろ」

「そうたぁ、やっ……イキそう」

「もう、ちょっと我慢しろ。俺も……」

　激しい律動で、降りてきた子宮の入り口に何度も彼の先が当たる。そのたびに、身体が痺れておかしくなる。何かを解放したくなる。

「やだ……もうっ、無理っ、あああっ」

「あ……くっ、ばかっ、締め付けるな」

　ぎゅうっと冴島の大きい熱に噛みついて、結愛は激しい痙攣に襲われた。彼の頂点を待てずに、イッてしまった。大きい波が落ち着いてくると、どっと訪れる疲労感に彼の首を抱いていた手をだらりとベッドに落とした。

「すげえ噛みつきだな。千切られるかと思った」

「あ……ああっ、やだ、動いちゃ……だめっ」

「無理だろ。俺もイキたい」

「や、だめ……んっ、休ませて。あっ、あっ……やだやだっ。また、すぐに」

「イッていいから。今度は一緒に、な」

　ゆっくりと奥まで差し入れる動作を数回ほど繰り返したかと思うと、速さを増していく。敏感になった結愛のナカは、彼のすべての動きに過敏に反応してしまう。

　背中を反らして強すぎる刺激から逃げたくなるのに、冴島が腰を強く掴んできて許してくれなかった。

（やだ、どうしよう。また……すぐに）

　何度もイッてしまう女はハシタナイんじゃないかと怖くなる。

「結愛、俺……イキそう」

「ああ、ああ……わた、しも……あっ」

「……ん、くぅ……ああ」

「だめ……奥は……ん、いっ、ああああああ！」

　奥の奥まで繋がると、冴島の動きが一度止まり、激しかった抽挿がゆっくりになっていく。ビクビクと中で彼の熱に強く噛みついて、絞り取ろうとするのがわかると、結愛は恥ずかしくなった。
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　ベッドで規則正しい寝息を立てて、うつ伏せで寝ている結愛をボクサーパンツ一枚で床に座って奏太は見つめていた。顔にかかっている髪に触れて、後ろへと流してやると、彼女の可愛い顔がはっきりと見える。

　自分がずるいことをしているとわかっている。お金を盾にして家に連れ込み、散々身体に触れて結愛をその気にさせてから、セックスへと持ち込んだ。

　彼女なら嫌がらないとわかっての行動……最悪だ。

「俺は最低だな」

　好きな女性を抱くのに、こんな回りくどい方法で自分のモノにしようとしているなんて。

（七万なんてどうでもいい）

　ただ結愛を繋ぎ留めておくためのツールの一つでしかない。

「ねえ、結愛。俺がどれだけ貴方を愛しているか……目で見えるように示せたらいいのに」

　結愛の頭上がチカチカと光っているのに気づいて、視線をあげた。さっきの電話のあとに、サイレントにしたスマホが、着信を光で教えてくれているようだ。

　奏太は立ち上がりながら、結愛の額にキスをするとベッドの横にあるデスクに手を伸ばした。静かに主張しているスマホを手に部屋の電気を消して、出ていった。

　キッチンで、通話ボタンを押すと耳に当てた。

「なに？」

『お休みのところ悪いんだけど』

「悪いって思ってないくせに」

　凜花の決まり文句になっている感情のない挨拶に、フッと口元を緩めて笑ってしまう。

　凜花が総務課長として異動してから、プライベートの時間すらも仕事にさせられてしまう。休みの日は、仕事を忘れて何も考えたくないのに。それを知っていて電話してくるのだから困る。

『何度も電話してるんだけど』

「そうみたいだな。気づかなかった」

『私を出し抜こうって言うの？』

「はあ？　出し抜く？」

『仕事関係のデータを一つのメモリースティックに入れておくのは昔からね。出し抜きたいなら、そういうのやめたほうがいいわよ。相手に作戦がバレバレだから』

「意味がわからねえな。俺は誰かを落として、上にいくために仕事してんじゃねえよ」

『それは私に対する嫌味？　まあ、いいわ。そんなんだからエースと言われながらいまだに店長候補にあがらないのよ』

「だから何が言いたいんだ？」

　煮え切らない言い方をされて、ムッとする。

（さっさと本題に入れよ）

『手芸店……まだ、どうにかしようとしてるの？』

「ああ、それか」

　暗い部屋に顔を覗かせる。結愛が起きているかどうか確認してから、静かに部屋のドアを閉めた。

　聞かれたら困る内容ではないが、できれば聞いてほしくはない。彼女はまだ知らない。

『誤魔化しても無駄よ』

「誤魔化してない。いずれは店長も高木さんも見る資料だ。別に隠す必要もねえだろ」

『高木さん……ねえ。別にいいけど。プライベートでは、凜花だったのに──。店長は見ないわ。永遠に。データは消させてもらったから』

「はあ？　ふざけっ……。何してんだよ！」

『私が異動してきたときからずっと言ってきたはずよ。手芸店は要らない。この店には必要ないのよ』

「必要あるから、資料を……」

『私が異動してきて黒字になったのって入園入学のシーズンだけよ。いつも赤字になる店舗はいらないの』

「その分、家電でまかなってるだろ」

『奏太が頑張って売り込んでるだけでしょ？　手芸店の赤字がなければ、奏太の売り上げは黒字で、出世に十分有利になる材料よ。手芸店はうちの店にとっても、奏太の出世にとっても足枷にしかなってないじゃない』

（そういうことじゃないんだよ）

「悪いけど、休みの日にまで言い合いはしたくない。データを消したのは腹が立つが、大事にはしない。明日の会議では、手芸店の必要性について話すから。そのつもりで」

　通話を終わりにすると、「くそっ」と悪態をついた。

　バックアップ用に自宅のパソコンにデータは残っているが……会議用に出せるようなものじゃない。会議のときに印刷すればいい状態にまで作っておいたのに。そのデータを消されたんじゃ、明日の会議では説得力に欠けてしまう。

　目で見て、耳で聞いて納得してもらうのが一番だ。

「明日までに作らないと」

　結愛の作った唐揚げをつまむと口に放り込んだ。冷えても美味しい唐揚げだ。衣にしっかりと味がついていて、彼女の優しさまでも噛んだ時に染み出てくるようで、心が温まる。

「やるしかないな。休みの日に仕事すんの嫌いだけど……店長を説得しないと」

（手芸店が閉店になってしまう）

　一度、部屋に戻る。デスクで作業をしたら、ベッドで寝ている結愛を起こしてしまうかもしれない。気持ちよく寝ている彼女の邪魔はしたくない。

　奏太はノートパソコンを電源コードごと持つと、部屋を出ていく。キッチンの床に座り込んで、ノートパソコンの電源を入れた。
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（あっ！　私、寝ちゃった……）

　いつもよりはっきりと覚醒した結愛は、瞼を持ち上げた。視界いっぱいに冴島の顔が広がっている。シングルサイズのベッドで、抱きしめられながら寝ていたようだ。

　カーテンの隙間から明るく柔らかい日差しが差し込んでいる。

（あさ……えっ、あれ？　料理途中のままだ！）

　冴島を起こさないように、静かにベッドを出ると服を着てから結愛はドアを開けてキッチンへと向かう。床には黒いパソコンが閉じた状態で置いてあった。

（あ、もしかして……冴島課長に気を使わせてしまったかもしれない）

　本来なら、ベッドの横にあるデスクでパソコンができたはずなのに。結愛が寝てしまったから、ゆっくりと仕事か何かをさせてあげられなかった。申し訳ないことをしてしまったと、心が重くなる。

　キッチンも綺麗に片づけられていた。洗い物も終わっているし、揚げたままで放置してしまった唐揚げもなくなっている。冷蔵庫を開ければ、キッチンに出ていた食材たちはすべて綺麗にしまってあった。

　結愛が気絶するかのように寝てしまってから、彼が全て片付けてくれたのだろう。

（課長、ありがとうございます）

　何かお礼をしたいと結愛は考える。自分にできることで何かあるだろうか。冷蔵庫の扉をゆっくりと閉めると、「お弁当を作ろう」と閃いた。

　昨日作ったストック用の料理を使って、手際よくお弁当を作る。喜んでもらえたら嬉しい。唐揚げを食べて、「美味い」と声をあげていた彼を思い出しながら、結愛は準備をした。
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「ちょっと……ちょっとぉ。山崎さん！　聞いてっ。私、見ちゃったのよお」

　休憩からあがってきた木村が、頬を少し赤らめながら売り場に戻ってきた。きらきらした瞳で結愛を見つめていた。

「何かあったんですか？」

「あったんですよ！　もうびっくり。休憩室中、ざわついてましたよ」

（そんな大事が……一体なんだろうか）

　結愛は手に持っていた書類を、布のカット台に置くと木村の興奮気味の顔を見つめる。

「冴島課長！　なんと！　彼女が出来たみたいなのよお」

「えっ？」

「手作り弁当だったの！」

「あ……」

（それって私が作った……）

「いつもいっつも、一階のお惣菜コーナーでお昼を買ってる人が、お弁当箱を広げて食べてたのよ。もう、みんな、気になっちゃってたわよ」

「そ、そうなんですか……。み、見てみたかったかも」

　声が震えながらも、笑顔を作る。

（まずかった、かも）

　結愛の指先の体温が低下していくのがわかる。心拍数も跳ね上がって、心臓の音が頭で鳴っているかのようだ。

　冴島にとって良かれ、と思ってお弁当を作った。結愛が寝てしまったがためにキッチンでパソコン作業をさせてしまったお詫びも兼ねていたのだが。仕事場で他の人たちの話題になり、盛り上がるとは考えなかった。

（逆にご迷惑をおかけしてしまったかもしれない）

　喜んでもらえたら嬉しいという気持ちから、申し訳ない気持ちが心を支配し始めた。パートの木村に悟られないように適当なところで相槌を打つものの、彼女の話す言葉はもう耳に入ってこない。

（休憩のときに、謝りのラインを送っておこう）

　仕事用のウエストポーチに入れてあるスマホがブブっと震える。結愛はお尻に回してあるポーチからスマホを取り出して、画面を確認した。

『美味かった。明日もよろしく』

　ラインのポップアップ表示を見て、目を大きく見開いた。冴島の言葉に、結愛は嬉しくて心が踊りだす。

『いいんですか？　ご迷惑では？』

『美味しかったから、また食べたい。明日からは、休憩室にある棚に置いておいて。食べ終わったらまた棚に返しておく』

『わかりました。明日も作ってきます』

『楽しみにしてる』

　ホッとしながら結愛はスマホをウエストポーチに戻した。

「あら？　彼氏？」

　木村が興味津々な目で前のめりになって聞いてくる。結愛は「いえ」と苦笑して、首を左右に振って否定した。

（彼氏……なんて。夢のまた夢……）

　そうなったらいいな、とは思う。結愛は、冴島が好きだ。真剣に仕事に打ち込む彼の姿も、時折見せる笑顔も。「美味い」と言って唐揚げを食べる顔も大好きだ。

「商品整理してきますね」

　結愛は木村に告げると、逃げるように棚の陰に入った。乱れている商品を手にとって綺麗に並べていく。

　またスマホが震えるのがわかって、結愛はスマホを手に取った。

『それと置手紙だけで帰るなよ。次は俺を起こして。目が覚めたときに結愛がいないのは寂しい』

　気持ちよさそうに寝ていたから、起こしたら悪い気がして結愛は作ったお弁当の上にメモだけ残して帰っていた。

（『寂しい』って……嬉しいかも）

　ふふっと思わず笑みが漏れてしまう。

『はい。次は起こしますね』

　返事を打つと、今度こそ仕事に集中しようと、深呼吸をした。
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「彼女ができたから『高木さん』ってことね、納得」

「ああ？」

　奏太はパソコンの電源を落としながら、眉間に皺を寄せた。無事に会議を乗り切って、ホッとしているところに、プライベートな話題を振られて、つい不機嫌な声があがった。

「いつも店のお弁当を買って食べてる冴島課長が、手作り弁当だった……ってうるさいくらい噂になってる」

「あ、そ」

「作ってもらったってわけ」

「ああ」

　朝、起きたら弁当がキッチンに置いてあるだけで結愛の姿がなかった。

『仕事があるので、帰ります。お弁当、よかったら食べてください。結愛』という置手紙があるだけ。朝も少しはイチャつけると思ってたから、ショックが大きかった。

　ぎりぎりまで寝ていた自分のせいでもあるが、次からは一声かけてもらうようにラインした。彼女がいると思っていて……いなかったというのは今日限りにしてもらいたい。

「今度は家庭的な子ってわけ」

「だから……なに？　総務課長には関係ない話だし、昨日のデータ削除に関して俺は怒ってるんだけど」

「店の売り上げが減る。納得いかない」

「店長は納得してくれた。それでいい」

「私が納得いかないって言ってるの！」

「総務課長の納得なんて、そもそも期待してないから。店の方針を決めるのは店長。貴方の理解も協力も求めてない」

　バタンと少し強めにパソコンを閉じると、席を立った。座っている高木を冷たい目で見下ろした。

「冷たい男。そうやってはっきり言う性格、直したら？　すぐに彼女に振られるわよ」

「総務課長には関係ない」

「奏太を振った女の意見を少しは聞いたら？」

「自分の思い通りにならないからって、データを削除する女の意見を聞く気はない。では仕事があるので」

　パソコンを持って奏太は会議室を出る。

　昔の話だ。高木も奏太も、浦賀店に来る前の話だ。奏太が入社してすぐの頃だ。もう何年も前──。お互い過去になっているはず。

　事務所に戻ろうと廊下に出ると、人とぶつかりそうになった。

「おっと！　悪い」

　人影に驚いて、パソコンを持ち上げた。そのまま持っていたら相手の頭に当たっていただろう。

「あ、冴島課長……お疲れ様です」

「ゆ、あ……っと、山崎さん、お疲れ様。ああ、ミシンのポップを出してくれたんだ」

　結愛が大量に持っている印刷物を見て、奏太は指をさす。

「はい。何が使えるかわからないんですけど。指示書にあった売り出しのミシンだけでもって思って」

「ああ、俺も指示書に目を通しておくよ」

「あ、いえ、そんな、売り場も違うし！」

「いいよ。ミシンは一緒にやろうって言ってあっただろ？　ちょっと考えてみるから。近日中にやろう」

「ありがとうございます」

　いいえ、と奏太は返事をすると、結愛と別れた。

　在庫過多になっているミシンを捌いて、少しでも売り上げに繋げないとな。高木が次に何を仕掛けてくるかわからない。いくつかの対策を練っておきたい。

　結愛はまだ知らない。手芸店が閉店の危機に晒されてるってことを。

「頑張らないと、な」

　結愛のためなら、休みの日でも仕事をしてもいいと思える。サービス残業だって苦じゃない。そう思えたのは初めてだ。





第五章




「すごい……」

　冴島の作った売り場計画表を見て、思わず言葉が口から飛び出していた。簡潔で、さらにわかりやすい。支部からの指示書さえも、小難しい文章をかみ砕いてまとめてくれていて、それに合わせたミシンの売り込みの仕方、魅せ方まで書かれていた。

『ゆあ……結愛』

　仕事をしているのに、冴島に呼ばれる甘い声を思い出して結愛は煩悩を追い出そうと頭を大きく振った。

（仕事、仕事をして、私！）

　ウエストポーチにしまってあるスマホのバイブを身体で感じた。取り出して表示を確認すれば、冴島からだった。

『今日も美味しかったよ。ありがとう』

　優しく温かい言葉に、結愛の心がほっこりする。

　冴島が出勤の日は、いつも二個お弁当を作るのが日課になった。男の人が持っていても違和感のないように青い袋にお弁当を入れて、休憩室の棚に置いておく。それを休憩のときに冴島が食べてくれる。食べ終わると、また同じ場所に戻しておいてくれる。

　食べっぱなしでいいのに、彼はお弁当箱を綺麗に洗って返してくれた。

　パートたちの冴島の噂は盛り上がり、彼女がいる説はすでに当たり前で、結婚間近説や同棲説まである。結愛が休みでお弁当がない日は、彼女と喧嘩をして作ってもらえなかった……とまで言われているらしい。

　冴島も冴島で、休憩中にパートに質問されてもとくに否定はしないらしい。仕事中には見せない笑みで、嬉しそうに話す、とか。

『食べ終わったお弁当は、いつもの棚に戻しておいた』

　結愛は、「了解」という無料スタンプを押すと、スマホをしまう。ついでに時間をなんとなく目にして、驚いた。午後七時だ。

　今の今まで、彼は休憩をとれなかったのか。今日は開店から出勤だったはず。通常なら、十二時から三時の間には食べられるはずなのに。むしろ今頃、退勤のはずでは？

「お姉ちゃん」

　レジ前から声がして、結愛は右に首を回した。大学帰りと思しき恰好の結奈が、笑顔で手を振りながら立っていた。

「結奈、どうしたの？」

「聞いてよぉ。お母さん、またやってくれたんだけど！」

「もしかして……お見合い？」

　結奈がレジカウンターをバンっと両手で叩きながら、身体を前のめりにしてきた。結愛は冴島からの計画表を持ったまま苦笑し、カウンター越しに彼女の前に立った。

「こんにちは。いらっしゃいませ」

　と、左側から低音ボイスが聞こえてくると、結奈が視線を横にずらした。バックヤードから冴島と、家電担当のバイトの男性が一緒に出て扉の前で軽く頭を下げている。

　イトオンのルールだ。バックから表に出るときは、必ず一度足を止めて挨拶をしなければならない。

「お疲れ様です」

　結愛がお辞儀すると、結奈もつられて頭を下げる。

「山崎さん、お疲れ様……っと、失礼しました。いらっしゃいませ」

　結奈に気づいた冴島が、再度、軽く頭を下げると歩き出した。バイトの男性に、いろいろと書き込んである売り場の図を見せながら、説明を始めていた。

「でね、お姉ちゃん！　お見合いなんだけど……」

「えっ？」

　続きを話しだす結奈の声が予想以上に大きくて、結愛は焦ってしまう。もしも離れていく冴島に聞こえてしまっていたら……そう思うと、心がざわついてしまう。

　もう結奈の代わりに見合いはしたくない。妹の代わりに未だに結婚できていない結愛が男を探している、と思われたら嫌だ。

「だからー」

「結奈、声を抑えて！　さっきの人、この前の結奈のお見合い相手だった人だから」

「え？　は？　うそ？　全然、写真と顔がちがくない？」

　驚きの顔になった結奈が振り返って冴島の背中を探した。すでに家電売り場へと姿を消した冴島の姿は結奈には見えなかったらしく、「残念、見えなかった」と唇を尖らせていた。

「で？　お継母さん、諦めてなくて困ってるの？」

「そう！　今度はお姉ちゃんは無理だからって。この前の見合いの人と上手くいってるから、今度は私の番だって言い張るの。確かにお姉ちゃんが上手くいくまでは見合いしないって言ったけど……。前回は教師じゃなかったからって散々、家で文句言ってたくせにさあ。もう……やだ。ってお姉ちゃん、さっきの人と上手くいってるの？」

「え？　いや……どう、かな。ちょっと訳ありで。付き合ってはないけど……」

「そういうことはシちゃってるってこと？」

「あ……結奈、あまり聞かないで」

　恥ずかしくて顔も耳も熱く火照ってしまう。

「お姉ちゃんはあの人、好き？」

「……うん、好きだけど。うまくいくとは……ちょっと」

（思えない）

　冴島はイトオンの幹部にこれからなっていく人間だ。結愛が好きになっていい人とは思えない。むしろ今の関係は、彼にとって迷惑かもしれないと思うと胸が痛い。

　一日でも早く七万円の支払いを済ませて、前のような職場だけの関係に戻ったほうがいいのかもしれない。結愛にとっては今の状況は嬉しくても、冴島にとっていいとは限らないから。

「お姉ちゃんに、お見合いが嫌だってぶちまけたかっただけだから……とりあえず満足。今度、ゆっくりさっきの人の話を聞かせてね。ばいばい」

　にこっと笑った結奈が手を振って、手芸店を後にした。

　結奈の賑やかさは通常運転だ。言いたいことを言ったら、即帰る……結奈らしい。

「はいはい、またね」と結愛は手を振って見送った。
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『見合い』という言葉が背後から聞こえて、胸がざわつく。いや、ムカついてる。苛立ちで仕事が手につかない。

（また妹の代わりに見合いする、とかないよな？　俺だけだよな？）

　仕事をバイトに任せて、自分は商品整理って……情けない。集中できそうにないと思い、バイトに全てを託すとか、今までの奏太ではあり得ない行為だ。

　とにかく気持ちを落ち着けて、苛立ちを抑えたら、売り出し用の陳列の準備をしなければ。

　ため息を零して、床に膝をつくと下の段の乱れた商品を片付け始めた。

（こんなの初めてだ）

「ちょっとおじさん、話があんだけど」

　女性の低い声だ。ローヒールを履いている足を辿って視線をあげれば、さっき結愛と話していた女が仁王立ちで奏太を見下していた。

「ずいぶんと……雰囲気が違うな」

「お互い様じゃない？」

　売り場に出てきて、一目で結愛の妹だとわかった。見合いのときに写真を見ていたからっていうのもあるが、顔立ちが似ていたから。レジ前に立っていたときは、彼女と雰囲気が似ているかもと思ったが……今は全く別人のように見える。

「ねえ、回りくどいの嫌いだから直で聞くけど。お姉ちゃんのことどう思ってんの、このクソ野郎」

「……口が悪いな。本当に妹？」

「うるさい。質問してんの、こっちだから」

　奏太の隣に、結奈が大股開きで座ってきた。まるで深夜コンビニにたむろしているヤンキーのようだ。

「股、開きすぎ。仮にも男の前で座る座り方じゃねえだろ」

「うるさいなあ。スキニーパンツだから、見えないし。早く答えて」

　面倒くさそうに言いながら彼女は、首の後ろを掻いていた。

（結愛と全然、違う）

　彼女の前で立って話していたときは、もう少し女らしく見えたのだが。

「答える前に、なんで俺が『クソ野郎』なんだ？」

「『クソ野郎』以外に何か呼び方がある？　お見合い当日に、お姉ちゃんを朝帰りさせておいて。真剣に付き合っているかと思えば、お姉ちゃんが付き合ってないって言ってたし。でもそれなりのことは続いてると……で導き出される答えが、あんたがお姉ちゃんの身体目的で近づいているだけのクソ野郎ってこと」

「で、その返答次第で、また見合いの身代わり計画をたてると」

「当たり前。お姉ちゃんには幸せになってもらいたいの。おじさんはお母さんを見てるから……わかるでしょ？　お姉ちゃんがずっと苦労してきてるって。本当は保育士になりたかったのに、大学にすら行かせてもらえなかった。就職するってわかるなり、仕事も決まってないお姉ちゃんを家から追い出した。生きるのに必死すぎて、恋愛の一つもできないで……だから、そういうお姉ちゃんを大事にしない男には、離れてもらわないと」

（見合いのとき、足の甲に痣があった……継母に虐げられているのはわかっている）

「……とんだシスコンだな」

「うるさい。で、答えて」

　じろっと睨みつけられると、奏太はフッと口元を緩めた。

「確かにな。俺はクソ野郎だな」

　好きと言えない意気地なしだ。付き合ってほしい……その一言が言い出せない。

　なんでも言いたいことは言える人間だと思っていたのに。結愛には言えない。

（……好きすぎて）

　振られるのが怖い。振られたくない。確実に自分のモノにしたいという男特有の変な独占欲が邪魔をしている。

「じゃあ……」

「違う。告白ができないクソ野郎ってこと」

「はあ？　意気地なし」

「うるさい。満足したならさっさと帰れ。仕事中だ。明日からの売り出し準備で忙しいんだよ。残業決定だから、邪魔すんな」

「商品整理してるだけのおっさんが何言ってんだか。マジ、きもい」

　結奈が立ち上がって、嫌そうな表情で首を振った。あのなあ、と言い返そうとしながら奏太も立ち上がるが、正論を突かれているなと思うと言葉を失った。

（残業なのに、売り場も作らず商品整理してるのは俺か）

「身代わり計画は見送る。でもお姉ちゃんを泣かせたら、殴りにくるから」

　目を細くして睨みつけたあとに、結奈がにこっと年相応の可愛らしい笑顔を見せた。

「ご忠告どうも」

　奏太は結奈に背を向けてから軽く手をあげた。

　結愛が見合いをしない。そう思っただけで心に生まれる余裕に、自分自身が呆れてしまう。どれだけ彼女に溺れているのだろうか。

　恋と仕事は切り離せるタイプだと自負していただけに、己の一喜一憂が馬鹿馬鹿しく思うと同時に、彼女だけは大事にしなければ、と強く感じていた。





　　　　　◇◇◇






（よし、やろう！）

　結愛は意を決して、脚立をミシンの売り場に持ってきた。

　売り場をかえるときは手伝うと冴島が言ってくれていたが、彼も忙しそうだ。自分でできるところは、一人でやってしまおうと結愛は動き始めた。

　彼が作ってくれた売り場変更の計画書は見やすい。セッティングまでなら結愛でも一人でできそうだ。完成した売り場を冴島に確認してもらって、細かい調整を二人でやれば時間短縮にもなるはずだ。

　フロアの主通路に持ってくるミシンの置きスペースを作ってから、結愛は脚立にのぼった。一段、二段と足を上げていく。

（脚立って苦手なんだよね、実は）

　足がフルフルと震えた。仕事だから、使うだけ。パートの人たちも嫌がるから、結愛が率先していつも高い作業はやるが……できるならやりたくない。

　人の話し声が背後から聞こえてきた。バックヤードに戻ってくる誰かだろうとは思うが、恐る恐る作業しているところはあまり見られたくない。怖がっていない風を装うために、結愛は身体を起こした。

　ミシンを取るためにはあと一段、あがらないといけないようだ。結愛は足を震わせながら持ち上げた。

（あっ……）

　上げた足が上手く脚立の台に上がらないまま、もう片方の足を離してしまい、足が滑り落ちていくのがわかった。咄嗟に前に手を出そうとするも、ミシンが置いてある棚に触って、万が一ミシンが落ちたり、傷ついたりしたら……結愛が怪我をするよりも損害は大きいと思って掴むのをやめた。

　ガタガタっという盛大な音とともに、「結愛！」と呼ばれたような気がした。

　怪我をする覚悟で、結愛は身体の筋肉を緊張させると身を縮めて瞼を強く閉じた。

（痛っ……い、は……ず？）

　背中を床に強打したはずなのに、結愛は全く痛みを感じなかった。むしろ温かい。最近知った人の温もりを感じた。

「冴島課長っ！　大丈夫っすか？」

　近くに駆け寄ってくる足音と、叫び声で結愛は目を開けて現状を確認した。冴島に抱きしめられて、床に二人で倒れていた。結愛は慌てて、彼の腕から飛び出すと正座になった。

「すっ、すみませんっ。冴島課長！　大丈夫ですか？」

「あ……ああ。山崎さん、怪我は？」

「私は平気です。課長こそ……」

　結愛を抱きしめたまま、床に背中を強打したのだ。相当、痛いはずだ。

「俺は平気」

「でも背中……」

（痛いはず）

「大丈夫。ミシン、やろうとしたのか。ちょっと待ってろ」

　冴島課長が何事もなかったように立ち上がると、手に持っていた書類を駆け寄ってきていたバイトの男の子に手渡した。

「さっき指示した通りに、売り場を作ってもらっていいか？　ミシンの売り場を手伝ったら、すぐに行くから。それまでは一人でできるだろ？」

「はい。大丈夫です……けど、背中……」

　バイトの男の子も気になったようで、様子を窺うように冴島を見てきた。

「だから平気だって。身体の丈夫さには自信があるんだ。売り場、頼んだぞ」

　冴島がにっこりと笑って、バイトの男の子の肩をバシッと叩いていた。結愛のところに戻ってきた彼が、肩に手を置いて覗き込んできた。

　冴島は結愛の目尻についている涙を指先で拭うと、眉間に皺を寄せた。

「泣いてる？　やっぱどっか打ったのか？　痛いんだろ？」

「ちがっ……だって、冴島課長が……」

「俺が？　なに？」

「怪我して……、私のことなんか、いいのに」

「良くないだろうが。結愛が怪我するほうが困る。高い位置から落ちてきたわけじゃねえし、ちゃんと受け身をとって倒れたから平気だよ」

「でも……」

「なら、言わせてもらうが。売り場は一緒に作るって約束したよな？　高所作業が苦手なんだから、無理すんなよ。焦ったからな、足を踏み外したのを見たときは、心臓が止まるかと思った」

「……す、すみません」

　ふう、と息を吐きだして、「もういいよ」と冴島は優しく笑い、結愛の頭を撫でた。

「え？　でもなんで高所作業が苦手って知ってるんですか？」

「わかるよ。脚立作業のとき、いつも恐る恐るやってるだろ」

「み……見てたんですか？」

「まあ、視界に入ったから」

　冴島が視線を逸らして、耳の後ろを人差し指でかいた。

「あ、そうだ。計画書、ありがとうございます。すごくわかりやすくて……」

「なら、良かった。だからって勝手に一人でやるなよ？」

　冴島が脚立に足をかけた。結愛とは違う安定した足で、一段だけのぼるとミシンを手にとっていた。

「すみませんでした」

「前にも言ったけど、力仕事は男の仕事だから。俺に声をかけて」

　ミシンを持ったまま、降りた冴島が「な？」と言わんばかりの顔をした。

「でも……今日ってもう、残業になってますよね？　売り場作り、大変そうだし。休憩いくのだって遅い時間で」

「社員だから。それが俺の仕事。残業しても大丈夫。結愛たちは残業に厳しいだろ？　数分だってすぐに怒られる。まあ、俺も……度が過ぎると総務課長に怒られてるけど……慣れた」

「え？　課長でも怒られるんですか？」

　ミシンを主通路のテーブルに出しに行きながら、冴島がくくっと喉の奥で笑った。

「そりゃ、怒られるよ。若くして課長になったからルールがわかってない、とか。売り上げ悪いだとか。備品、使い過ぎとか。細々としたところで怒られてる。俺も言い返すから、傍から見たら喧嘩しているように見られたりしてるけど」

「ああ、冴島課長の言い合いやバイトへの注意はパートさんたちの噂の的ですから」

「それ、やりづらいなあ」

　苦笑しながら、彼はミシンをテーブルに置いた。結愛も彼の顔を見て、釣られるように肩を竦めて笑った。

「いつも課長は正論を言ってるって思ってます。それに真面目に取り組んでいる人や頑張っている人には優しいと思います。周りをよく見てて、すごいなあって」

「ありがとう。結愛にそう言ってもらえるのが一番嬉しい」

（え？　一番……嬉しい？）

　それって期待してもいいのだろうか？

　テーブルに置いたミシンの角度を微調整する冴島の背中を見ながら、結愛の心拍数が跳ね上がった。

「さくっと終わらせて、バックにある在庫もいくつか表に出そう」

「は、はい！」
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　バックにミシンを取りに来たはず……なのだが、結愛は後ろから冴島に抱きしめられて、身体が固まってしまった。

「あ、あの……」

「ん？」

「何をしているんですか？」

「抱きしめてる。ついでに首にキスもしようと思ってる」

　首に唇を這わされて、チュッと吸い上げられた。

「あっ……んぅ。駄目ですっ」

「どうして？　身体はちゃんと反応してるのに」

「ここ、仕事場です。誰か来たら！」

（どうするんですか？）

「誰も来ないところなら、仕事場でも平気？　会議室なら予約が入ってなければ、使えるよ？　研修室もあるし」

「そういうことじゃなくて」

「わかってる……けど、止められそうにない」

（ええ？　なんで？）

　冴島に身体を求められるのは嫌いじゃない。たぶん、好きだ。

　好きな人の体温を感じ、性的に求められるのは……人として必要とされていると強く感じられる。継母にずっと邪魔扱いされてきて、寂しかったから。

　でも時と場合は選んでほしい。

　冴島が結愛のわき腹からエプロンの下に手を滑り込ませてくると、ワイシャツの胸にあるボタンが二つ外された。彼の指はさらに素肌へ近づこうと侵入していく。ブラジャーの中に指を入れると、少し固くなり始めている突起を弾かれた。

「あっ、ん。ちょっと……課長！」

「結愛に触りたいんだ。表に出ているときは我慢してたんだ。『見合い』って言葉も聞こえてくるし、俺との約束を無視して作業始めて、落ちるし……仕事中で客もいるから怒鳴りたい気持ちを堪えたんだからな？」

「怒鳴りたい？」

「見合いってどういうことだ？　勝手に作業してんじゃねえよ！　だから俺に任せろって言ってるのに、脚立から落ちてんじゃねえって。自分勝手な言い分で、自己中心的な考え方で苛ついてるのはわかってるけど。ムカムカが止まらないのに、結愛がいきなり褒めてくるから。ムカついてんのに、嬉しくて有頂天になりそうになる自分もいて。感情が無茶苦茶で……だから結愛が欲しい」

「辻褄が合って……」

「わかってる。キスしたい」

　冴島の手が胸から離れると、結愛は腕の中で身体の向きをかえた。目が合うとお互いに唇を重ね合わせた。

「ん……んぅ」

　彼の熱い舌が口腔内を荒々しく犯してくる。苛ついているという感情がそのまま、舌に伝わってくる。

　結愛が背中に手を回すと、彼の身体がぴくっと跳ねるのがわかった。

「痛い、ですか？」

「当たり前だろ？　受け身はとったが、痛みが全くないわけじゃない。でも大丈夫だから」

　結愛の髪に指を絡ませて、キスしようと冴島の顔が近づいてきた。

「お見合い！　しませんから。さっきのは妹の話で……また継母が見合いをしろってすすめてきたって話しに来ただけで」

「俺のときみたいに、身代わりでって言ってきても？」

「しません！」

（だって私は……冴島課長が好き、だから）

「良かった」

　嬉しそうに笑って、結愛の額に自分の額をつけてきた。

（顔……近いからっ）

　恰好いい顔が間近にあり、結愛は心臓の鼓動が速くなった。

「……知ってたけど」

「え？　なに、が、ですか？」

「見合いしないって。妹ちゃんが、俺のこと「おじさん」って言って話しかけてきたから」

「あ……ごめんなさい。おじさんって失礼なことを！　私より若い課長になんてことを」

「別にそんなことはどうでもいい」

「妹は課長に何を言ったんですか？」

「内緒」

　耳朶を甘噛みされながら、甘い声で「キス、させて」と冴島に囁かれた。ゆっくりと首肯する。

　非常階段へ続く大きい扉が開く音がして、結愛も冴島もびくっと肩を震わせて、距離をあけた。

「冴島課長？　いるんでしょ？　話があるの！　出てきて」

　高木の声がバックに響いた。探し回る気はなさそうで、扉の前で不機嫌そうに立っていた。

「俺らが出ていったら、売り場に戻って。ミシンはやらなくていい」

　耳元で告げると、冴島は結愛から離れていく。棚の向こう側で、立って待っている高木のほうへと足を向けた。

　高木の顔が動くと、結愛と目が合ったような気がした。が、もしかしたら足音が聞こえて、冴島を見ただけかもしれない。

「売り場をバイトに任せて何をしてるの？　明日の件でいくつか確認しなくちゃいけないことがあるの。手間を取らせないで」

「なら、携帯鳴らせばいいだろ。会議資料に明日のことも書いてあるけど？」

「あなたの資料はわかりにくいのよ」

（え？　冴島課長がまとめた資料は見やすいのに）

　言い合いをしながら、二人は非常階段へと消えていく。結愛はワイシャツのボタンを留めると、売り場へと戻った。

（モヤモヤする）

　見やすく理解しやすい彼の資料をなぜ、高木はわかりにくいと言い、冴島を呼び出すのだろうか。結愛と違って、高木は大学も出ただろうし、就職もできた人なのだ。自分よりも物事への読解力はあるはずなのに。

　それとも「わからない」と言うことで、冴島との接点を持とうとしている、とか？　話すきっかけを作るために……。

　もしかして高木は冴島を……好きなのかもしれない。
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　主通路に出したミシンの横にポップを付けたり、チラシを置いたり、見やすい位置に値札を置いたりしていると、冴島と高木が話しをしながら家電のほうへと歩いていくのが見えた。

　恰好いい冴島に、クールな美女である高木のツーショットはとてもよく似合っているようにも見えて、胸が痛くなった。仕事だから一緒にいるだけなのに、苦しい。

（仕事に集中しなくちゃ）

　軽く頬を叩いて気合いを入れると、結愛はミシンの棚に置きっぱなしになっている脚立を片付けた。

「パートさんは、男漁りに必死なのねえ」

　くすくすっと小馬鹿にされたような笑い声がして、結愛が振り返るとヒールの音を鳴らしながら戻ってきた高木がいた。結愛の隣に立つと、売り場の商品を手に取っていた。

「まあ、それもそうよね。三十歳にもなって独り身でパートだなんて最悪だもの。社員になれる器量もないのなら、生きていくのに男を垂らし込むのも必要よね」

「高木……総務課長？　何のことだか」

「とぼけなくていいから。バックヤードでキスって最低よ。仕事中なのよ。プライベートで見つからないから……って。ああ、仕事中じゃなきゃ駄目か……ハシタナイ。私が来なければ、最後までしてたのかしら？　不潔ね」

「そんな、つもりは……」

「『ない』と言い切れるのかしら？　首にキスマークつけちゃって。私は『彼のモノ』とでも言いたいのかしら？　手作り弁当まで捧げちゃって。必死感が痛いわね」

（どうしてそこまで知って……）

　結愛は苦しくなりながら、首を手で隠した。

「冴島は仕事に関しては真面目な男よ。そんなことで彼を支配できると思わないでちょうだい」

　商品を棚に戻した高木は、結愛を睨みつけてから歩き出した。レジ横のドアの前で、一礼して「失礼いたします」と言うとバックへと入っていく。

（必死感……痛い）

　結愛は胸に手を当てた。

　三十歳独り身のパートだからって、生きていくために男漁りしてなんかいない。パート代だけでは、確かにキツい月もあるけれど……一人だからどうにかなっている部分もあるのに。

　一人で生きるのが辛いからって、男の人にどうにかしてもらおうなんて思ったことなかったのに、どうして──。

「結愛、待たせた。続きをやろうか」

「大丈夫です！　一人でやります！」

「結愛？　どうした？」

　伸びてくる冴島の手を結愛は、叩いて拒否をした。パチンという音が意外と大きくて、叩いた結愛自身がビクッと跳ね上がった。

「ご、ごめんなさい。でもあとは在庫を出してきて、空いた棚に出せばいいだけなので」

「出してくる在庫は棚の上で、脚立が必要なのに？」

「大丈夫です。やります。平気ですから、冴島課長は家電に……」

　スッと冴島の目が細くなるのがわかった。

（怒らせてしまっただろうか？）

　結愛はお辞儀をすると、背を向けようとしたが、「待て」と低い声で呼び止められた。

「言いたくないけど、仕事中に社員に怪我をされたくない。労災云々の話になると面倒だ。それにもしミシンを持ったまま、落ちたら？　損害は大きい。ただでさえ赤字続きの手芸店で、君はその責任をとれるのか？」

「……い、いえ」

（怒らせてしまった）

　高木に言われて、感情的になってしまった自分が悪いが、正論を厳しい口調で言われるのはつらい。しかもそれが好きな人の口からとなれば、己の至らなさに泣きたくなる。

「山崎さん、脚立を持ってきて。先にバックに行ってるから」

『結愛』から『山崎さん』に戻ってしまった。心の距離があいてしまった。

　短く「はい」と返事をして、脚立を取りに冴島に背を向けた。

（何やってるんだろう、私）

　レジの後ろに置いた脚立を目の前に、深いため息をついた。冴島は結愛が怪我をしないように、守ってくれた人なのに。高木の目を恐れて、冷たくしてしまった。

　そもそも結愛が高所作業が苦手でなければ、こんなことにはならなかったはずだ。自分が悪い。脚立を持っていったときに、きちんと謝らなければ。

　脚立を抱えるように持つと、バックで待つ冴島の下へと急いだ。

「あの……さっきは」

「悪かったな。あんなこと言うつもりは」

「え？　冴島課長？」

（謝るのは私のほうなのに）

　脚立を受け取りながら、冴島に先に謝られてしまった。結愛は首を左右に振りながら、じわっと涙が零れそうになった。

「仕事中にあんなことをしておいて、俺が悪い」

「いいえ。私が悪いので冴島課長の責任では」

「魅力的すぎる結愛の身体に罪があると？　ま、確かに一理あるけど」

「えっ？　違います！　そういうことじゃ……私が高所作業が苦手なのが原因だからっていう意味です。身体に罪があるってなんですか？」

「だから……思わず抱きしめたくなる身体だから」

「え？　は？　ちょっ……」

　脚立を広げた冴島が、結愛を抱きしめてきた。優しい温もりが心地よい。

「……って、総務課長に怒られたばかりだった」

「え？　冴島課長も？」

「ん？　結愛も？」

　顔を見合わせると、同時にぷっと噴き出して笑い合った。

「仕事中にパートに手出すなって怒られた。給料分以上の仕事しろって」

「その通りですね」

「なんだよ、給料分しか働きたくねえよ。結愛こそ、なんて怒られたんだ？」

「え……ああ、それは、秘密です」

（三十歳独り身の男漁りって言いたくない）

　不満そうに口を尖らせる冴島の表情が、ちょっと可愛いと結愛は思った。

「教えてくれてもいいと思うぞ」

「いえ。けっこうな言われようでしたので、知られたくないんです」

　結愛から離れて脚立に足を掛けようとした彼は、首だけ振り返った。

「それって、余計知りたくなる」

「言いたくないんです」

「知りたい」

　ジッと見つめてくる冴島に、結愛はそろぉっと視線を逸らす。数秒してから、彼の顔に焦点を合わせるとまだ、見つめられていた。

　もしかしたら言うまでじっと待っているつもりなのだろうか。

「要約すると、『三十歳独り身女は男漁りに必死ねえ』と言われました」

「はあ？　なんだそれ。酷いな。漁らなくても引く手あまたなんです、くらい言い返したか？」

「……いっ、言い返せるわけないでしょう？　キスしようとしてるのを見られてて、言い返せるわけ……」

「まあ、引く手あまただったら俺の入る隙がなくて困るけど」

「だからっ……え？」

（入る隙がなくて困る？）

　結愛は脳内にクエスチョンマークが飛んでいく。

　フッと笑った冴島は背を向けて脚立にあがると、一番上の段にあるミシンを取ってくれた。





第六章




（冷たい視線が痛い）

　結愛は冴島のデスクでパソコンを使わせてもらっているのだが、視界にちょうど入る位置に高木のデスクがある。隣のデスクの島の誕生日席に位置する彼女の「そこ使う？」と言いたげな厳しい視線に、胸がチクチクと痛んだ。

　できるなら結愛だって、別のパソコンを使いたい。主任のデスクは本人が使っているし、別のデスクにあるパソコンも、他の売り場の人に占領されている。

　フェアや売り出しの前は、どこの売り場もパソコンでの作業が多くなるのだ。結愛も手芸店の売り場にパートがいるうちに作業してしまいたかった。結愛が事務所に来た時点で、パソコンは冴島のデスクしか空いていなかった。

　背に腹は替えられない結愛は、高木の視線を強く感じながらも冴島の席に座り、パソコン作業を始めたのだ。微妙に、目の端に彼女の姿が入ってしまうのがつらい。背を向けていたり、全く視界に入ってこなければ、わからなかったかもしれない。気のせいで流せたかもしれない。

（他に空いてなかったから……）

　普段だったら、課長席に座ったりしない。よくて主任の席までだ。わざと好んで座ったわけではないのだから、睨むのをやめてほしかった。

「山崎さん、お疲れ様」

　右横から冴島が優しく声をかけてきた。

　結愛は彼を見て、「お疲れ様です」と言いつつ、パソコンのカーソルを画面の端へと移動させた。

「使いますよね。いま、退きます」

「ああ、いいよ。パソコン、使って。俺はデスクがあればいいから」

　冴島がパソコンのない隣のデスクの回転椅子に座った。手に持っていた書類の束を広げると、エプロンのポケットから赤いボールペンを出して書き込み始めた。

「すみません……ありがとうございます」

「気にするな。売り出し前なんて、こんなもんだろ」

　結愛は書類から目を離さずに答えてくれる冴島に、頭を下げるとパソコンに目を戻した。

（早めに終わらせよう）

　椅子をひいて、結愛は背筋をただした。気合いを入れて、彼に迷惑があまりかからないように場所をあけなければ。

「ちょっと！　少しは気にしなさいよ。そこは課長の席で、課長が戻ってきたのに席を空けないなんて非常識よ」

　高木が総務課長の席から大きな声をあげてきた。事務所中に響く声に、室内にいる人間たちの視線が集まるのがわかった。

「……え？　あっ──」

「俺が使っていいと言った。総務課長は気にしなくていい」

　書く手を止めた冴島が顔をあげた。

「そういう問題じゃないの。礼儀の問題よ」

「礼儀云々より、仕事のほうが大事だろ」

「他のを使えばいいじゃない？」

「見えないのか？　パソコンは全て埋まっている」

「時間をおけばいいでしょ」

「パートは勤務時間がきっちり決まってる。売り場との兼ね合いもある。パソコンの空きを気にして残業したとして、高木課長はその残業に納得すると？　勤務時間内に仕事をしろ、と怒っているのを耳にしたが？　違うのか？」

「……そ、それは、私が納得する内容ではなかったからよ」

「だと、いいが？」

　フッと少し馬鹿にしたような笑みを冴島が浮かべる。高木も己の分の悪さを感じているのだろう。冴島ではなくて、結愛を睨みつけていた。

「冴島課長は甘すぎるのよ。そうやって自分の仕事がおざなりになっているってわかってるの？」

「いや、おざなりになってない。社員はある程度の残業は許されてるからな。パートとは違う時間の使い方ができる」

「あ、あのっ！　すみません。私が悪かったので」

　結愛は開いていた画面を全て閉じると、席を立った。

「山崎さん、気にしなくていいって」

「いえ、課長の席を使った私が悪いんです」

　高木と冴島に頭を下げると、小走りで事務所を出ていった。

　凍り付く事務所の雰囲気に耐えられなかった。二人にとっては、いつも通りの言い合いなのかもしれないが、結愛には息苦しい空気だ。

　事務所内で集まる視線は冷たくて痛い。高木と冴島の間に流れる空気も、ピリピリとしていてその場にとどまり続けるなんてできなかった。

　廊下を早足で通り抜けて、非常階段のドアを開けた。

「結愛っ」

　と、呼び止められた。非常階段で、ドアが閉まると後ろから抱きしめられた。

「冴島課長、誰かが来たら」

「気にしなくて良かったのに。あれは総務課長が間違っている」

「き、気にします。たくさん人がいる前で言い合いなんて」

「あっちが間違ってるんだから、結愛が折れる必要はないだろ」

「あります！　上司の意見に盾突くなんて、私にはできません」

「課長同士の言い合いだろ、あれは」

「総務課長は私を睨んでました」

「確かに。結愛をすげえ顔で睨んでた」

　くくくっと喉の奥で、楽しそうに冴島が笑い出した。

「だからっ……」

「なあ、明日休みだろ？」

（え？　急に明日の話？）

　結愛の耳元で、甘い声を出して聞いてくる彼に身体が条件反射で熱くなった。

「休み、です」

「なら泊まってって。合い鍵、渡しとくから」

　冴島の手が動くと、顔の前で鍵を見せてから、結愛のエプロンのポケットにスッと忍ばせた。

「いいんですか？」

「残業していかないとだから。部屋で待ってて。夕飯も期待してるから」

　結愛から離れた冴島が、小指に指先を絡めてから「ね？」と微笑んだ。顔を真っ赤にして頷いた結愛を見てから、彼は事務所へと戻っていった。
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　閉店処理を終えて、結愛が退勤すると高木とばったり職員用出口で会った。一瞬だけ目が合ったから、結愛は「お疲れ様です」と声をかけるものの、無視されてしまった。

　イトオンの食品売り場は二十三時までやっている。結愛がいる売り場は二十一時で閉店だ。冴島の家に行く前に、夕飯の材料と泊まっていくなら明日のお弁当も作ってあげられるかもしれないと結愛は食材を買いに行った。

　あまり時間をかけずに買い物を済ませると、結愛は借りている鍵を使って部屋にあがった。室内は冴島の匂いがして、ドキドキしてしまう。電気をつければ、初めて来たときと同じようにベッドの上にあるツッパリ棒の上に洗濯物が大量にかかっていた。

　お互いの休みの日に、何度か来て、掃除と料理を作って帰ってはいるが……数日で元通りになっているみたいだ。

　結愛はのれんのようにかかっている乾いた洗濯物を綺麗に畳むと、クローゼットを開けた。

「え？　きたなっ……」

　ぐちゃっと洋服がしまってある。

　彼なりに洗濯し終えた洋服をしまおうと努力してくれたのだろうか……が、結果はぐちゃぐちゃになった、と。

　その時の冴島の様子を想像すると、笑みが零れた。きっと「ああ、もう！　面倒くせえ」とか言いながら、やっていたに違いない。

（可愛いなあ）

　結愛はクスクスと笑いながら、乱雑にしまわれている服を一度全部外に出した。服と一緒にコロンと奥から、ピンク色のポーチが転がってきた。冴島が持つには不釣り合いだ。女性が持つような化粧ポーチ。

　チャックが少し開いており、ストラップが隙間から飛び出していた。

（彼女の……とか？　恋人が忘れていったのを隠した？）

　さあーっと血の気が引いていく。指先が震えるけれど、ストラップをポーチの中に押し込んで、チャックをして、元の場所に戻そうと思った──が、長さがあるため、隙間からすんなりと入ってくれない。

　チャックを開けてしまおうとして、結愛は目を見開いた。ちらっと見えた写真に驚きが隠せなかった。

（犬猿の仲……なのでは？）

　写真にうつっているのは総務課長の高木だった。隣にいるのは今よりも若い顔の冴島だ。浴衣を着て仲良く寄り添って、おそろいの指輪をして楽しそうにうつっていた。

「付き合って……？　うそ……」

　見ちゃいけないとわかっているのに、一度目にしたら衝動を止められなかった。ポーチの中身を確認してしまう。

「Ｓ」のイニシャルつきのストラップに、絵葉書、そして二人で撮った写真が数枚入っていた。二人の付き合った記録が詰まっているように見えた。

（元カノ？　今も……続いてる？　わからない）

　仕事場では犬猿の仲を装って、プライベートでは仲良しなのかもしれない。見合いしてから今まで冴島と過ごして、彼はオンとオフがしっかりしていると知っている。

　だから仕事ではライバルであり、プライベートでは恋人同士であっても冴島ならうまくやっていける。

「総務課長が私に厳しいのは……七万の支払いのために家に出入りしていると知っているから？」

（彼氏を誘惑する女だと思われている？）

　見合い相手だと知っていて、場もわきまえずにお弁当を作っているから嫉妬で、ということか。そういえば、結愛が冴島のお弁当を作っていると高木は知っていた。彼女だから？　彼氏である冴島から聞いていたのか。

（わからない）

　彼女の有無を冴島に聞いていないから。

　結愛はどうしようもなく不安に駆られた。気持ちを言葉にして確かめ合ってなかったが、なんとなく通じ合えていると思っていた。

　七万円の返済のためと思いつつも、どこかで彼を独占しているような気になっていた。自分が恋人の立場にいるような錯覚に陥っていた。

　思い上がりだったのかもしれない。勝手な思い込みにすぎなかったのかも。

　胸が痛くて苦しくなった。

　自分が冴島の彼女だったなら、ポーチを見つけたと突きつけてもいい立場なのだろう。いや、結愛にも、「見つけたんだけど」と言い、自分たちの関係を聞く権利はあるのかもしれない。

（……できない）

　結愛にはそんな勇気はありはしない。

　期待した答えと違う返答をされたら？　ただお金のため、結愛とは付き合ってないし、返済してもらったら今の関係は終わりだから、と面と向かって言われたら……考えただけで何も考えられなくなりそうだ。

（今の関係を……壊したくない）

　あやふやなままでいい。

　身体とお金の関係のままでいい。崩れてしまうくらいなら、何も知らないままで今の関係を続けていたい。

　結愛はポーチのチャックをしめると、クローゼットの奥に戻した。





　　　　　◇◇◇






『今から帰る』

　ラインが鳴って、結愛は冴島にＯＫのスタンプを送信した。

　机の横にしまってある白い折り畳みテーブルを出してくると、セッティングした。結愛が初めて来たときには、テーブルはなかった。

　一人暮らしだし、家で大したものは食べないからと、キッチンで立って食べたり、ベッドに座って食べていたと冴島が話していた。

　結愛が通うようになり二人で食べるようになると、冴島が買っておいてくれた。

　夕食をテーブルに並べ終わったところで、冴島が帰ってきた。黒色のビジネスコートに、白ワイシャツとスラックス姿の彼は「ただいま」と優しい笑顔を見せてくれる。

「おかえりなさい」

　と、言いながら胸がきゅっと痛みを訴えた。さっき見た高木との写真が脳裏を掠めていく。

「結愛、見て！　これ、届いてたんだ。すっかり発売日を忘れててさ。宅配ボックスを見て、テンション上がった！　やべえ、早くやりてえ。なんで明日も仕事なんだ！」

　箱をバリバリっと開けて、中からゲームのソフトを出した冴島が、少年のような輝いた瞳で話してくる。

　冴島はゲーマーだ。家にいるときはずっとベッドに座って、ゲームをしている。一人暮らしなのに、家庭用ゲーム機が何台もある。ゲーム機によってできるゲームソフトが違うからと結愛に説明してくれたが、さっぱりわからない。

　楽しそうにゲームをしている彼の表情は好きだ。悔しそうにしている姿も好きだ。クリアできないと、パソコンで攻略方法を探している彼の背中も好き。

「明日、売り出し初日だから、寝不足になるわけにいかねえし……ああ、いつもなら発売日の翌日はシフト入れないようにしてんのに。マジで忘れてた、くそっ」

　コートを脱ぎ捨てて、ベッドにどかっと座った冴島が悔しそうにソフトをジッと見つめている。フィルムを開けようか、開けまいか……葛藤しているようだ。

　結愛は床に投げ捨てられたコートを掴むと、ハンガーにかけてクローゼットを開けた。すっかり洋服の奥に隠れたポーチに目がいってしまう。

　深呼吸して、切なく締め付けてくる胸に新鮮な空気を取り入れると、結愛は扉をしめた。

「冴島課長の出られない日って……ゲーム発売日の翌日だったんですね」

（初めて知った）

「ああ。なんのためにこの職業に就いたと思ってんだよ。シフトを自分で選べるからに決まってんじゃん。教師の免許持ってるけど……教師になる気ははなっからねえよ。プライベートないじゃん。やりがいある仕事だとは思うけどな。でも俺には無理。仕事よりもゲームのほうが優先順位は上だから。仕事のほうが優位だったら、教師なってたかもしんねえけどな」

　マジで、やりてえ、とぎゅっとゲームのケースを抱きしめるとベッドに倒れ込んでいた。仕事場の冴島とは全然、雰囲気が違う。

（まるでおもちゃを買ってもらった子供みたい）

「ご飯、食べたらゲームしてください」

「え？　……ああ、でもその前に……いや、先に飯を食おう」

　冴島が起き上がると、床に座った。結愛が用意した夕食を見て、満面の笑みを見せると手を合わせてから食べ始めた。
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「結愛のご飯は美味しい」

　スエット上下に着替えた冴島が、皿を洗って後片付けをしている結愛を後ろから抱きしめながら囁いてきた。

「課長……ゲームはしなくていいんですか？」

「ん、あとで」

　チュッと首筋にキスをしてくる。

（あんなにゲームをしたがってたのに）

　結愛を抱きしめているよりも、やりたいゲームをしたほうがいいのではないだろうか？

「結愛、二人きりのときは下の名前で呼んで？」

「そ……奏太」

「そ。洗い物が終わったら、結愛に話があるんだ」

「なんでしょうか？」

「だから洗い物が終わったら、ね」

「抱きつかれていたらいつまでも終わらないですよ？」

「抱きつくだけで我慢してるから、洗っちゃって。キスしないし、胸も触らないから」

（……？）

「さっき、キスしましたよね？」

「今から、我慢するってこと」

　ぎゅっとさらに強く抱きしめられて、結愛の心拍数はあがってしまう。

（何もしないって言われても、ドキドキして洗い物が手につかない）

「あの、洗い物に集中できなっ……」

「じゃあ、洗い物はあとで俺がするから」

「……いえ、私があとでやります」

「たぶん、できないと思う」

「奏太？」

「いや、俺が……その、ね。まあ、いいや。とにかくあとで、な？」

　水を止めて、タオルで手を拭くと、ぐいっと冴島が結愛の腕を引っ張った。座って、と促されてテーブルを前にして結愛は腰をおろした。

　テレビの横にある棚からクリアファイルを出してくると、結愛に差し出してきた。

「これは……？」

「七万円、超えたから。その領収書っていうか、計算表？」

「え？　でもまだ……」

「弁当代も含め、な。一食六百円として計算してある。食費とここでの掃除してくれた時間も加えると七万円、超えたんだ」

　クリアファイルには事細かに計算してあった。レシートも一緒に貼ってある。確かに七万を超えている。

（じゃあ……私の役目はおしまい）

　だから洗い物はあとで冴島がやると言ったのか。結愛はもう用なしだから。もう来なくていい、と言われるのか。

　冴島との関係が終わってしまうんだ。

　彼が喉を鳴らすと、床に正座して真っすぐに見つめてきた。

「改めて山崎結愛さん、俺と結婚前提で付き合ってください」

「……え？」

　結愛は、予想外の言葉を言われて思わず聞き返してしまった。室内がシンと静まり返ると、彼の顔がみるみる真っ赤になっていくのがわかった。

「駄目？」

「いえ……駄目じゃないです！　ただ、驚いてしまって。私と、ですか？」

「それ以外に誰がいるの？」

（だって……写真が……。総務課長は？）

「う、嬉しいです。でも私ですか？　私でいいんですか？」

「俺には結愛しかいないと思ってるんだけど？　他にいるの？」

「そういうわけじゃ……総務課長、とか」

「はあ？　やめてくれよ、人のデータを削除するようなヤツ」

「はい？　データ？」

「こっちの話。で、結愛は俺と付き合ってくれるの？　くれないの？」

「つ、つ……付き合いたいです。よろしくお願いします」

　結愛は頭を深々とさげた。「はあ」と肺にため込んでいた息を吐きだした冴島が、足を崩してホッとした笑みを浮かべた。

「緊張した。疲れたあ」

　テーブルの上に顔を伏せると、冴島は「心臓がおかしくなるかと思った」と呟いていた。

「じゃあ、洗い物を……」

「やだ。行かないで」

　立ち上がろうとする結愛の手首を掴んで、冴島がテーブルに頬をつけたまま上目遣いをしてきた。

「えっと、でも」

「エッチしたい」

「ええ？　洗い物……」

「だから言ったじゃん。『たぶん、できないと思う』って。俺があとでやるって。結愛が付き合ってくれるなら、抱くって決めてたし。泊まっていって、って言っておいただろ？」

（そういうこと？　てっきり私は……）

　今日で関係が終わるから、もうやらなくていいと言われると勘違いしていた。

「ん？　何か言いたそうな顔してる。言ってごらん？」

「もう……終わりかと思って」

「なにが？」

　冴島が足を広げて座りなおし、その間に結愛がすっぽりとはまった。

　言いよどむ結愛の両頬が温かい両手で覆われると、優しく微笑まれた。

「奏太との今の関係が。七万円の支払いが終わったら、見合いをする前の状態に戻るのかと思ったから」

「それは結愛にとって嫌だった？」

「嫌です！　好きなのに……」

　結愛の素直な言葉に、冴島の顔が一気に花開いたかのような笑みになった。

「嬉しい。良かった。結愛の気持ち、聞けた」

「私の気持ち？」

「教えてくれないだろ、いつも」

「そんなこと……あったような気がします」

「だろ？　結愛はもっと思ったことを口にしていいと思うぞ。俺は聞きたい。心の中に溜めてほしくない」

（……それは、それで……難しい）

　結愛は首をかしげて、眉尻をさげた。

　我慢すること。気持ちを隠すことでずっと生きてきた結愛には、思ったことをすぐに口にするのは難易度が高い。

「少しずつでいいよ。すぐには難しいだろ？」

「はい。難しいです」

「わかってるから、平気だ。聞きたいときは俺から聞くから。そのときには隠さないで教えて」

（それなら、できそう）

　結愛が笑顔で頷くと、冴島の顔が近づいてきた。キスをされるとわかると、目を閉じた。

　甘い口づけに、結愛の口腔内が蕩けそうなほどに熱くなっていく。彼の優しい気持ちが、口から流れ込んでくるようで、身体がくすぐったくなる。

　彼の傍にいたい。彼に愛されたい。彼を愛したい。

　結愛は唇を離すと、冴島に抱き着いた。床に倒れそうになりながらも、抱きとめてくれると彼はクスクスと失笑し始めた。

　勢い余って、冴島の上に座った結愛は、まるで父親に抱っこされる子供みたいになってしまった。

「結愛は、自立してそうで実は甘えん坊だよな」

「自立しているし、甘えん坊ではないと思います！」

「じゃあ、なんで抱きついてるの？」

「えっ？　駄目ですか？」

「駄目じゃないよ。でも、甘えるのは俺だけにしろよ」

「……はい」

　顔が真っ赤に熱を持った。

（奏太以外に甘える人……いないから）

「結愛……ごめん。ゆっくりエッチしたい気持ちはあるんだけど。とりあえず一回だけ……すぐに抜いてもいい？」

「抜く？」

「痛いんだ、すごく」

「え？　私、重いですか？」

「違う。そうじゃなくて、俺の問題。元気すぎて、やばい。服着たままでいいから」

　冴島が、結愛を膝に乗せたまま、ずずっと棚があるほうへと移動した。片手で何かを探りだし、もう片方を結愛のスカートの中にもぐり込ませてきた。

　下着の薄い布をよけると、濡れそぼった繁みの奥へと指先を滑らせてくる。

「あっ……ん、んぅ」

　クチュと彼の指を待ち焦がれてたかのように水音が鳴った。避妊具を人差し指と中指で挟んで棚から取った冴島が、結愛の耳朶に口を寄せた。

「良かった。濡れてる」

「ちょ……ぬっ……、ええ？　いいことなんですか？」

「いいことだろ。すぐにいれても、結愛が痛くない」

　我慢できないんだ、と耳元で囁かれると、冴島が「ごめんな」と言わんばかりの笑みを見せた。口と手を使って、避妊具の袋を開けると手慣れた仕草で装着していた。

「結愛、乗って」

「乗る？　奏太の上に？」

「そう。ほら、俺のを飲み込みながら」

　腰を掴んで彼が誘導してくれる。ゆっくりと移動しながら、結愛は「んぅ」と甘い声を漏らした。

　冴島のはち切れんばかりの熱が、蜜口に触れただけでお腹の奥が疼いてしまう。

「んっ……ああ、んぁ」

（やだ。これ……奏太の形が、わかっちゃう）

「可愛い結愛。もっと奥まで」

「や……んぁ！」

　男根の全てを飲み込んだ結愛は、冴島に抱きついた。指で解されてないナカは、彼の形をより鮮明に感じてしまう。

　苦しいのに、広げられてる蜜筒から快感が伝わってくる。擦られてもないのに、ナカがヒクついてしまう。

「……どうしよう」

「なにが？」

「動いてもないのに……もう……」

「イッちゃいそう？」

　首肯した。

「まだイかないで」

「え？　でも……」

（ヒクヒクして……奥もジンジンするのに）

　結愛が驚いて目を見開くと、冴島に濃厚なキスを求められた。彼に強く舌を吸われるたびに、ゾクっと身体の芯が快感で震えて、膣の中を締め付けてしまう。

「結愛、動いて」

「え？　うご……」

（私が動くの？）

　結愛は軽くパニックになりながら、それでも腰を少し浮かして下に落としてみる。

「……んっ」

　気持ち良かったのか、冴島の声が漏れた。嬉しかった結愛は、また腰を浮かしては、下に落とす……を繰り返した。

　熱っぽい彼の吐息が吐き出されるたびに、結愛のお腹の奥も反応してきゅっとなった。

「結愛、もう少し……速く、動いて」

「こう、ですか？」

「もっと……」

　頬を紅潮させながら、冴島がお願いしてくる姿が恰好良くもあり、可愛くもあった。彼が求めるがまま、結愛は速さを増していく。
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「駄目だ……もっと……」

「ああっ！　んんっ」

　彼の上にいたはずの結愛は、一瞬の間に床に寝かされていた。冴島が、膝を掴んで上にいる。

　天井がなぜ視界に映っているのだろう、と頭が追い付いていない。

「え？　あれ？」

「一緒に、な」

　言うや否や、激しく腰を打ち付けられた。グチュっと愛液が鳴る音が聞こえ、肌と肌がぶつかり合う音に結愛の耳までもが犯されていく。

「あ……あっ、あっ……奥が……」

（ジンジンしてきた）

「結愛、好きだ」

　降りてきた子宮の入り口へと、熱を放たれるのと同時に結愛も頂点に達した。びくびくと腰が痙攣する。

　冴島の精液を残らず、飲み干したいと言わんばかりに何度も締め付けていた。





第七章




　ワイシャツに手を通す冴島の横顔を、結愛はベッドの中で眺めていた。腰から下の感覚がおかしい。

　一晩中、抱かれた結愛の膣口にはまだ違和感が残っている。まるでまだ彼がナカにいるみたいな感覚がしっかりと残っており、お腹の奥はまだジンジンと熱かった。

　出しっぱなしになっている白い折り畳みテーブルを見れば、まだ開封されていないゲームが放置されていた。

（待ちに待っていたゲームで、届いているのを嬉しそうに話していたのに）

　結局、ゲームはやらずに朝方まで結愛を抱いていた。それから食器を洗ったり、シャワーを浴びたりして、実質、彼は一時間から二時間ほどの睡眠しかとっていないはずだ。

　今日から売り出しが始まるのに、大丈夫なのだろうか？

「あの……お弁当、作れなくて、ごめんなさい」

　布団の中で結愛が謝った。

　早めに起きて作りたいという気持ちはあったのだが、ベッドから起きるなり足に力が入らずに、座り込んでしまった。その姿を見た冴島が、嬉しそうに笑いながら、作らなくていいとベッドに引き戻してくれたのだ。

「ゆっくり休んで。無理させたのは俺だから」

「奏太が出ていくときに一緒に……」

「鍵持ってるんだから。好きなだけ居ていいよ。なんだったら、俺が帰ってくるまで居てもいいんだよ？」

「それは悪いというか、なんというか」

（家主がいないのに、居座るのはどうかと思うけど）

　結愛は申し訳なくて、ずずっと布団の奥に入って顔を隠した。

「結愛は俺の彼女なんだから。気にしなくていいのに。なら、せめて動けるようになるまでは、休んでって」

「……はい」

　彼女、という響きに、結愛は身体のあちこちがくすぐったくなった。慣れない感覚だ。いつかは、彼女と言われるのにも慣れるのだろうか。

　フッと笑みを零した冴島が、ベッドに近づいてきた。結愛の頭を撫でてから、チュッと唇に軽いキスを落とした。

「動けるようになって帰るよりも、やっぱり俺が帰ってくるまで居てほしいな」

「でも、ゲームは？」

「結愛が仕事の日にやればいいよ。だから、部屋に居てくれないか？」

「わ、わかりました！　料理しながら待ってます」

（きっと、もう前回作った保存食はなくなってるだろうから。動けるようになったら買い物に行こう）

「やった。二日連続で結愛の出来立ての手料理を食べられるのは幸せだ」

　冴島が嬉しそうに笑うと、ベッドから離れてビジネスコートを羽織った。

「いってらっしゃい」

「ああ。寒かったら、床暖でもエアコンでもつけていいからな。我慢するなよ」

　はい、と結愛が返事をすると、冴島が出勤のために部屋を出ていった。家主の居なくなった室内で、結愛は天井を眺めた。

　昨日の夜から、まるで夢の中にいるみたいで、心も身体もフワフワしている。

　これでいいのだろうか。こんなに幸せでいいのか。

　今まで感じたことのない幸福感が怖い。自分にとって相応な幸せなのかどうかさえ、わからない。

（奏太、好きです）

　彼の匂いがする布団に顔を埋めると、結愛は再び襲ってきた強い眠気に意識を飛ばした。
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「あの、遅くなって申し訳ありません」

　結愛は会議室のドアをノックして、恐る恐るドアを押し開けた。十畳ほどの空間に長机と折り畳み椅子が四角く囲うように並んでいる。

　上座の位置に、高木総務課長がつまらなそうな顔をして座っていた。

「あら、まさか……昨日と同じ服？」

「すみません。慌てていたので、急いで行かないと……と思い」

　結愛はペコっと申し訳なく思って頭を下げた。冴島の部屋で、二度寝をしているとスマホの着信が鳴って飛び起きた。

　今まで勤めてきて、売り場の人以外から呼び出されたことは一度もない。ましてや総務課長という偉い立場の人からだなんて。

　嫌な予感がして、慌てて飛び出してきたのはいいが……昨日の帰宅の際に高木に服を見られていたのが仇になったようだ。

　訝し気に見られて、結愛は居心地が悪くなった。

　高木の斜め前に位置する椅子を引くと、結愛はゆっくりと腰をおろした。手に持っている鞄を隣の椅子に置くと、深呼吸をする。

　高木の冷たい視線が怖い。継母と重なってしまう。目を合わせるのが怖くて、結愛はテーブルに広げられている手帳を見つめた。

「無駄な話は嫌いなの。単刀直入に言うわね。手芸店の閉店が決定になったから」

（閉店が決定になった、から）

　結愛は脳内で高木が発したフレーズを繰り返した。耳から言葉は入ってきたはずなのに、意味がすーっと身体に沁み込んでいかない。

『閉店』という二文字が、まるでクルクルと頭のまわりを回っているみたいだ。

「……え？」

　少しの間を置いて、掠れた声が漏れる。

　現実を受け入れたくないのだろう。理解したくない言葉を飲み込めずに結愛は、視線を彷徨わせた。

「大分前から決まっていたけど、言うタイミングを見計らっていたの。本当は貴方の出勤日に合わせて言いたかったんだけど。なかなかね」

　わかるでしょ？　と言わんばかりの勿体ぶった言い方に、結愛は肩を縮めた。

（冴島課長とのことがあったからってこと？）

「スタッフたちはどうなるのでしょうか？」

「受け入れ先は決まってるわ。他の売り場で引き続き働いてもらう。ただ貴方に限っては、責任をとってもらわないと。アドバイザーの資格がありながらも、店に貢献できなかったのだから」

「責任、ですか？」

「わかるでしょう？　大人なんだから」

「辞めろ、ということでしょうか？」

「こちらからはっきりと言えないのも、わかるでしょう？」

　察しの悪い子ね、と聞こえてきそうな鼻で笑う音が聞こえた。

（辞める？　責任をとって……）

　思考停止してしまいたいのを、ぐっと押しとどめて、かろうじて脳みそを起動させていた。あまり深く考えられないが、この先の不安がどっと結愛の心を襲ってくるのだけはひしひしと感じた。

　貯金もない。イトオンの給料だけでなんとかやり繰りをしていた結愛が、仕事を辞めて生きていけるのだろうか？

　高卒で、独身の三十歳の女が、間もなく次の仕事が見つけられるとでも？

「あの、閉店日は」

「今月いっぱいよ」

「二週間もない……？」

「前々から決まっていた、と言ったでしょう？」

（奏太は……知っていた？）

　もしかして昨日の告白は、閉店を知っていたから？

　無職になる結愛を落ち込ませないようにするために、結婚前提と言って告白してくれたのかもしれない。

　好きでもなくて、ただ辞めざるをえない結愛に同情しただけ。

　バタバタッと廊下を走ってくる足音が聞こえると、ノックもなしに荒々しくドアが開いた。

「どういうことだっ、総務課長！　聞いてないぞ」

　頬から汗を流している冴島が、大股で室内に入ってきた。

「もう少し待てって言ったのに」

　と、ぼそっと高木がムッとした表情で悪態を零してから「なんのこと？」としれっとした表情で口を開いた。

「店長から報告を受けた。このくっそ忙しい時になにしてくれてんだよ」

「なにも。しいて言えば、前々から決まっていたことを話しただけ」

「決まってねえだろうが」

　バンっと冴島が、結愛と高木の間に立ってテーブルを叩いた。

「一年前から決まっていたわ。ただ誰かさんがごねるから。猶予をあげただけ。これ以上は無理よ」

「はあ？　ごねる？　猶予？　意味がわからねえなあ？」

「ごねてただけでしょう？　決定していたことに文句を言って、グダグダと」

「決定してなかっただろ！　手芸店の必要性を話しただろうが。この近隣に専門性の高い手芸店はないと調査したうえで、売り上げ回復への計画書も出した。徐々に赤字も少なくなってきてたし、一人当たりの売り上げ単価は昨年に比べて、倍額になっている。昨日の会議では、一年以内に黒字の月を……」

「夢物語よ。赤字が続く店舗なんていらないの。スーパーの一角に設けておくのは無駄。そう説明したでしょ？」

「納得いかねえって、言っただろ？」

　はあ、と呆れたように高木がため息をついた。

「これはもう、決まったことなんですか？」

　言い合いの険悪さに耐えかね、結愛は口を挟む。二人の視線が、結愛に向かう。

「違う！」

「そうよ」

　冴島と高木が同時に、反対の言葉を発した。

　それから二人はまたすぐに睨み合いを始めた。

「店長も納得してる」

「意見の押し付けだろうが」

「人聞き悪いわね。決定事項なの」

「埒があかねえから、店長に掛け合う」

　鼻息を荒くして、冴島が背を向ける。結愛は慌ててその腕を掴んだ。

「決定事項なら、その……大丈夫です」

「はあ？　大丈夫じゃねえだろうが。俺は納得していない。昨日の会議でだって、まだ様子を見ようって話だったんだよ。これからの売り上げ次第で……って。たった一晩でがらっとかわるわけが……ねえよな？　普通は……」

「店長の判断よ」

「へえ。そうかよ」

「あのっ！　大丈夫です。閉店と同時に辞める……でいいんですよね？」

「ええ。私のほうで処理しておくから」

　ぱたんと手帳を閉じた高木がにこっと笑って席を立ち、会議室を後にした。

　静かになった会議室で、「辞める？」と冴島の低い声がぼそっと聞こえた。

「はい。責任をとれって」

「何に対して？」

「売り上げに貢献できなかったから」

「なんだそれ？」

　意味がわからねえ、と呟きながら冴島がしゃがみ込んだ。綺麗にセットされている髪を掻きむしると、彼は滲み出る苛立ちを抑え込んでいるように見えた。

「昨日の告白って、こうなるってわかってて……なんですよね？」

「は？　こうなる？　ちょ、ちがっ、違うだろ。閉店の話は去年から出ていた。が、具体化はしてなかった。回復の見込みがあるっていう判断だったんだ。実際に客単価もあがってたし、すぐに黒字ってわけにはいかないが……なのに」

　くそっ、と冴島が悔しそうに顔を歪めた。それから立ち上がってため息をつく。

「俺が忙しいときを狙って、結愛に言うって卑怯だろ」

「昨日の件、無かったことにしませんか？」

「は？　なんで？」

「同情……だったんですよね？　いつかは閉店になるってわかってたから……だから。三十歳で独身で、他に行く当てのない女ってわかってるから」

「なわけねえだろうが。なんで同情で好きでもない女の一生を背負えるっていうんだよ。好きだからだろ？　結愛だからだろ？」

「でも絶対ないとは言い切れないですよね？」

　結愛は鞄の中から、冴島のマンションの鍵を出すと長机の上に置いた。

「ごめんなさい。今日は自分の家に帰ります。今後のことも考えないとですので」

「ちょっ……」

　席を立つ結愛の腕を掴んだ冴島が、キスをしてきた。抵抗する腕を強く掴んで、無理やり唇を割り、舌をねじ込んでくる。

「や……だ、んぅ……」

「結愛、ゆあ」

「んぁ……やだっ！」

　椅子の上に置いてあった鞄の取っ手を掴んで、結愛は冴島の身体にぶつけた。「なんで」と言わんばかりの表情で、彼が見つめてくる。

「ごめ、なさっ……。私も、好きです。でも……駄目なんです」

（これ以上、冴島課長の足を引っ張りたくない）

　結愛は鞄を肩にかけると、急いで会議室を飛び出した。

『くそぉっ。違う！』

　と冴島の低い声が聞こえ、一瞬足を止めるが、すぐに前を向いて歩き出した。

「やっと理解したのね。ここまでにならないとわからないなんて。馬鹿はこれだから嫌ね」

　腕を組んで仁王立ちしていた高木に、小馬鹿にした笑みを送られた。

「すみま、せん」

「謝るのは私に、じゃないでしょう？　むしろ迷惑を被った奏太にでしょう？　彼は優しいから。真面目な女に昔から弱いのよ。今後、彼は会社を担っていく幹部になれる立場にいるのに、こんなことで躓つまづいてほしくないの」

「わかって……ます」

「わかってないでしょう？　だからバックヤードで馬鹿みたいにイチャつけるし、閉店にされそうだからと奏太を利用してどうにかしてもらおうなんてまねができるんでしょう？」

「そんなことしてません」

（閉店の話があるなんて知らなかった）

「もうこれ以上、奏太の出世の邪魔をしないで」

　高木がカツカツとヒール音を鳴らしながら、結愛の横を通り過ぎっていった。振り返ると、彼女は冴島がいる会議室のドアを開けていた。

（新しい仕事……探さなくちゃ）

　悔しい気持ちを下唇を噛んで紛らわせると、結愛は大股で歩き出した。

　冴島を利用したことは一度もない。閉店だって知らなかった。高木に一方的に責められるいわれはないが、言い返す勇気が結愛にはなかった。

　零れ落ちそうになる涙を必死に堪えると、非常階段の扉を開けて駆け下りた。
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（違う……同情なんかじゃない。俺だって今日のことは知らなかった）

「結愛、戻ってきて……好きなんだ」

　くそっ、とまたムカムカした気持ちを吐き出しながら、椅子を蹴り飛ばした。

「感情のままに物に当たるなんて、まるで子供ね」

「……誰のせいだよ」

「私のせいとでも言いたいの？　馬鹿なことをしているから、道を元に戻してあげただけ。お礼を言われてもいいくらいのことをしたのに。責められるいわれはないわ」

　会議室に入ってきた高木が、フッと笑いながら倒れている椅子を起こして座った。

　一瞬でも、結愛が戻ってきたかと思って高揚した心は一気にどん底に突き落とされた。

　今、一番会いたくない女が目の前にいると思うだけで、胸のイライラが増幅する。

　彼女と距離をあけて立つと、壁際に寄りかかった。

「店長と不倫しておいて、よく言うよ」

「知って……」

「わかるだろ？　あれだけ店長があんたに言いなりなら。昨日と今日とで……店長がころっと言い分をかえるって、陰に女がいるとしか考えられねえしな。閉店に関しては、納得いかねえから。店長に話をするつもりだ。いくら店長があんたの言いなりでも、全部が全部ってわけじゃないんだろ？　だから、説得材料になりそうな俺のデータを消して、無理やり話をすすめたんじゃないのか？」

「反対意見がある以上、むげにするわけにはいかないから。三人の意見が一致するまで待とうとは思った。売り上げの悪さを目の当たりにすれば、すぐに折れると思ったのに。奏太があそこまで頑固だったのは予想外ね。これ以上、赤字続きは困るから、奏太には内緒で、山崎さんに伝えたの。貴方にはギリギリまで報告しなくていいって店長には話していたのに。黙っておけなかったのね」

「なら、俺はまだやれるな。あんたが勝手に暴走しただけだ」

（店長の説得さえうまくいけば、閉店は回避できる）

　バンっと高木がテーブルを叩いた。ぎろっと冴島を睨みつけてきた。

「閉店よ。暴走じゃない、決定事項！　なんなの？　あの女がそんなに大事？　嫌われたくない？　それだけのために赤字の店を存続させる意味ってあるの？　奏太は今まで、使えない店は早々に閉店させてたじゃない！」

「俺は一度でも女が大事だからっていう理由で、仕事の決定はしていない。この地域にとって重要だと思ったから、閉店は待てと言ってるんだ。今まで閉店のジャッジをしたのは、近くに強豪店がいて、競り合う必要性が感じられなかったからだ。競り合って安くしすぎて赤字になるくらいなら閉店して、違うもので勝負をかけたほうが売り上げに繋がると判断した。働いてる人間がどうとか、好きな女がいるからっていう理由でジャッジを誤ったりはしない」

「なに、それ」

「もし仮に、近くに手芸店の強豪がいて、勝てないと判断すれば、俺はたとえ結愛が泣きついて頼んできても閉店の判断はしていた。だが、あんたみたいに責任とって辞めろとは言わない」

「私がまちがってるっていうの？」

「判断を誤ってるだろ？　この町にどれだけの店があって、その店では何が売れてて、うちの店とどう違うのか。一度でも調査したか？　ただ店の売り上げだけ見て判断しても、意味がないんだよ。異動でいろんな店を見てきて、前の店で成功したからってここで成功するとは限らない。通り一辺倒なやり方では赤字を増やすだけだ」

　高木は席を立つと、キッと鋭い目で奏太を睨み上げた。眼前に立つと、ぎゅっと胸のエプロンを掴んだ。

「奏太は昔からそう！　私のやることにいつも反対をするっ。デート中にゲームばかりしないでって言っただけなのに。ゲームの発売日でデートしたくないから、会わないって言うから……嫉妬しただけじゃない。それ以来、私の言うことやることに全て反対してきて！」

「はあ？　公私混同すぎるだろ。俺はプライベートと仕事は分けてる。あんたは仕事に私情を持ち込みすぎた。人の上にたつ人間として、もう少し考えたほうがいいんじゃないか？」

　胸倉を掴んでいる高木の手を外させると、奏太は会議室を出ていった。廊下を早足で突き進んで事務所に足を向けた。

　探す人間はただ一人──店長だ。
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　真っ暗な自室で、どれだけの時間を過ごしたのだろうか。手には求人情報誌を掴んだまま、茫然と床に座っている。

（これからどうやって生きていこう）

　もちろん実家には頼れない。帰ったところで追い出されるのが関の山だ。

　貯金はない。次の仕事も決まってない。でも二週間もしないで結愛は無職になる。アドバイザーの資格を取り、手芸店でいつまでも働けると思っていた。資格さえあれば、あそこに置いてもらえると。

　勘違いだった。辞めるときは、意外にも早く訪れてしまった。

「どうしよう」

　暗すぎて、求人雑誌の文字はもう見えないのに、結愛はそれを広げてペラペラとページを捲った。何度開いても現実を受け入れられていない結愛の頭に文字が入ってこない。

　雑誌を閉じて胸に抱え込むと、床にごろりと横たわった。床がヒヤリと冷たかった。心なしか室内も寒く感じる。

　ピンポーン、と部屋に呼び鈴が鳴り響いた。

『ゆあ……結愛？　いるか？』

　ゴンゴンとドアを叩く音と一緒に、冴島の低音ボイスがドアの向こうから聞こえてきた。

　身体を起こして立ち上がると、結愛は玄関のドアにそっと手を付けた。

「帰ってください」

（会いたくない）

　会ったら、いろんな思いをぶちまけてしまいそうで怖い。関係ない過去の黒い感情でさえもぶつけてしまう。冴島には関係のない継母との嫌な思い出さえも……。

『話がしたい』

「だめ、です。今は……」

（無理だから）

『閉店の話はなくなった。あれは総務課長の独断でやったこと。あれから店長と話をして、閉店は先送りになった。まだ挽回の余地はある』

「……え？」

（閉店しない？）

　結愛はドアのロックを外すと、ゆっくりとドアを開けた。朝と同じ恰好のビジネスコートに身を包んでいる冴島が、寂しそうに笑っていた。

「閉店、しないんですか？」

「ああ。まだ危機を乗り切ったわけじゃないけど、チャンスは与えてもらえたから。今後、どのように黒字にもっていくかは、俺たち次第だ」

「なんで……決まったことが覆るなんて」

「だから言っただろ？　総務課長の独断だったって。俺がずっと反対してて、店長も煮え切らない態度だったから、俺が売り出しで忙しい時に行動を起こせば、どうにかできるとでも思ったんだろ？」

「でも店長が」

「まあ、そこらへんの取引は……上役同士の駆け引きみたいなもんだな」

「……え？　冴島課長？　何か悪いことしましたか？」

「あっちもあっちで、使ったから。俺も同じようにちょっとだけ。それで閉店が取り消されるなら、ちょろいだろ。店長と総務課長で周囲に告知する前で良かったよ」

（一体、何をしたのだろうか？）

　黒い笑みで笑う冴島の顔が少し怖かった。

「で、次は俺たちの今後の話がしたい」

（あ、それはだめっ……）

　結愛はハッとしてドアを閉めようとしたが、開けていた隙間に冴島の足が入って食い止められてしまった。

「せっかくドアが開いたのに、閉めさせるわけないだろ？　結愛、話をさせてよ」

「でも……」

「俺、別れるつもりないよ？」

「え？」

「閉店の話が出ているから、同情じゃないかって結愛は勘違いしているみたいだけど、同情だけで他人の一生は背負えない。俺は結愛だから一緒に居たいんだって信じてもらいたい。総務課長には、好きな女だからってジャッジを誤ったりしない的な大見得を切ったけど……たぶん、それなりに影響は受けてると思う。結愛だから……閉店させたくない。どうにかして黒字にしたいって思ってる。もちろん、引き際は心得ているつもりだけど」

「大見得を切ったんですか？」

「もちろん。俺は感情に振り回される人間じゃないって言い張った……が、実際は振り回されてると思うよ？　結愛と別れたくなくて、どうやって話をしてわかってもらおうかと売り出し初日なのに、仕事に全く集中できなかった」

　冴島が苦笑して肩をすくめた。

（冴島課長が？　仕事が手につかない？）

　信じられない。

「だからきちんと話をさせてほしい。結愛の傍に居たいんだ」

「私は……冴島課長の傍に居ていいんですか？」

「もちろん」

　嬉しそうな笑顔になった彼が、ぎゅっと結愛を抱きしめてきた。胸に耳をつけると、彼の心臓の早鐘が聞こえた。

　結愛以上に速い脈拍に、彼がすごく緊張していたのが伝わってきた。

「冴島課長の足を引っ張ってはいけないって思って。だから、私よりも高木総務課長のほうがいいって気がして。私みたいな継母に嫌われていて、高卒で……学歴もない女がって思うと苦しくて」

「ん？　なんでそこで総務課長の名前が出てくるんだ？」

「だって、付き合って……あっ！　ナンデモないデス」

　クローゼットの中にあった可愛いポーチを思い出して、結愛は冴島の腕の中で口を押さえた。肩を掴んで、距離をあけた冴島は眉間に皺を寄せて、難しい顔をしていた。

「結愛？　何を隠してるの？」

「か、か……隠してません。隠してたのは冴島課長のほうで……」

「はあ？　俺が何を隠していると？」

「だって、クローゼットに……いえ、なんでもないです」

（ああ、どうして！　ポロっと出ちゃうの！　言わなくていい言葉が）

　言わないようにしようと思えば思うほど、口から出てきてしまう単語に結愛は自己嫌悪してしまう。

「クローゼット？　何かあった？」

「ないってことにしておいてください」

「家に帰って俺が探せば、わかることだろうが。教えてよ」

「……えっと、その、可愛いポーチが奥から出てきて、その中に総務課長と冴島課長の写真があったんです。浴衣を着てて、お揃いの指輪をして」

「あーー、昔ね、就職してすぐの頃に、数カ月付き合って別れたよ。ゲームばっかやってて、キレられて振られた。仕事しているときと雰囲気が違いすぎて、嫌だとも言ってたなあ」

「課長が振られたんですか？」

「ああ。振られた」

（総務課長、まだ冴島課長のこと好きだと思ったんだけど、違ったのかな）

「まだ総務課長は、好きだと思ったんですけど」

「はあ？　やめてくれよ、マジで。データ消すようなヤツとは付き合えねえし、もう好きでもなんでもない。ただの同僚……。誤解も解けたし、そろそろ家の中に入れてもらってもいいかな？」

　寒い、と言いながらぶるっと冴島が身震いをした。

　結愛は謝ると、家の中に招き入れる。暖房もつけず、室内は真っ暗だ。

　彼が来るまで、暗い部屋で沈んでいたのが丸わかりで、恥ずかしくなった。結愛は慌てて部屋の電気をつけて、窓のカーテンを閉めた。

「データを消すってなんですか？」

（前にも『データ』がなんとかって言っていた気がする）

　結愛はキッチンに立って、やかんに水を入れた。お互いに身体が冷えているはず。まずは温かい飲み物を用意して身体を芯から温めようと思った。

「閉店回避の情報集めをして、納得できるように書類をまとめておいたんだ。結愛が来た日に、総務課長から電話があったことがあるだろ？　メモリースティックから会議の資料を引き出すついでに、そのデータを勝手に削除したんだ。たまたま家のパソコンにデータのバックアップをしておいたから、翌日の会議に間に合ったけど、焦ったな」

「なんでそこまで……」

「思い通りに行かないからだろ？　ゲームオタクの男に、負けるなんてプライドが許さないんだろうよ。仕事一筋の女が、仕事よりもゲーム優先の俺に──。必死にその地位についたヤツから見れば、俺はむかつくんだろ」

　ふん、と鼻で笑った冴島が鞄を床に置くと、後ろから結愛に抱きついてきた。

「冴島課長？　いま、温かいお茶を淹れるので」

「奏太、だろ？　それにお茶よりもくっついていたほうが温まる」

「ちょ……でも」

「結愛、抱きたい」

　チュッと水音をわざとたてながら、耳朶を甘噛みされた。首筋にも軽く歯をたてられた。ゾクゾクと快感が背中に走って、結愛は腰が勝手に揺れてしまう。

「奏太、待って……本当に。お茶……やかんに、火が」

「なら止めよう。お茶よりも先に、結愛を抱きたいんだ」

　後ろから冴島の腕が伸びてくると、やかんの火を止めた。二人で手を繋いで、部屋の奥に行く。

　冴島がビジネスコートを脱いで、鞄の上にくしゃっと投げた。

「あ……皺に」

「いいから。それよりも脱いで」

　コートに一瞬身体を向けた結愛を押さえてから、冴島の手が背中にいく。ワンピースのチャックを下ろして、ブラのホックも外した。

　結愛がワンピースの袖を抜こうとしているのに、彼は気にもせずに胸の突起を摘まみ上げた。

「ああっ……んぅ、だめ！」

「なんで？　固くなってるよ？」

「寒いから」

「キスして期待した？」

「ちが、う……ん、あっん」

　ワンピースが脱げると同時に、結愛は快感で足から崩れ落ちた。ベッドに尻が落ちると、にやりと冴島が笑った。

「俺も脱ぐから待ってて」

　パンツ一枚になった結愛は、寒くて布団の中に潜り込む。とてもじゃないが、これで身体が温まるとは思えない。今まで、冴島の家だったから心地よかっただけなんじゃないか。

　彼は電気代がどうとか気にせずに、寒いときは暖房をつけてくれるし、床暖付きのアパートだから、足元が冷える日は結愛が言う前に温めてくれていた。

　結愛はといえば、毎月ギリギリの生活だ。もっと寒くなったときのために、と我慢できる。冷えなら布団をかぶって凌ぐ。

　今も冴島がいるから暖房をつけたほうがいいのだとわかっているが……電気代がかかると思うと「つけますね」と言えない心の狭い自分がいる。

「結愛、気にしなくていいよ。すぐに熱くなるから」

「え？　熱く？」

「さっきからエアコンをチラチラ見てるから。つけないと、って思ってるんだろ？　大丈夫だから」

（すっかりバレてる）

　裸になった冴島も結愛のベッドの中に入ってくる。

「結愛の布団、気持ちいいなあ。毛布に挟まれてるみたいだ」

　冬用の温かいモフモフしたシーツと毛布の間に身体を入れた冴島は結愛を抱きしめながら、呟いていた。

「私、冷たくないですか？　大丈夫ですか？」

「うん、冷たい。温めてあげる」

　ぎゅうっとさらに強く抱きしめられた。寒いと言っていたはずの彼のほうが、体温が高くほかほかしている。

「会議室でさ。結愛に鞄で殴られたときはもう駄目かと思った」

（あ、そうだった。私、失礼なことをっ）

「ご、ごめんなさい」

「感情が先走って、焦った俺も悪いけど、な。同情とか言ってくるし、好きって告白しておいて、駄目なんですって言うし。頭が混乱したからな？」

「本当にごめんなさい。私もぐちゃぐちゃで。奏太の邪魔になりたくなかった」

「邪魔ってなに？」

「閉店になるってわかっていたから、同情して『結婚前提』で付き合うって言ったかもしれない、とか。店長も総務課長も『閉店』で答えが出ているのに、奏太が反対意見で対立してて昇進に響いたらどうしよう、とか。もっと上にいける人なのに、私のせいで……とか思ったら、今ここで別れたほうが奏太のためになるんじゃないかって」

　くくくっと冴島が失笑していた。結愛が顔をあげると、愛おしそうに見つめてきて額にキスを落とした。

「誤解されることが多いんだけど、俺さ、別に昇進に興味ないから」

（え？　エリートコースの人が？）

　結愛の驚いた顔が面白かったのか、彼は声をあげて笑い出した。

「やっぱ、結愛もか。俺、暇さえあればゲームしていたいんだ。だから昇進よりも自由に休める職業がいい。で、イトオンに就職した。教職だとプライベートの時間まで奪われるから。意外ととんとん拍子で出世してきたから、周りの期待が最近、ちょっとキツいんだよなあってところ」

「あっ！　まだ新しいゲーム、やれてませんでしたよね？　大丈夫ですか？」

　折り畳みテーブルの上にある封の開いていないケースを思い出した。

「いいよ。朝も言ったけど、結愛が仕事で俺が休みのときにゲームするから。俺さ、結愛が初めてなんだ。ゲームやるよりも一緒に居たいって思った女性って。閉店の話が出る前から、結愛が気になってて……だから見合いの席に結愛が居たときは、逃しちゃいけないって必死になってた。七万円なんて結愛からもらう気なかった。でもいらないって突っぱねたら、俺たちの関係はそれで終わってしまうと思うと怖かった。やっと告白した翌日は、俺……振られそうになるし、焦った」

「本当にごめんなさい。私だって怖かったんです」

「なら、仲直りだな」

　嬉しそうに微笑む冴島が、身体を起こすと結愛の上に跨った。毛布と羽毛布団が足元のほうへとずり落ちていく。

「少し身体が温かくなっただろ？　もっと熱くなることをしようか」

「え？　布団がないとさむ……」

「寒くないようにしてやるから」

　いいだろ？　と耳元で囁かれるなり、結愛は身体の芯から火照ってきた。かあーっと熱くなった血が全身を駆け巡るような感覚だった。

「あの電気も」

「消さない。見せて、結愛の身体」

「は、恥ずかしい」

「それとゴムないから、お腹の上に出させてね。それとも結婚したいから、ナカでもいい？」

「け……、結婚はしたいですけど。赤ちゃんはまだダメです」

「そうなの？」

「……はい」

「じゃあ、結婚しよう」

「ええ？」

（赤ちゃんの話をしていたのでは？）

　結愛が目を丸くする。

「結愛、結婚して。駄目？」

「駄目じゃないです。嬉しいです」

（嬉しいけど、裸だから！）

　プロポーズってレストランとか、どこかのデートの帰り道とかだと思っていたから、エッチの最中に言われるのって恥ずかしすぎる。

　やった、と歓喜の声をあげて冴島は笑うと、鎖骨にキスを落とした。強く皮膚を吸い上げられて、甘い声が漏れてしまう。

　繁みの奥が疼きだし、蜜口を湿らせていくのが感じられる。

　昨日の夜も一晩中、冴島に愛された。朝方までずっと──。その余韻がまだ残っている身体は、あっという間に彼の熱を受け入れる準備が整っていく。

「結愛、腰が浮いてるけど？　もう欲しいの？」

「だって……昨日も……」

　ごにょごにょと言葉を濁しながら、横を向いた。

「俺も人のこと言えないけど」

　彼の言葉に結愛は視線を落とした。彼の熱が大きく膨れ上がり、先端からは汁が零れそうになっている。

（あんなに大きいのが……私のナカに入っていたの？）

　いつもセックスに夢中で、何も考えられなくなって、冴島に誘導されるがままだったから見たことがなかった。

「すご、いん……ですね」

　顔を真っ赤にさせながら結愛は呟くと、恥ずかしくて顔を背けた。

「すごいんですよ。でもこれを受け入れる結愛のほうが、もっとすごいんだよ？　噛みついて離れないから」

「そんなこと」

「あるから。だから今夜はあまり噛みつかないでね。ナカに出せないんだから」

　冴島が二つの突起を指先で弾いた。ぞくっと快感が走って、腰が浮いて彼の熱に擦りつけてしまう。

「煽るなよ、結愛」

「煽ってない、あっ、んぅ……だめぇ」

「可愛い声もときには苦痛だな。結愛の身体を解してからって思ってるのに、ちょっと……無理かも」

　ごめんな、と呟いてから、冴島が結愛の膝を掴んで大きく開かせた。膣口にひやっと冷たい空気が触れた。

　クチュと愛液が音を立てる。彼のいきり立つ男根の先端が、小さい口を押し広げようとしているだけで、結愛は身体が快感でどうにかなりそうだった。

「あ……あっ、そう、た……」

「結愛のナカ、あったかい。気持ちいいよ」

「んっ、あっ、あ、あっ……動いちゃ、いや……あっ」

　最初から激しい律動に、結愛のナカが壊れそうだと感じた。

　強い刺激が、身体を支配して何も考えられない。擦れるたびにぐちゅぐちゅと鳴る音が、卑猥でさらに興奮してしまう自分が恥ずかしい。

「あ、あん……奏太、だめ……本当に……すぐに」

（イッちゃうから）

「いいよ。俺もヤバいから」

（でも一緒にはイケないんだよね？）

　結愛は手を伸ばすと、冴島の首に手を巻き付けた。

「あ……ぁ、くぅ」

　冴島のほうがさきに頂点を迎えた。降りてきた子宮の入り口を何回か突いたあとに、スッと撤退すると結愛の腹に白濁の熱を吐き出した。

　肩で息をする彼の姿が色っぽく見える。少し申し訳なさそうな顔で、結愛を見ると熱いキスが降りてきた。

　薄く唇を開ければ、冴島の舌が入ってくる。ゆっくりと丁寧に口腔内を舌で触られてると思ったら、いきなり蜜口の中に指がさしこまれた。

「んぅ……ん、んっ、ん」

　いきなり奥まで入った指で、奥をぐいぐいと刺激された。指の腹でお腹を押し上げられるように激しく動かされた結愛は、快感で背中が反り返った。

「すごい、結愛！　ナカから潮が」

「ちがっ……やっ、だめ！　それ……あっ、あっ」

　奥が強く疼きだす。ぐちゅぐちゅと鳴っている音が、いやらしくて恥ずかしいのに、冴島は嬉しそうに笑うだけでやめてくれそうになかった。

「結愛、奥がヒクついてる。イッていいよ。さっきは我慢、させちゃったんだろ？　中に出せないからって」

「あ……んぅ、あっ、イッ……イッちゃう、あああっ」

　ぎゅうっと彼の指を締め上げながら、結愛の腰が激しく痙攣した。世界が真っ白になり、気怠い疲労感が襲ってくるとぐったりとベッドに足を投げ出した。

　ナカの締め付けが緩くなったのか冴島が、指を抜いた。潮と愛液で濡れた指がてらてらと光に反射していた。

「結愛、好きだよ。ずっと俺の傍にいて」

「はい。奏太も私の傍にいてください」

　妹の代わりにお見合いに行って良かったと今は思える。素敵な出会いがあり、片思いしていた冴島と今はこうして一緒にいられる。

（結奈に感謝しなくちゃ）

　結愛は怠い身体を起こすと、冴島の腕を掴んで、自分から初めて口づけをした。
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エピローグ




『結愛さんと結婚したいと思っています。お許しいただけますか？』

　実家に行き、冴島が結愛の両親に頭を下げた。反対する人は誰もおらず、父と結奈は泣いて喜んでくれた。継母は反対もしないが、祝福もしてくれなかった。

　実家の滞在時間は一時間もなかった。夕飯に誘われたが、冴島が丁寧に断りをいれて、さりげなく帰るアピールをしてくれた。

　継母はキッチンで夕飯の準備を始め、父はテーブルで晩酌を始めていた。

　結愛と冴島は鞄とコートを居間に置いていたので、そこで帰り支度を始めた。コートを羽織ろうとする結愛に、結奈が抱き着いてくると上目遣いで見つめてきた。

「ねえ、お姉ちゃん、夕飯食べないで帰っちゃうの？」

「無茶、言うなあ。お義母さんのあの顔を見て、食っていけるわけねえじゃん」

　言葉を濁しながら返答しようと思っていた結愛の代わりに、さくっとど直球の言葉で冴島が返答した。

（相変わらず歯に衣着せぬものの言い方なんだから）

　今日の彼は、スーツにネクタイ姿だ。支部への会議や出張でもない限り、スーツは着ない。結愛はスーツ姿が視界に入るたびに恰好良くてドキドキしてしまう。

「でも『お夕飯、ご一緒にいかが？』って聞いてたじゃん」

「社交辞令だろ？　大好きな旦那がいる手前、旦那の娘である結愛を冷たくあしらえないってだけの見え見えの薄っぺらい言葉」

「んー、でも私はお姉ちゃんとご飯が食べたい！」

「そんなの別日に設ければいいだろ」

「夜誘っても、お姉ちゃんはおじさんが帰ってくるから駄目って断るんだもん」

「ちょっと！　結奈っ。『おじさん』って失礼でしょう？」

　結愛は、結奈の腕を触った。

「『おじさん』はおじさんじゃん。お姉ちゃんを束縛しすぎ。今どき、『夜の出歩き禁止』っていう彼氏っていないから。結婚もしてない、ただの同棲カップルのくせに」

「半同棲な」

「ほぼ同棲じゃん」

　むすっとした表情で、結奈が冴島の足を蹴り飛ばした。

「俺はそこまで束縛してない。行きたければ、行けばいい。それと、俺たちの結婚が認められた今、君の見合いラッシュは避けられないな？　せいぜい頑張れよ」

「ちょ……ずるっ」

　ははは、と声を出して笑いながら、冴島が黒のロングコートを羽織った。

（いつの間に二人は仲良しになっていたのだろうか）

　帰り支度を始める冴島の背中を、結奈がグーパンチで何度も叩いている。まるで兄妹みたいだ。結愛の胸の奥がチクチクと痛んだ。

「結愛、準備できた？」

「あ、もうちょっと、です」

　結愛は慌てて、白のコートを羽織ると、鞄を手に持った。

「お邪魔しました」

　と、冴島が少し大きめな声で、両親に挨拶をすると玄関に向かった。先に彼が革靴に足を入れていると、結奈が結愛に後ろから抱き着いてきた。

「お姉ちゃん、良い人に巡り合えて本当に良かったね！」

「ありがとう、結奈。結奈のおかげだよ」

「でしょう？　顔良し、スタイル良し、性格は……いまいちかも知れないけど。イトオンのエリート候補なんでしょう？　お姉ちゃんが幸せなら、良かった」

「性格はいまいちって何だよ」

　冴島は靴を履き終えると、ぼそっと突っ込みを入れる。頬を少し膨らませて不機嫌そうだ。

「結奈とも仲良しなのねえ。結奈とお見合いしたほうが良かったかしら？」

（結奈とお見合い……）

　キッチンから玄関に出てきた継母の言葉に、胸がまたツキンと痛んだ。

　たしかに、結奈と話しているときの冴島の顔は生き生きとしているように見えてしまう。結奈もポンポンと言いたいことを言えて楽しそうだし、もしかしたら二人のほうがお似合いかもしれない。

「たとえ結奈さんとお見合いをしていたとしても、姉である結愛さんと付き合っていたと思います。お見合いをする前から結愛さんに片思いしてました。それに、教師ではない俺に、結奈さんのお母さんは反対していましたよね？　そもそも結奈さんとのお見合いで、付き合うという選択肢はお互いになかったと思いますよ」

「そ、そうかも、しれないわね」

　くっ、と言葉を詰まらせながら継母が悔しそうな表情になった。反対に冴島が満面の笑みを返していた。

　結愛がローヒールの靴に足を入れると、「では、失礼します」と冴島が軽く頭を下げて玄関のドアを開けた。薄暗くなっている外からの冷たい風が、頬を撫でていった。

　家の門を出て、コインパーキングに向かう道中で冴島はネクタイを緩めて、セットした髪を掻きむしって自然なスタイルに戻した。

「結愛のご両親への挨拶はこれで大丈夫だな。俺の両親は年始に帰るときでいいから、年が明けたら入籍できるな……って、どうした？　浮かない顔して」

「……実は私も、結奈とお見合いしたほうがいいんじゃないかって思っちゃいました」

「なんで？」

　結愛の言葉が意外だったのか、機嫌よく笑っていた彼の顔が険しくなって、歩いている足を止めた。歩道の真ん中で足を止めた冴島の表情が硬くて少し怖かった。

「会話のキャッチボールがスムーズだったし、お互いにポンポン言い合えてて、仲良く見えたので。ずるいなって思って、胸が痛くて」

「嫉妬してくれた、と？」

「嫉妬……かもしれません」

「嬉しいな。でも、さっきお義母さんにも言ったけど、有り得ない。絶対にないとわかってるからこその言い合いだったり、掛け合いになるんじゃないか？　俺、結愛に嫌われたくないから、言葉を選んでるところあるよ。好きだから、ずっと傍に居てほしいから、発する言葉にも慎重になってる」

「そうなんですか？」

「結愛には、俺にたくさん甘えてほしいんだ。一生懸命頑張る結愛も好きだけど、俺にだけ甘えてくれる結愛も好きなんだ。言っておくけど、『俺だけ』だからな？」

　顔を見合わせると、自然と触れ合った手を握りしめ合った。

　鼻先をくっつけて顔を近づかせると、二人でクスクスと笑いだす。

「結愛の鼻、冷たい」

「奏太の鼻も冷たいよ？」

　チュと唇を重ね合わせてキスを交わした。触れ合うだけのキスをして、彼が結愛の頬を触った。

「あの、このままドライブしてイルミネーションを見に行ってもいいですか？」

「さっそく、甘えてる？」

「はい。イルミネーションを見に行ったことがないので。奏太と手を繋ぎながら、歩いてみたいんです」

「いいよ。それと入籍したら家族旅行もしような」

「え？　家族旅行ですか？」

「酔って結愛が言ってたんだ。家族で旅行したことがないって。ホテルに泊まったのが初めてだって教えてくれた。だから、俺たちが家族になったら、いろんなところに旅行しよう。美味しいものを食べて、温泉に入って、観光して。子どもができたら、遠くの遊園地に行くのもいいな」

「嬉しいです」

　子どもができたら、家族で遊園地……憧れていた。夏休みにいく家族旅行もずっと夢だった。自分だけいつも仲間外れだったから。高校受験で忙しい年に、三人で旅行に行ったり、結愛が高校卒業して家を出ていってから、遊園地に行ったりしてたから。

　継母には「行きたい」と言いたくても言えなかった。嫌われてるのがわかっていたし、父を困らせたくなかったから。自分さえ我慢していればいいんだと、いつの間にか気持ちを抑えることを覚え、我が儘さえも言えない人間になっていた。

「子どもがいなくても、遊園地には行ってみたいです」

「いいよ。そしたら、イルミネーションがある遊園地に、ナイトパスで入るか？」

「ええ？　いいんですか？」

「いいよ。ただ明日の仕事がお互い寝不足だけどな」

「ですね」

　クスクスと笑い合ってから、手を繋いでキスをした。結愛から舌を差し入れると、チュッと吸い上げてくれる。

「んっ、ん」

「結愛、愛してる」

「私も、奏太を……ん、あっ」

「そんな甘い声を出されたら、遊園地じゃなくてホテルに行きたくなるだろ」

「だって、奏太が」

「俺が？」

「……キスしながら、お尻を触るから」

　かあっと恥ずかしさで顔が真っ赤になるのを感じながら、結愛は言葉にした。

　コートの上から触られているのに、キスで敏感になっている身体は、冴島の手に反応してしまう。

「ホテルは我慢するが、俺の家に帰ったらエッチするから」

「えっ？　確実に寝不足に……」

「結愛が大好きなんだから、仕方ないだろ」

　手を繋いで、歩道を並んで歩き始める。

　歩道に影が二つ並んで進んでいく。数年後には、影が三つ、四つと増えているのだろうと思うと、結愛の頬が自然と緩んで笑顔になっていた。








了








　あとがき






　初めましての方も、お久しぶりの方も、こんにちは。ひなた翠すいです。

　今作『鬼上司は年下イケメン～エリートのテクに囚われて～』を最後まで読んでくださり、ありがとうございます。

　今回は初めて、ヒーローが年下という設定で書かせていただきました。年齢は下だけど、ヒロインよりも精神年齢が上で頼れる男性です。

　二人で過ごすときは甘えてきて、仕事をしているときはぐいぐいと引っ張っていってくれる年下ヒーローが書けて満足です！　年下のスパダリという私の大好物なキャラを書けたのが幸せ。年上も好きですけど、年下ヒーローも大好きです。

　ヒロインも、自分なりに努力をしているのになぜか受け入れてもらえないという女性を描きたかった。「なんで？」「どうして？」を繰り返しながら、努力を続けるのにいつも空回り。そういう努力を外から見て、認めてくれるヒーローに恋していく。書いていて楽しい世界でした。

　頑張れば頑張った分だけ、報われる！　と言われるけれど、報われない努力って多い気がして。それでも認めてくれる人がいるって幸せだよなあ、と感じながら二人を書きました。ヒロインの結愛もこれから、奏太と一緒に笑いながら人生を共にしてもらいたいなあ。奏太なら、結愛の望みをどんどんと叶えていってくれるでしょう！

　奏太のゲーム好き設定……実はあれは旦那を見て思いつきました。うちの旦那は休みの日はずっと、ゲームしかしません。仕事はできるけど、プライベートはゲーマーな年下ヒーロー……と考えてたら萌えるな、と思い、奏太が出来上がりました。リアルでデートよりもゲームをとる男だったら、イラっとするんですけどねえ。奏太だと許せるのはなぜでしょうか？

　最後に、手にしてくださった読者さま、無知な私に優しく教えて導いてくださった編集さま、関係各社さま、素敵で綺麗で萌える挿絵と表紙を描いてくださった緒お田だ涼りょう歌か先生。

　ありがとうございます。皆さまのおかげで、こうして引き続きイラスト付きの小説が電子書籍になりました。本当に感謝申し上げます。

　またお目にかかれる日まで。




二〇二〇年一月吉日


ひなた翠








トパーズノベルス

同時配信二〇二〇年一月三一日配信予定
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忘却の迷宮～黒騎士は姫君の愛を取り戻す～


【書下ろし・イラスト五枚入り】







　著作：赤城まや

　イラスト：かんべあきら







　「私は何としても、お前から真実を聞き出したい。その心が知りたいのだ。その為に、ここまで生きながらえてきたのだから……！」







　　伯爵令嬢ユリアナは一年間の記憶がない。義父が亡くなり窮地に立った彼女を救ったのは、漆黒の髪と瞳の公爵ミヒャエル。だが彼の館でミヒャエルは彼女が彼を裏切り、罪を犯したと告げる。そして思い出せない彼女を寝台に押し倒し…!?
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女装王太子の甘美な淫愛


【書下ろし・イラスト七枚入り】







　著作：麻倉とわ

　イラスト：小路龍流







　「彼女とはもっと色々しているのだろう？　キスよりもずっと淫らで激しいことを」







　　父に疎まれ孤独な王女のマルガレーテは、隣国の王太子エルンストへ嫁がされる。しかし極度の男性不信で夫婦関係は結べないでいた。そんなある日、エルンストに似た女性に窮地を救われ、それをきっかけに恋愛の手管を教わることになり──！








トパーズノベルス

近日配信二〇二〇年二月二八日配信予定







絶倫ＤＴが女神さまと結婚すると（仮）


【書下ろし・イラスト三枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：みみん







　「お願いごとなら、ちゃんと言おうか。言えたらご褒美をあげるよ……何度も何度でも」




　　　美田文房具の店主、美田葵のことを好き過ぎてＥＤ＆ＤＴな一ノ瀬竜。親に言われるまま結婚したがセックスレスに。葵はＡＶ動画を参考に竜を『ご主人様』としてご奉仕。すると竜が絶倫に！　店主としても復帰する葵だが。








恋は邪魔者～元の鞘には収まりません～（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：有允ひろみ　　イラスト：小路龍流







　「挿れるよ、琴音の中に……。ずっと、奥のほうまで……、今夜は琴音がもうやめてって言うまで離すつもりないから」




　　　琴音はＮＹで失職後、帰国してある企業に再就職を果たす。しかし、同社社長は五年前、突然訳も言わず琴音を捨てた元カレ・誠也だった！　復縁を迫られ、いけないと思いつつもいまだくすぶり続けていた恋心が再燃してしまい……!?







トパーズノベルス
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